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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ホームルーム　私が学長です。

１時限目　そんな装備で大丈夫か

２時限目　殺してでも、うばいとる

３時限目　血と汗となみだを流せ！

休み時間　もっと真剣になるのだ！

４時限目　喧嘩が強い上に男前

５時限目　我が道に、敵無し！

放課後　この人の手を離さない




　あとがき



































































　迷めい宮きゆう学園・学長室──。




「くくく、どうやらレッドドラゴンがやられたようだな……」

「だがしかし、レッドドラゴンなど我が召しよう喚かん獣じゆうの中では比ひ較かく的てき小物……」




「……君達は何をやってるんだ」

　ここは迷宮学園、学長室。

　許可なく立ち入る事は絶対に出来ない場所の一つで、物々しいセキュリティに守られたいわば学園迷宮の秘密が眠ねむる場所だった。

　しかしそこでは、黒くろ髪かみショートボブで色白の女子生徒と、Ａ組担任の家鴨あひるが二人だけで四天王コントをしていて、デスクの向こうから学園長が冷めた目でソレを眺ながめて居た。

「いやだって学園長ー、今回わたし達が呼ばれたのってその話でしょう？」

　深々と高そうな椅い子すに腰こし掛かける学園長に対し、家鴨はいつもと態度が変わらない。

「確かにそうだ。その通り──家鴨先生、あのドラゴン。もう少し粘ねばっても良かったんじゃないですか」

「いやーそうは言いますけど学園長、ちゃんと打ち合わせた通りの仕様にしましたよ？」

　家鴨が在学中に修得した召喚術で呼び出されたレッドドラゴン。最初はＡ組の入学祝いにけしかけてダンジョンの厳しさを体に無理矢理教え込むだけの敵だった。

　だが、１年生への試練とする事が決まった時に学園長の意見を取り入れ、運営側から設定を変へん更こうした。

　出現は１年生の探たん索さく時間のみ。６人以上で戦せん闘とうに入った場合は凶きよう暴ぼう化し各種行動制限が撤てつ廃ぱいされ、ステータスが上じよう昇しようする。

　しかし与あたえられたダメージの一部は持ち越こされ、さらに行動は条件次し第だいでパターン化する。ドラゴンの行動に対して対策を１年生が用意する事が出来る等、難度は高く理り不ふ尽じんには思えるが攻こう略りやく方法は用意されていた。

「あー、アレってやっぱもうちょっと全ぜん滅めつさせて、しこーさくごさせる予定だったんだ」

　ショートボブの女子が腕うでを組み、その大きめの胸をぐっと寄せる。本人は無意識なのだろうが、30歳前後（具体的な事はあえて言わない）でＢカップの家鴨は憎にくしみに満ちた目を向ける。

「そうだ、その話も君達には以前した通りだ」

　──仕様の変更は、全すべて１年生への試験であり試練であり、教材だった。

　力押しで勝てない強敵が理不尽なタイミングで襲しゆう撃げきしてくる。レベルを上げてじりじりと攻略すれば良い場所ではないという事。しかし情報を集め対策すれば突とつ破ぱ出来る難度である事を自覚させようとしたのだ。

　また、新入生の〝振ふり分け〟という目もく論ろ見みも教師陣じんにはあった。強敵にぶつかった時の対応もまた教科としての評価点になる。だからこそ他ほかの１年教員も皆みな、反対しなかった。

「予定ではー。なれ合いとか仲良しこよしでパーティは回らないって教えたかったんでしょ。あとあと１パーティで倒たおさなきゃいけないのに、他のパーティの協力が必要って状じよう況きようを作って、個人戦やチーム戦というより、迷宮に挑いどむにはもっと広い視野が必要だ──って学ばせる教材だったんだっけ」

　女子生徒が分かり切った確かく認にんをするようにそう言った。

「……そこまで分かってて、どうして何もしなかったんだ？　そういう時の〝調整〟の為ためにキミが居るんだろう」

「いやだって学園長ー、４人パーティでいきなり倒されると思わないじゃん？　失敗待ちだったトコあるし。大体そっちもノーマークでアヒルちゃんに教えられるまでマークしてなかったじゃん」

　横で得意げにピースを決める家鴨。しかし学園長は半目でそちらを睨にらむ。

「睨んだってダメですよー。ウチの、ウチの！　わたしのＡ組の！　生徒が優ゆう秀しゆうだったってダケで、わたしが特別ひいきしてヒント出したりした訳じゃないんですから」

　学園長は家鴨の主張を無視し、座ったまま手元のパネルを操作し壁へき面めんモニタに生徒の情報を開く。そこにはドラゴンを倒した４人──椎しい奈な、丈じよう、瑞みず樹き、怜れい也やの物が並んでいた。

「戦せん士し科試験１位と、入試の総合成績１位が居るとはいえ──今回のキーはそこじゃない。その２人を含ふくめたパーティを動かした彼がこの番ばん狂くるわせを起こした」

「この〝赤あか坂さか怜也〟っしょ」

　モニタ内でマーキングされた名前を女子生徒が口にする。

「そうだ。今回の件が偶ぐう然ぜんなのか、そうじゃないのか。家鴨先生お気に入りの彼をマークしたい、家鴨先生、構いませんね？」

「ええ、いいですよー」

　家鴨がニコニコ返事をするのは、学園長の方針を理解しているからだ。これは何も教材と特別課題を台無しにしてしまった怜也に害をなそうというのではない。

　ただ、予定した環かん境きようで予定通りの結果が出ないのならば、その原因を探さぐり、迷宮を調整しなければならない。

　制作者、あるいはゲームマスターとして。学園長が「バランス取り」をする為の情報収集だからだ。

「これはアイ、キミの仕事だよ」

　アイ、と呼ばれたショートボブの女子生徒が腰こしに手を当て肯うなずく。

「わーかってますってば。生徒の中にまざって学園長の目や手の代わりになるのが今のアタシの仕事ってね」

　蝶ちよう野のアイ。

　生徒の中に混ざった迷宮学園側の人間。その役割は学園長の代わりの情報収集、あるいは現地での手足。学校側のスパイ、そう言って差し支つかえは無い。

「蝶野ちゃんで大だい丈じよう夫ぶかなー」

「え、ナニソレ。家鴨ちゃん、アタシが何かヘマすると思ってんの？　だいじょーぶだって、別に何か悪い事する訳じゃなくてこの赤坂ってのと普ふ通つうに仲良くして、ついでに学園長にチクればいいだけっしょ？」

　アイの仕事は（今の所）怜也に近づき、彼の事を調べるだけだ。

「へーきへーき。アタシ、弱っちいのに他のトコで頑がん張ばってるオトコとか嫌きらいじゃないし」

「……それが逆に不安なんだよねー」

　怜也の側そばには、懐ふところ刀がたなというかいつでも抜ぬける刀みたいな女子が居る。恋こい人びとという訳ではないけれど、だからこそ──。

「（蝶野ちゃんが来て、引っ搔かき回したらどうなるかなー）」

　自分の縁えんは無いが男女の事にはセンサーがバリバリ立っている家鴨だからこそ、どっか変な所で変な理由でしくじるんじゃないかなー、という不安がよぎっていた。
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「──無理ぃ」

　俺達４人は、例の購こう買ばい裏にある更こう衣い室こと、装備のフィッティングスペースに集まっていた。購買横の試着室だけではなく申しん告こくすればパーティ単位で使える個別スペースがあって、今はそっちに居る。

　カーテンの向こうからは何処どこのだか分からない訛なまりの加か藤とうの弱々しい声が聞こえる。

「……やっぱり無理か」

「まあ、分からなくも無い」

「そうねえ。加藤ー、入るわよ」

　俺と丈の感想に、堀ほり井いがため息をつき加藤に断ってからカーテン内に入っていく。

「あ、あああ瑞樹ちゃんー……どうしよぉ……」

「おう……これは……なんというか、中々……」

　中では何がどうなっているかというと、例の戦利品であるドラゴンビキニを加藤が試着していた。ドラゴンビキニは赤せき竜りゆうのウロコで作ったビキニアーマーだ。基本的にビキニと同じ部分しか覆おおって無い。肩かた当あてとかベルトはあるけど、それがどうしたと言わんばかりの露ろ出しゆつだった。しかも本来のインナーすら非表示にしてしまうというオマケ付きだ。

「とりあえず加藤、手帳貸して──うっわ、馬ば鹿かね!?　こんなのＳサイズのまま着てたらそうもなるわよ！　何の為の調整よ」

　生徒手帳。それはタブレット型の機材でメーラーや電話、さらに迷宮内のコマンド操作をする為に使うここでの生活に必ひつ須すの道具の事だ。

「え、ええ？　何か、良く分からなくて『装備』ってやったらこうなってぇ……」

「そりゃ無理よ、あーもう、胸だって上から下からはみだして……全部食い込んでるじゃない。えーと、サイズ調整だから、椎奈。胸のカップとサイズ教えなさい」

「え、ええ？　カップはちゃんと測ったことないから知らんよ？」

「……[image: ]？」

　自己申告によるとＣカップ寄りのＢカップである堀井が、アイドルどころか女子にあるまじき声を出す。

「今まで下着どうして──そういえばスポブラとかばっかだったわね!?　なんで！」

　良く分からなかったのだけど、後で呆あきれながら堀井が教えてくれた所によるとＬＬとかＬとか大ざっぱなサイズだけで良いような、そんな下着ばっか持ってたとか。女子としてルームメイトのそういう情報を俺達に漏もらしていいのか。いや、そこに色気とか興奮する部分はあんまり無いけど。
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「地元で売ってるトコ、あんま無いから。通つう販はんとかで買ってて……」

「……そうね。加藤くらいのサイズになるとそうか、普通あんま無いものね」

　話がこっちに丸聞こえなのはいいのだろうか。そういう内容はこっちが落ち着かない。

「なるほど、加藤が着やせしてた理由はその辺か……」

「丈さん、女性の下着にお詳くわしいんですか？」

　ついルームメイトに対して敬語になってしまう。

「看護師さんと話す機会もあってそれなりにはね。あとはリハビリとか運動用にそういうのがあるっていうのは知ってたしね？」

　情報源がナースのお姉さん達だと思うと、やはりコイツは一度男子会議にかけて裁くべきではなかろうか。たとえそれが原因でエロい女の人が苦手になっていても、だ。

「……ざっくり調整したけど、これ以上の細かいとこはわたしじゃ無理ね──赤坂、あんた加藤のビキニ姿を変な目で見ない自信ある？」

　ひょい、とカーテンから器用に首だけ出して堀井が聞いてくる。

「無理」（俺、即そく答とう）

「素す直なおでよろしい」（真ま面じ目めに肯く堀井）

「なんでっ!?」（カーテンの向こうから聞こえる悲鳴）

　堀井が無言で俺に返事を促うながしてくる。正直、居づらくて尻しりの据すわりが悪いけれど逃にげる訳にもいかない。

「女子がサイズあわないビキニの調整手伝えとか男に頼たのむ事かよ。それに加藤は普通に（見た目だけなら）可愛かわいい（し胸デカイ）んだからそんなの気になるに決まってんだろ」

　カーテンの向こうからは納なつ得とくしたのかなんなのか無言が返ってくる。

「（怜也は自分の言葉の意味が分かって無い所あるよなあ）」

「（女子に、というか加藤に普通に可愛いとか言える位にはズレてて図太いのよねえ）」

　そして２人からは意味深な視線を向けられる程ほどに俺は何か間ま違ちがってただろうか。

「……加藤。やっぱ装備止やめる？　どうしてもっていうならわたしが使ってもいいけど」

「う、ううん？　ふ、普通の水着くらいになれば、何とか……と、思うんだけど」

　このドラゴンビキニ。他のポイントアーマーとは違い、首から腰まではどう設定しても素す肌はだになってしまう。それに関してはもう俺が散々調べたから間違いはない。

「加藤、堀井。それに丈──ちょっと装備、整えよう」

　そして俺は、仲間に対してこれまで考えて居た提案を口にした。




　そして俺達はその足で大だい迷めい宮きゆうに挑んでいた。

　俺の持つ大きな盾たては、対ドラゴン用に用意したもので、普通の探たん索さくには使い辛づらい。さらに丈は鳥羽の飾かざりを見事に使い捨てたし、他ほかだってドラゴンビキニ以外は初期装備ばかりだ。

　これから間違い無く激しくなる戦いを前に、ドラゴンを倒しやっと探索出来るようになった迷宮で経験値、授業としての得点、Ｇ円（学園内通貨）、情報を稼かせぎたい所だった。

「ほ、ほんとにあの格好隠かくせるようになるん!?」

　流石さすがに未調整のままビキニは着られない加藤が、制服姿のまま興奮気味に聞いてくる。

「インナー無視して肌はだが出るのは腹とか胸むな元もととか尻とかビキニになる部分だけだ。上から着るアクセサリや装備まで消えたりはしないだろうからな」

　鎧よろいというか同じ部位の防具の重ね着とかは出来ないから上から覆って隠すようにするしかない。それでも、食い込み気味のビキニアーマーよりはずっとずっとマシの筈はずだ。

「てっきり、男子は隠さない方が良いとか言い出すと思ってたんだけど？」

　本気でそうは思ってないだろうけど挑ちよう発はつ的な顔をする堀井に、丈が無言で肩かたをすくめる。

「エロいのは見たいけどな、加藤がイヤだっつってるのに喜べる程ほどたくましくねえよ」

　その俺の返事に何故なぜか上から目線で満足げな堀井と、恥はずかしそうに背を丸める加藤。──なんでも、胸が大きい事が今いま更さら恥ずかしくなったとかなんとか言い出してこうなってる。

「ところで加藤、その姿勢動きにくくないか？」

「だ、だいじょうぶ、ですよぉ……？」

　その俺を堀井がもの言いたげに見ていた。そして今の所、絶対服従の約束も履り行こうされておらず、これでいいのか不安になる。

「で、怜也。装備整えるにしても、どんなの用意する予定なんだ」

　その辺りは優先順位とか皆みなの意見とか成果とかで変わってくる。

「まず加藤の追加防具。マントとか羽織に使えそうなのがあったけど、何の素材が手に入るかにもよる」

　現実的な素材の装備品、つまり鉄とか皮製品なら購買で買えるが、実はかなり割高だった事を知った。基本的に迷宮内でモンスターのドロップする宝箱から手に入れるか、モンスター素材を持ち込んで製作費を払はらって作るか。それが主な入手手段だった。

「その後、前に出る俺の防具とか、盾とか。堀井も前に出るなら──」

「出ない」

　ドラゴンの牙きばを打ち砕くだいた曰いわく付きの鉄メイスを手に、けれども断固前衛はやらないと言いきる堀井。

「……なら俺優先な。２人の装備は魔ま法ほう絡がらみだから、簡単に手に入らないんだよな」

　魔力を上げたりなんだり。そういう装備品は単純に「硬かたい」とか「加工しやすい」とかとは基準が違うから手に入れ辛いらしい。

「分かりましたけど、宝箱だっけ？　どうしてそんなん持ち歩いてるんだろうね？」

「ゲーム的だから、としか言えないな……」

　モンスターと戦い勝利すると、その場にランダムで本当に『宝箱』が現れるのだ。

　素材剝はぎとは別にその中からアイテムやＧ円をゲットする。

「僕、昔ゲームをやってた時に何でモンスターを倒たおすとゴールドが手に入るのか不思議だったんだけど、そういうものだって言われたら納得するしかないよな」

「中には理由付けしてるゲームもあるんだけどな──と？」

　話しながら歩いていると、加藤が俺達を止める。横に居ても分かるその剣けんを持った時の加藤の殺気にはまだ慣れない。

　すぐ真横に、自分相手ではないにしろ刃は物もの──いや、バットや鉄パイプを容よう赦しやなく振ふり下ろして何かをぶっ壊こわす相手が居たら落ち着かないだろう、そういう物だと思う。

「──暗くて見えませんけど、犬頭と……しらたま、かな？」

　加藤は『戦士』だ。『斥せつ候こう』なら職業補正で暗い所も見通せるらしい。そしてどうするか、とパーティの司し令れい塔とうの俺に無言で確かく認にんしてくる。

「加藤がワントップで戦う。俺は後ろの２人の壁かべになる、ＯＫ？」

　加藤は頷うなずき、無言で刀身の長い両手剣を抜ぬき構える。

「──いきますっ」

　そして地面を蹴けり、揺ゆらめく松明たいまつの光の中あらわれたモンスターに襲おそい掛かかった。
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「……あのさ、守ってくれるのは嬉うれしいんだけど、もうちょっとどうにかなんない？」

　──戦せん闘とう終しゆう了りよう。

　敵は犬頭と呼ばれる、身長[image: 120]㎝程度の二足歩行の毛むくじゃらと、自在に跳はね回るしらたまの混成グループだった。

　犬頭は武器を使い、棍こん棒ぼうとか錆さびて折れた剣とかを振り回してくる。けれどそれは加藤が静かに、けれど嬉き々きとして時代劇の殺陣たてか何かのように斬きり捨てていった。

　問題はしらたまでその加藤を中心とした主戦場から逃のがれ、後方に跳ねてきた。魔ま法ほうは温存、そして防ぼう御ぎよの薄うすい術師勢を守ろうと俺が例のでかすぎる盾を構えて前に出たものの、翻ほん弄ろうされ、何かもう上手うまく行かず最終的に堀井がホームランして壁にたたき付けた。

「まあその盾が赤坂くんの体にあって無いせいもあるけど。武器もいりますよねえ」

　刀身の血を振り払い鞘さやに収めた加藤が、素材剝ぎ用のナイフ片手に軽くこっちを見る。そして倒れた犬頭から手て際ぎわ良く『毛皮』『骨』をアイテム化していく。

「怜也、あったぞ」

　そして加藤の周りを警けい戒かいがてら回っていた丈が、地面に落ちている宝箱を見つけた。

「……何か想像してたのと違うわね？　もっとこう、あるじゃない」

　俺に回復術をかけ終わった堀井がそれを見てがっかりした感想をこぼす。確かに宝箱というには粗そ末まつな木造のランドセルくらいの箱がぽてん、と置いてあった。

「これは俺がやるよ」

　罠わなとかに関しては俺が一番得意で斥候が居ない以上、俺がやるべきだ。

　周りの警戒を丈、堀井、そして加藤に任せて俺は盾を外すと箱の前にかがみ込む。手帳による撮さつ影えい、罠の有う無む。敵を倒して素材が手に入っても、それは実の所、大したＧ円にはならない。結局、宝箱をどうにかしなければ収入や先立つものにはならないのだ。

「──罠はあるな。何とかなるといいけど」

　堀井がドラゴンの顔面やしらたまをフルスイングでかっとばしたりするように、どうやらレベルの低いうちは職業毎ごとの補正はまだ差が小さいようだった。先に進めば無理だろうけど、この辺りなら俺でも罠の解除はなんとかなりそうだった。

　手帳で宝箱を撮影し、そこに表示される罠代わりのパズルを、焦あせらず、けれどサクサクと解いていく。皆がちらちら手元を見てくるけれど、ゲーム画面をのぞき込まれるのには慣れてるから気にもならない。

　そして最後の１つを外し、罠を解除出来る──その時に。

「あ」

「え？」

　その解除手順がまさかの罠の発動スイッチだったらしく、宝箱から「ぶっぶー」というクイズ番組のような音が鳴った。

　何が起きるか、身構えた瞬しゆん間かん。俺と宝箱の周りに柵さくがせり上がる。

「赤坂くんっ!?」

　加藤が振り返るけれど、檻おりの中に居る俺には何も出来ない。そして嫌いやな予感がひしひしとする。

「……穏おん当とうに行くなら、上から金だらいとか、水バケツとか？」

「電流とか火か炎えん放射器とかじゃないといいな」

　堀井と丈が嫌な想像をするけれど、正解は──。

「うわぁあああああ!?」

　地面が斜ななめになるとそのまま穴になり、俺はそこに落とされる。

　上から皆の驚おどろきと俺を呼ぶ声がするけれど、俺が地面に落ちると穴は直すぐにふさがってしまった。

「……え、もしかしてコレ、落とし穴？」

　もしかしたら地面を叩たたいたりしているかもしれないけれど、上からの音すら聞こえない。

　見知らぬ場所に１人放ほうり出された俺の横には、小こ銭ぜにの入った宝箱が開いて転がっているだけだった。

「……ははあー落とし穴ってこうなってんだなー」

　まず柵を出して隔かく離り。そして落とすにしても、滑すべり台みたいにして転がす形だから真っ逆さまって訳じゃない。

　安全！　──なんて言ってる場合じゃない。

「そりゃ地下が無いとは思って無かったけどよ」

　１階、とは言うけれど段差で高低差があり、半地下とかがあってもおかしくはない。

　転がる宝箱の中の小銭を集め周りを見回す。通路は上より狭せまくて、戦えるとしたら１人。武器も長物だとキツイくらい。そして俺の今の手持ちは例の大盾だけ。

　これを構えてタックルして逃にげ回るなら、使えなくも無いのか。とはいえ敵が増えたらじり貧になるだけだろう。

「ま、行くか……ん？」

　盾を拾い上げ、いざ出口を探そうかという時に遠くから悲鳴が聞こえた。

　俺と同じように罠にかかって落とされた１年生だろうか。もしかしたらここを出る協力が出来るかもしれないし、悲鳴を上げるような状じよう況きようは見に行かない方がかえって怖こわい。

　というかそもそも後ろは行き止まりでそっちの方にしか道が無い。

　酷ひどい状況になってなければ良いなあ、そう思って向かうと──酷い状況になってた。

「ああああもう、ちょっと何か聞いてた話と全然違うんですけどぉ───!?」

　奥の方から走って来るのは、さっきの悲鳴の主だろう。黒くろ髪かみショートボブで、やけに制服のスカートがミニになってる女子だった。

　鎧とかも着て無いし、杖つえも持って無いから斥候なのかもしれない。だとしたら罠解除に失敗して落ちてきたのか。──なんて考察は、今はどうでもいい。

　その女子の後ろからは、道全体を埋うめ尽つくす壁みたいな半はん透とう明めいの何かがうぞうぞと迫せまっていた。しかも結構動きが速い。そして、曲がり角から出て来た俺に気づいた女子は、一いつ瞬しゆん嬉うれしそうな顔をするけれど、心苦しい事に俺は残念な事実を伝えなければならない。

「こっち、行き止まりだぞ」

「うそぉおおお!?　マジでえええ!?」

　プルプルと迫るゼラチン状の壁、そして後ろは行き止まり。間に挟はさまれた俺と女子に逃げ場は無い。

　なので、今出来る事をするしかない。

「俺の後ろに隠れて。何とかしてみるから」

「え、ええ？　何とかできんの？」

「やるしかないだろ」

　後ろに庇かばうと改めて盾たてを構える。その頃ころにはゼラチン壁へきは目の前に迫っていた。プルプルと震ふるえるソレは、向こう側が透すけて見える以上はどこまでも続いてる訳じゃない筈だ。それに、強酸性とかそういう事も無さそうだ。

　盾を地面に突つき立て、斜めに構えると俺と女子はその裏に潜もぐり込む。

　──ずる、ずるり……。その盾をスロープにしてゼラチン壁が上り始める。

「う、おおおお……重っ……！」

　ところてんのように詰つまるゼラチン壁。けれど、潰つぶされる程ほどの圧あつ迫ぱく感かんは無い。

「や、やだっ……!?　何か、垂れてきてるっ！」

　潰された分なのか、盾の縁ふちからはドロドロとしたゼラチンというよりスライムだかローションめいた物がこぼれ落ちてくる。盾も完全にガード出来てるワケではなく、垂れて粘ねばつくそれはまるで傘かさに２人で入っている時の雨のように肩かたや背中にドロドロとまとわりつく。

　けれど、そんなヌルヌルを気にする余よ裕ゆうは今の俺にはない。精せい一いつ杯ぱいの力で盾を支え、そして──。

「せ、ぇ……のっ──うおらぁああ！」

　ずるんっ、と反対側に抜けた瞬間俺を支えにシーソーのように盾を動かし、ゼラチン壁を反対側にうっちゃる。

　最後、残った壁の端はしがどろりとしたものをこっちに垂らしてきたけれど、くぐり抜ける事に成功した。

「た、助かった？」

「こっちにまた向かってくる前に、さっさと行くぞ」

　そしてかがみ込む女子の手を引いて、俺は奥へ進むゼラチン壁から逃げだした。




「あー、助かった。ホントあんなの居るなんて聞いてないっつーの……」

　お互たがい全身をヌルヌルにしながら、ある程度逃げた所で一息吐つく。

　あのゼラチン壁のせいか、幸い他ほかのモンスターも出て来る様子は無かった。

「なんとかなったから良かったけどな……」

　見た限り、火とか術が使えれば何とかなるのか。それとも意外に上手く斬ればどうにかなるのか。『斥候』には難しいと思いながら──俺は、その子の手を握にぎったままだった事に気付いた。

「あ、わるい──」

　もう大分逃げてきたんだし離はなそうと思ったら、逆に握られた。それどころか、そのまま腕うでを絡からめてくる。

「あ、あの？」

　そこで俺は初めて「他の一年生」「探たん索さく者」ではなくて「１人の女の子」だとやっと意識した。

　大きな目、ドロドロのせいで貼はり付いた制服、俺の腕に押しつけられる、加藤ほどじゃないけど大きい胸──しかも直ぐ側そばから、俺の顔をじっと見つめてくる。

「ホント助かった、ホントありがと」

「あ、ああ、それはいいんだけど──」

「名前、教えてよ。ああ、アタシは蝶野アイ。おんなじ１年だよね？　あ、出口こっちね」

「……赤坂怜也。１年だよ。出口分かるのか？」

「うん、もうちょっとで上に戻もどれるってトコでアレが来ちゃって逃げ出したんだよねー」

　蝶野は俺の腕を組んだまま先導する。俺が離そうとするそぶりを見せるだけで、強めに捕つかまえてくるし、その度たびに腕が押しつけられる。というか、制服越ごしなのにヌルヌルしてるせいかみょうに相手の胸が貼り付いてくるようなやわっこい感かん触しよくがして、困る。凄すごく。

「あのさ、蝶野──」

「──んふふふ♪　こういうの、嫌きらい？」

　……俺の考えてる事なんて分かってるぞ、なんて目をして笑うと分かりやすく腕に胸を押しつけてくる。

「助けてくれたお礼なんだからいーじゃんいーじゃん。あ、ちょっとくらい触さわっとく？」

「そ、そそそそ、そこまで出来るか!?」

「んふー。じゃあもう触るのは無しね、ざんねーん」

　そう言われると、触っとけば良かったと思ってしまう。ただ、そんな所もお見通しと言わんばかりにニマニマと笑っている。

「あー、でもホントヌルヌル。迷めい宮きゆう出たら消えるって分かってても、直ぐシャワー浴びたいよね、コレ」

「空いてると良いな。女子の方は混こむんだろ」

　運動部と迷宮用に学園には生徒が使えるシャワー室がある。ただ、男に比べてやたら混むし大変だと堀井が文句を言っていた。寮りようにも大きな風ふ呂ろはあるけど、そっちは使える時間が決まってる。

「こういう時、スイートとか使えるといいよねー」

「１年じゃ手の届かない世界の話だな」

　そしてＧ円を払はらう事で、より豪ごう華かな別の寮に引っ越こす事が出来るのもこの学校の特とく徴ちようだった。実際、先の方を行っている３年生なんてのはパーティでＧ円を出しあって最高級の、いわゆるスイートルームを借りて一いつ緒しよに暮らしてる所もあるらしい。

「でもさー。スイートって男女一緒に暮らしたりしてんじゃん。やっぱそういうコトしてんのかな？」

「それでも学校の寮だろ？　流石さすがに……節度は守ってんだろ？」

　ただ詳くわしい話は知らないから自信は全然無い。

「ふーん？　んじゃ怜クンは女の子と一緒に住んでもそういうコトしないんだ？」

「学校の寮に高いＧ円払って、それを目的にしたいとは思わんな」

　それは俺の本音だった。ジムやプール、個別の風呂に各種サービスの行き届いたまるで高級ホテルのようだとも言うスイートルーム。そりゃ生活に潤うるおいは出来るだろうけど、女子と一緒に暮らしたいとか、何かその先がどうのこうのというには──。

「──Ｇ円がかかりすぎる。ま、住んでる先せん輩ぱいに文句言う気はないけどな」

　迷宮探索は進めば進む程ほど厳しいとも聞く。ならそのご褒ほう美びに生活に潤いを求めるコトもあるのかもしれない。

「ふーん、文句は言わないけど自分はやんないって感じかー。あいつら大金払ってバッカだなーとか思わないの？」

「無い無い。つーか人の金の使い方に文句つけるとかみっともない」

　それで誰だれかが被ひ害がいを受けてるならまだしも、使える金を使ってるだけだ。それにＧ円は学校の外では使えない。どの道卒業までに使ってしまう物だと思ってる。

「ふぅん？」

　その俺の言葉に、なんだかさっきとは違ちがう様子を見せる蝶野。何を考えてるのか、加藤とは違う方向で良く分からない。

「──怜クンってドラゴン倒たおしたパーティの１人っしょ。女の子を上手うまいことおだてて乗せて、美味おいしい思いしたいタイプとか聞いてたんだけどなー？」

「……その噂うわさか。状況だけ見ると何にも間違って無いから困るんだよなあ」

　──１年生最強の『剣けん士し』なんて加藤は言われてる。その加藤をおだてて、何というか有り体ていにいえば彼氏になって、彼女を上手く使ってるヒモなんて噂が流れてるのは知ってた。

　加藤と堀井のドラゴン退治。その噂がおもしろおかしく広がったりした結果なのは分かってるし、実際俺がやったコトなんて「みんなを上手く使った」事に違いは無い。

「え、じゃああの物ぶつ騒そうなオンナとマジで付き合ってんの!?」

「それは違う。加藤は仲間だし友達……だと、思う……けど？　彼女じゃないよ」

「……なんで怜クン今、スゴイちゅうちょしたの」

　それはどう言葉にすればいいのか。向こうがどう思ってんのかとか、確かにクラスメイトで仲間で、あいつの勉強とか見てたりするけど、何というか。

　紺こんの言ってた「お互い利用出来る関係」以外の何かなのかというと自信がない。信しん頼らいも信用もあるけど、理解が無いというか、あいかわらずアイツの事が分からないというか。

（片思い、って訳でもなさそーだけど。そこまでべったり仲良い訳じゃないんだ？）

　そして俺が困っていると、蝶野が何故なぜか体をすり寄せくっついてくる。

「な、なな、何してんだ!?」

「ふふん、何か可愛かわいいなーって思ってじゃれてみた。あーその困った顔もいいなー」

「ひ、人を困らせて遊ぶなよ!?」

「人の下着透けてるのチラチラ見てるオトコの台詞せりふじゃないよねー、ソレ」

　そう。蝶野は動きやすさの為ためなのかブレザーを着ておらずブラウスのままで、ドロドロのせいで下着が透けてた。

　そして実際、困るけど見てたし、気になるし、インナーじゃないのかアレとか思いながらちょっと嬉うれしかったので文句も言えない。

「……男なんだからしょうがないだろ」

「悪いなんて言ってないじゃん？　怜クンは見えるもの見てるだけだしねー」

「ところでその怜クンって何だ」

「んー、呼びやすい呼び方。アタシの事もアイでいいよ？」

「女子を名前で呼ぶのは苦手なんだよ……」

　今まで機会が無かったのもあって、なんか慣れない。その困る俺を見て蝶野はまたニマニマと笑う。

「（あー、なんだろ。この困った顔ちょっとホントに可愛い。見てて楽しいー♪）」

　何がそんな楽しいのか。そして困らされてる分は女の子が濡ぬれ透けでくっついてくるという状じよう況きようでトントンなのか、俺がスゴイ得をしてるのか。

　そんな状況で歩いて行くと、蝶野の言う通り本当に上に上る階段があった。

　上の地図と歩いた方角を考えると、入り口から遠くは無い。ただ、ここに道があった記き憶おくは無い。

「ここ上ると、入り口側の広場近くなんだけどそっちには一方通行なんだよね」

「ああ、なるほど。じゃあまだ行った事は無いな」

　落とし穴、そして迷めい路ろから抜ぬけられれば安全な場所には出られるという仕組みなのか。出たら出たで丈達は何をしてるだろうか。

　そんな事を考えつつ、俺は左ひだり腕うでに蝶野がくっついてる状況にも慣れてきたままに、この地下迷路を脱だつ出しゆつした。




　そして蝶野の言う通り。一方通行、出てしまうと直すぐに閉まってしまい壁かべと一体化する扉とびらをくぐると直ぐに広場に戻る事が出来た。

「怜也！　良かった、無事だったの、か？」

　そして広場に戻ると、何やら地図を拡ひろげて話し合っている様子の丈達が居た。

「ああ、この蝶野のおかげで何とか抜けられ──」

　彼女の事を説明しようとして──はっと気付いた。

　腕にくっついている状況になれてしまっていたけど、蝶野はすっかり──見た限り、物理的にも液体的にもベタベタと俺にくっついている。

　そしてそこには俺とはぐれ、心配していた様子の丈──のさらに向こう。以前に俺の肩かたを踏ふんだ時の目をした堀井と、敵を斬きる時ともビミョーに違ちがう冷たい目をした加藤が居た。

「……赤坂くん。その人は、何処どこのどちら様ですか？」

　あ、ああ!?　加藤の言語が何かしっかりしてる!?　と思っても腕に蝶野（のおっぱい）がべったり押しつけられてて言葉にもならない。

「いや、あのだな。落ちた先で助けた後、助けられて──」

「怜クンに助けられた、蝶野アイでーす。ほんと、助かっちゃった。アリガト♪」

　その蝶野の態度に、加藤の表情が消えて行き、堀井がふっと目を逸そらす。

　そして突とつ如じよ訪おとずれた修しゆ羅ら場ばに、他ほかに広場に居たパーティが遠巻きに俺達を眺ながめ出す。

「──ねえ、どうすんのコレ」

　堀井の問いかけに丈はいつも通り、優やさしげな、けど皮肉めいた笑え顔がおで肩をすくめた。
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　あの後、俺を捜さがそうとしたけれどモンスターに出会ったりして消しよう耗もうした結果、３人は広場に戻もどってきたのだという。

　その時には丈も堀井も術を使い切っていたし、加藤だってＨＰを減らしていた。そして俺も蝶野もドロドロのヌルヌルで何かの罰ばつゲームの後みたいになってたのもあって、今日の探たん索さくはここまでという事になっていた。




　そして今、俺達はすっかり慣れた食堂の一角にまた集まっていた。

「──赤坂くん？」

　向かいに座った加藤が、今までほとんど見た事が無い冷たい様子を見せる。というのも──。

「何で、その人が赤坂くんの横に座ってるんですか？」

　俺の横にシャワー上がりの蝶野が体がくっつくような距きよ離りで座っていた。実際、シャンプーとか、あと嫌いやじゃない程度の香こう水すいみたいな良い匂においがして、落ち着かない。

「怜クンの事が気に入ったから。それともナニ、聞かれたら困るような話するの？」

「それは──っ」

　どうなのか、加藤は判断が出来ないのか俺を見る。実際、戦う場以外の判断は俺や丈、堀井の話し合いで決まっていたし、加藤は「斬れれば良い」くらいの意見しか言ってない。

「（──どうすんのよ、新につ田た）」

「邪じや魔まさえしなきゃいいんじゃないか？　落とし穴の先で何があったかも気になるしね」

　堀井のアイコンタクトは俺にも見えて居た。けれど丈はそれに気づきながら、さらりと場を取り仕切る。

「それに、僕ら以外のパーティの話も聞いてみたいって前に怜也とも話してたんだ。丁度いいんじゃないかな？」

「はーい、邪魔はしませーん♪　だけどゴメンネ、アタシどっかのパーティに入ってる訳じゃないから、そういう話はあんま出来ないなー」

「──どういう事ですか？」

「ドラゴン騒さわぎでろくに探索出来なかったでしょ？　だからパーティもちゃんと組めて無い感じでさ。今日一いつ緒しよだった人達も怜クン達のトコと違って、待っててもくれなかったしさ」

「迷めい宮きゆうに居なかったにしても、後で話くらいはしろよ？　３年間同じクラスなんだろうし、イヤでも顔合わせるんだから、見捨てたのかそうじゃないのかはっきりした方が良い」

「ん。そだね、もしかしたら知らないトコで全ぜん滅めつしてたのかもしんないし」

　納なつ得とくしながら、蝶野はやたら俺に距離が近い。さっきみたいにべったりではないにしろ、落ち着かないのはやっぱり加藤の視線のせいだろう。

　紺がそうだったから人前でベタベタしてくる奴やつには慣れてるつもりだったのに、相手が変わればそうも言っていられない。

「だけど、それはそれ。アタシ怜クンの事気にいったし、今度一緒に行こうよー。パーティに入れて欲しいなー、そっちだってまだ１人空きがあるんでしょ？」

「……そう、ですけどぉ」

　納得しかねる、という様子の加藤。──まあ、男女逆なら確かに俺も喜んでどうぞ、とは言えない、言える訳が無い。

「アタシ『斥候』だし？　ちょーどイイんじゃない？」

「それは確かにその通りなのよね。赤坂に罠わなの解除とか任せるのも限界があるって今日、実感したし」

「まさか解除したら起動する落とし穴とか洒落しやれになってないんだよなあ……」

「（まー、さっきの罠は多分学園長が仕込んだヤツだからどうやってもああなったケド）」

　自己アピールなのか、蝶野が直ぐ真横から俺の顔を見上げてくる。ただ、紺と違ちがって加藤と同じくらいの背せ丈たけがあるから顔が近くて落ち着かない。

「物は試ためしって言うじゃん？　ここで何だかんだ言わないで取りあえずお試しでどーよ。それでダメならダメでイイしさ？」

「理にかなった話だな。斥候は居ないし、怜也目当てだっていうならそれはそれで良いし」

「どういう意味よ、新田」

　堀井の質問に丈が、俺達にではなくここに居ない誰だれかに対し皮肉げなため息を吐つく。

「ドラゴン退治で名が売れてね。〝学年最強の剣けん士し〟と〝入試最さい優ゆう秀しゆう〟のパーティに空きがあるなら是ぜ非ひともってすり寄ってくるのがちらほら居てね」

「入れてって言うのが加藤とかあんたじゃなくて赤坂相手ならいいの？」

「蝶野は態度がはっきりしてるからね。それに堂々と〝美味うまい汁しるを吸わせろ〟って言うなら僕だって邪じや険けんにはしないさ──」

「ああ、そういう……」

　本音や欲よつ求きゆうを隠かくして、上辺だけニコニコしてくる相手を丈は好まない。詰つまるところコイツは腹芸とか察するとか、そういう事が出来るけど根本的に好きじゃない。

　……ただ、時々なんていうか。蝶野に対して疑ってるような目もしていた。

「……でも、斥候って言っても赤坂くんに助けられたのって罠にかかった先ですよねぇ？」

「う、ぐ、そ、それは……そーなんだけど。だいじょーぶだって！　アタシホントやる時はヤルから！　ね、ね？　怜クン！」

「……別に、蝶野にデレデレしてるとか、そういう目的じゃなくて好意的な斥候が来てくれるっていうなら、一緒に行ってみるのは良いと思うんだ」

　冷たい目をした加藤と「男ってバカね」という態度を隠そうともしない堀井に言い訳がましい事を混ぜつつ。

「ただ、取りあえずの区切りがあった方が良いと思う。そこで、その後どうするかはっきりする日を決めてみて、でどうかな」

　その方が、ダラダラ続ける事も無いし何かあった時に直すぐに「外れてもらおう」とか言わないで済む。

「僕はそれで良いと思う。その場合、期間はどうする？　中間テストあたりかな」

　中間テストと聞いて加藤が憂ゆう鬱うつそうな顔をして沈しずみ込む。

「いや、その前に春の体育祭があるだろ」

「あーそうね。ココって体育祭が春なのよね」

　春体育祭は、最近珍めずらしく無い。

　──ただ、ここの体育祭がそこいらの高校の体育祭と同じな訳が無い。

　当然のように迷宮絡がらみの競技ばかりで、その様子はＷｅｂ配信されたり、テレビで特番になっていたりして見た事があった。

「……体育祭って、クラス対たい抗こうじゃありませんでしたっけ？　蝶野さんってＡ組じゃ無いでしょう。迷宮探索の競技とか、あるって赤坂くん言ってましたよね」

　むしろ迷宮絡みの競技しかないというか。

「だいじょーぶだいじょーぶ、あれって個人で点入るから。別のクラスでパーティ組んでるのだって上に行く程ほど増えてくし、学校もその辺分かってるって」

「──詳くわしいな？」

　上級生の事情とかは調べづらくて俺もあまり詳しくは無い。

「ま、ね。ココに知り合い居るから、アタシ色々聞いてんだよね。その体育祭終わるまででアタシもいいよ」

　春の体育祭は、クラスに馴な染じんで無い時だからこそ相手への理解を深められるとかそんなお題目もあるとか無いとかいうし。丁度良いのかもしれない。

「──良いんじゃないですか？」

　そして今まで難色を示していた加藤が、静かにそう言った。

「お、マジ？　カトーってアタシの事あんま好きじゃないみたいだったけど」

「そうですね、でも蝶野さんの事を良く知りませんから。それにどんな相手でも感情や先入観じゃなくて価値観含ふくめて判断するのも良いかと最近思うようになったので」

　言いながら、蝶野の方じゃなくて俺を責めるような視線を向けてくる。そして蝶野越ごしに丈がこっちを見てニヤニヤしていた。

「……うん、相手を理解したら色々見直せるかもしれないしな。色々見てから判断するのは大事だよな？」

「おっけおっけ。そんじゃこれからしばらくヨロシクー♪」

　そんな俺達を堀井は、仕方なさそうに見ていた。
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「──新田、どういうつもり？」

　怜也が椎奈の勉強を見ている時間。術師の自習室から出て来た丈を瑞樹が捕つかまえていた。

「どうって、思い当たる事が多すぎるんだけど」

「あんたはどれだけわたし達に言えない事をしてるの。とりあえず今回は蝶野さんの件、てっきりもう少し反対するか警けい戒かいすると思ったんだけど？」

　あの流れで絶対にイヤだとは瑞樹も言えなかった。けれども丈が比ひ較かく的てきあっさり受け入れた事がどうにも不思議だった。

「もしかして怜也に女が寄ってくるのが気に入らないな、なんて言うかと思った？」

「……冗じよう談だんで言うって事は、そうは思って無いんでしょ」

　かすかにそんな事を考えていただけあって、瑞樹はこのニヤニヤした男に心を覗のぞかれたような気がして女子にあるまじき不ふ機き嫌げんな顔になってしまう。

「ま、冗談さ。それなら加藤や堀井に対しても僕はイライラするさ」

「そこに私を混ぜるな」

　加藤はいいんだ、と瑞樹の態度に密ひそかに──皮肉ではなく小さく笑ってしまう丈。

「堀井がどう思ってるか知らないけど、確かに蝶野が言葉の通りに怜也を気に入ってる〝だけ〟だなんて僕も思って無いさ」

「そうよね。ある程度付き合った後になら赤坂を好きだっていう女が居てもとは思うけど、あんな分かりやすいモテかたするタイプじゃないでしょ」

「……うん、まあ。色々気をつかってそういう言い方になったのは分かった」

　瑞樹なりに最大限、怜也がそんな女にモテる訳無いだろと言っているのは伝わった。こういう時の瑞樹はシビアだ。

　これが立場から逃のがれてモラトリアムを謳おう歌かしに来た自分と、名声の為ために来た新人アイドルの差かな？　なんて丈は思う。

　ただそんな自分も今まで人の感情が金銭や名声を引き金にして蠢うごめく場で生きて来た。だからこそこういった、あまり怜也や椎奈に聞かせたく無い話をドライに出来る瑞樹を気に入っていた。

　何より自分を特別扱あつかいしないのが凄すごく良い……！

「蝶野さんがとんでもない演技派でも無い限り怜也を気に入ってるのはホントだと思うよ。それが男女のソレじゃなくてオモチャに対する物かもしれないけどね、ただ悪意は無いと思った」

「あんたのその感覚は信じてもいいわね」

「どうも。ま、それなら何か考えてても良いんじゃ無いかなって。元より僕らはみんなどっかズレてるし、そもそも加藤に関して言えば堂々と人を斬きるって言ってるんだぞ？」

「……こっちにその剣けんが向かなきゃ良い、くらいには慣れちゃったわね」

「蝶野の〝剣〟がどっち向いてるか分からないけどね。それにあの場で言った通り斥候が居た方がいいのも事実だし、幸い蝶野は僕の苦手なタイプじゃない」

「……そこが意外なのよね。軽そうなのとか、男に媚こびるタイプ嫌きらいじゃないの？」

「別に？　まあ僕に媚びてきたらイヤだけど、その様子は欠片かけらも無かったし」

　本当にこの男は怜也の事を気に入ってるのか瑞樹は分からなくなる。

「──というか、だからこそ僕は彼女とこれから探たん索さくするのが楽しみなんだけどね」

「あ、すっごい悪い笑い方してる。ちょっとその理由を聞きたくなくなったわ」

　いつも通りの柔やわらかい笑え顔がおに見えて、その奥の好こう奇き心しんに嫌いやな予感しかしない。

「まあまあ、堀井だって分かってるだろ。──蝶野が来てからの加藤の落ち着かない様子、これからが楽しみじゃないか？」

「……改めて言うわ。あんた性格悪いわ」

「知ってる。ただ、ちょっともどかしくて……つい、僕の悪い部分が止まらなくてね」

「……それも分かっちゃうのがすごくイヤだわ」

　２人して、目を伏ふせ椎奈の態度に思いを馳はせてしまう。

「……お子様というか、赤坂に甘えすぎというか……ねえ？」

「うん。怜也ががっつかないタイプだしなまじ面めん倒どう見みが良いし、加藤がその辺〝分かって無い〟のを分かってるからこそ、甘えさせるまま甘えさせてる所あるからね」

　椎奈のその無む邪じや気きさを怜也が理解した上で「ははは、コレは惚ほれてるとかじゃないんだ。子犬がじゃれてるのと同じなのじゃよ、ふぉっふぉっふぉ」と理性を働かせている様子を見る度たびに、丈と瑞樹はその不ふ憫びんさに同情してきた、思わず涙なみだしてきた。

「そこにあの蝶野が来た事で、もしかしたら加藤も何かを自覚するかもしれない。僕はそれに期待したい。怜也の為に」

「……それを言っちゃう時点であんたやっぱ同い年の友達としてどうかと思うけど」

　けれど丈は気にした様子も無く、いつもの通りに微笑ほほえんでいる。

「そういう堀井も理解は出来るんだろう？」

「だから自己嫌けん悪おしてんのよ。加藤の側に立てば、甘えてれば良いと思うけど赤坂が不憫なのも事実だし」

　これで２人の関係がどうなるか。好奇心と興味、その辺りを天てん秤びんに乗せて納なつ得とくしてしまったからこそ瑞樹も丈の目もく論ろ見みに文句が言えない。

「──でも、それで赤坂が何か間ま違ちがって蝶野に手を出したらどうすんのよ」

「どうなるだろうね？　とはいえ、人の恋れん愛あい事情にまで口出しする気はないかなあ」

「ちょ、あんた今、加藤と赤坂の事を引っ搔かき回す為に蝶野をどうのって言っておいて」

「人は……都合の良い生き物だよね……」

「コイツ、ホントろくでもない……！」

「それはそれとして、女子の意見を聞きたい。僕は怜也の為によかろうと思ってるけど、加藤は怒おこってたよね。大だい丈じよう夫ぶかな？」

　その事に関して瑞樹は少し考え──。

「あそこで蝶野じゃなくて赤坂に対して膨ふくれる時点で語るに落ちた、と思わない？」

「だよね」

　仲間２人の理解と友情、そして好奇心が認めた新たな仲間、蝶野アイ。




　果たしてこれからどうなるのか。

　この学校に来てからの事を考えれば、絶対に一波乱有る。そんな確信があった。






















「もうらめぇ……そんな、入らんてぇ……」

「それでも無理矢理入れるしか無いんだよ」

「……なんて会話してんの、あんた達は」

　今日最後の授業だった数学が終わり、机に突つっ伏ぷす加か藤とう。

　公式やら何やらをまとめてその頭に叩たたき込んではいるけれども、何週間かそこらでどうにかなる物じゃない。涙とヨダレでエロいのかだらしないのか分からない顔でノートに頰ほおを押しつけてる加藤に堀ほり井いが呆あきれた顔をする。

「ほっぺたにシャーペンのあとついてるじゃない、ほらノートも擦こすれるでしょ、起きる」

「はいぃ……」

　引き起こされて頰をウェットティッシュで拭ぬぐわれる。その様子は堀井の方が小こ柄がらなのに、お姉ちゃんみたいだった。

「６限目に数学が来るといつもこうだね」

「４限よりマシだけど空腹と合わさって頭と目をぐるぐるさせてるからな……」

　俺と勉強してる時はそうならないようにいつも飴あめとかキャラメルを口につっこんで居たけど、流石さすがに授業中にそうはいかない。

「……加藤、昼にあれだけ食べておいてなんでもうお腹なか空すいてるのよ」

「べ、勉強するとお腹が空くからしかたなかよぉ……」

「まったく。ほら加藤。今日は迷めい宮きゆうに行くんでしょ、しっかりしなさい──」

　空腹と頭の使い過ぎでふらふらの加藤を堀井が立たせた時だった。

「やっほー怜れいクーン。お待たせ、待った？　それとも待って無い？」

　入り口からひょこひょこ入ってきた蝶ちよう野のが、躊躇ためらわずに俺の背中に飛びついて来た。

「うぉあっ!?　ち、蝶野!?」

　突とつ然ぜんの事にクラスの中がざわつき、俺達が一気に注目される。

「……むぅ、あれは女性のみに許された奥義……『あててんのよ！』」

「知っているのか!?」

「つか、加藤の前で命知らずな……」

　好き勝手に言われるけれど、こっちは奥義だかなんだかで背中に柔らかいやらなにやらを押しつけられて、どうすればいいのか。

　そして起き抜ぬけみたいな顔の加藤が顔を上げてこっちを見る。クラス内が勝手に修しゆ羅ら場ばの予感に身構えたのが分かった。

「ああ、丁度良かった。それじゃ、蝶野さんも一いつ緒しよに行きましょうか」

「おっけおっけ。んじゃしゅっぱーつ♪」

　そのまま笑顔で俺と加藤の手を摑つかむと引っ張って行く蝶野。それをクラスの皆みなは呆ぼう然ぜんと見送る。

「え、何。今の」

「新しい仲間、になるかもしれない子かな？」

　そんな丈じようの声が後ろから聞こえてきた。




　──とりあえず蝶野と一緒に迷宮に行ってみよう。

　何をするにもそれが一番早いだろう、という事で俺達は初の５人フルメンバーで迷宮に挑いどんでいた。

「──あれ、ドラゴン倒たおして作ったっていうスゴイ装備は誰だれが持ってんの？」

「諸事情で調整中だ」

　加藤が耳まで赤くしてるけど、先頭を歩いてる蝶野は気付かず「ふーん」とその程度で流す。そんな俺達が挑んでいるのは当然１階、というか１年生はまだ２階への階段を見つけて無い──というより。

「[image: 100]人以上が２週間歩き回って階段が見つからないってどういう事かしら」

　探索した範はん囲いはバラバラだけど、誰１人上に上ったという話は聞かない。

「隠かくしてあるんじゃないかと思う。イベントかアイテムか条件かフラグか分からないけど、普ふ通つうには上に行けないんじゃないか」

　いくつか似たような意味があったけどそれは置いておく。

「なるほどね。運と逃にげ足だけで上の階には行けなくなってるのかもって事か」

　俺達の隊列は先頭が蝶野で、その職業の名の通りに斥候を務める。そして次は直すぐに戦せん闘とうに入れる位置に加藤。そして前からの敵に対してガードに入れるように俺、後ろに丈、最後が堀井だった。俺が最さい後こう尾びじゃないのは、術師への攻こう撃げきを防ぐ為ためなのと、俺が最後尾に居た所で不意打ちなりされれば誰よりも早くやられるだろう、という現実的な判断からだった。

　その先頭を歩く蝶野は俺達の目から見てもうろちょろしていて、慎しん重ちように動いてるようには見えなかった。

　それだけ周りを見て警けい戒かいしてるんだろうとは思うけど、その動きが自由過ぎて子供みたいというか、女子なんだからスカートなのを意識してほしいと思う位だった。いや、丈も短いしわざとなんだろうか……。

　そんな蝶野の装備は誰よりも軽装だった。制服はほとんどそのままで、腰こしにアイテム鞄かばんと大おお振ぶりのナイフ、太ももに手帳ホルダーを装備したっきりで防具らしい防具も装備してない。

「蝶野は斥候としては、どういうタイプなんだ？」

「アタシは偵てい察さつと罠わなの専門ー。斥候の中には戦える人も居るけど、その辺はさっぱりだから期待しないでね？」

　堀井みたいに殴なぐれる癒いやし手てがいたり、俺みたいに攻撃が苦手な戦士がいるように職業の中でも得意分野や出来る事は分かれる。

「はっきり言うと、罠の解除とか得意そうには見えないわよね」

「そこはイメージの問題ですなー。デコったりするのとかかなり得意なんですケド」

　堀井に対して取り出してみせる手帳はまるでデコ携けい帯たいのようにキラキラとクリスタルガラスで飾かざり付けされていた。

「ふぅん。ネイルとかはやってないの？」

「斥候やってるとやっぱ爪つめは伸のばせないからねー。割れないようにケアとかはしてるけど」

　ううむ、と若じやつ干かん不満そうにする蝶野。本人は怒るかもしれないけど意外と真ま面じ目め、というか迷宮に挑む為の優先順位がしっかりしてた。

「つーか、ホリィはその辺しっかりしてるからいーけど、カトーはもうちょっとオシャレしても良くない？　そうじゃなくてもケアとかしてる？」

「え、ええ？　ケア……ですか？」

「お。そうよ、もっと言ってやって。この子わたしが言っても真面目に聞かないんだもの」

　加藤に女の心得を説く仲間が増えた事で堀井が嬉うれしそうにはやし立てる。

「だ、だって今までそんなんした事ないし……せんでもよかったし？」

「あのさメークはオンナノコの権利で義務だって。カトーカワイイのにもったい無い。ねえ怜クン？」

「やるなら手加減してやれよ？　あと無む理り強じいはしないようにな」

「止やめろ、とは言わないんだな」

　丈がにやにやしながら俺を見る。

「オンナノコの権利とやらにとやかく言う気はしないな」

　それと堀井から加藤にはこれまでの稽けい古この時についた傷が残ってて、それを気にしてる時があるとかなんとか聞いていた。俺はデリカシーが無いからその辺を気づかってやれ、という忠告付きで。

　実際、恥はずかしい怪け我がじゃないんだし俺は全然気にしないけど、加藤が気にしてるのならそれはそれ。確かに顔にも光の加減で見える傷があって、時折無意識にその辺りを触さわってるのを勉強中に見た事がある。化け粧しようはそういう部分の助けにもなるんじゃないか。

「加藤がやってもいいって思うように仕向けられたら堀井と蝶野の勝ちだな」

「お、怜クン良い事言うじゃん。んじゃカトー、今度ちょーかわいくしたげるね♪」

「し、しなくていいですから！」

　そこから堀井と蝶野が仲良さそうに化粧品の話を始める。肌はだ水すいとか、メイクの落とし方だとかなんとか。俺達男子と同じように輪に入れない加藤だったけど、無理矢理捕つかまって教育が始まって居た。

「女３人寄ればかしましい、とはいうけど」

「仲が良いのは良い事だろ」

　丈だって文句を言いたい訳ではないのは俺も分かって居た。そして蝶野もただおしゃべりに興じるのではなくちゃんと斥候らしく周囲の警戒も続けて居た。

「あ、ちょっと待ってて──出来れば静かに」

　段差になった曲がり角にさしかかった所で、蝶野がおしゃべりを止めて１人足音を立てずに先に行く。

　迷宮は真っ平らではなく、いきなり道が50㎝くらい落ちていたり崩くずれた瓦が礫れきみたいになってる所もある。今回も高くなってる段差があって、蝶野は脇わきの壁かべに足をかけ蜘蛛くもみたいにはりつきながら先の様子をうかがっていた。

　ただ、上ったりする動きにはあいかわらずスカートに対する配はい慮りよみたいなものはない。

「……下がインナーだって分かってても、何か見ちゃいけない気がしてくる」

　しかもインナーの色をわざわざ黒にしてるのか、もう遠目には下着にしか見えない。そんな事をつぶやいた時に、蝶野が合図を送ってくる。

　事前に決めていた「敵が居る」のサイン。そこから「ココで待て」「戦闘準備」と続く。

　こっちが了りよう解かいのサインを送ると角の向こうにしゅっと消えてしまった。

　何十秒待っただろうか──。

「──来ましたっ」

　加藤の合図と共に、奥からモンスター達が飛び出してきた。数は犬頭が４、ここまで散々走らされたのか、既すでに息が荒あらくなっていた。

　そして即そく座ざに飛び込んだ加藤に対応出来ず、１匹ぴきが深々と袈け裟さ斬ぎりで斬り倒される。

　その後ろに俺が立ち、術師２人への攻撃を防ぐ。

「堀井は殴りに行かないのか？」

「冗じよう談だん！　お断りよ！」

　からかうような丈にきっぱりことわる堀井。前では両手剣けんを振ふるい、加藤が敵を蹴け散ちらしていく。

「丈、一番後ろの犬頭に一発入れて動かすな！」

「了解──頼たのむよ、風かぜ妖よう精せい」

　即座に風で出来た弾だん丸がんが飛び、加藤の届かない所に居る犬頭の突とつ進しんを止める。流石に加藤といえども３匹を相手にすれば手に余るし、残ったヤツがこっちに来たら俺が止めるしかない。その前に確実に止めて、その後は加藤が１匹ずつ落として──戦闘は終わった。

「ふぅ──」

　加藤が返り血を拭ぬぐい、剣を鞘さやに収める。俺も盾たてを下ろした時だった。

「うっわ、すご。ホントにカトー１人であっさり片付くんだ」

「うわぁっ!?」

　天てん井じように通ったパイプだかポールだかに足をひっかけて上下さかさまの蝶野が俺の目の前に現れる。額がぶつかりそうな距きよ離りに思わず声をあげると、蝶野はスカートを押さえていた手を離はなして俺の首にしがみついてくる。そのまま「よっと」なんて軽い声を出すと俺を支えに地面に降り立った。

「な、何してるんですかっ!?」

「何って危なくなったら上から敵の邪じや魔ましようと思ってたんだって。必要なかったケド」

　通路の上には天井までの間に結構な空間がある。そこに通る支柱やパイプは足場に出来るらしく、蝶野や他ほかの身の軽い斥候達が使ったり、あるいはモンスターの移動経路になるそうだ。

「じゃ、じゃなくて！　何で、赤あか坂さかくんに抱だきついてるん!?」

　降りてきた後、俺は蝶野に抱かかえられるように首に手を回されたままだった。

「丁度良いところに居たから？」

「降りる時に手を借りるまではともかく、その後くっついてる必要は無いでしょう！」

　ドロップ品の剝はぎ取りも忘れて、加藤が嚙かみつく。しかし蝶野は悪い笑いを浮うかべると、無言で俺を抱きしめて来た。

「ああああ、だからあ！」

「んんー、怜くん良い匂においー♪」

「いや、あのな蝶野……」

　そろそろ慣れても良さそうなのに煩ぼん悩のうに負けて動くに動けなかったけれど、流石さすがにこのままという訳にはいかない。俺はやんわりと蝶野を引きはがそうとするが、慌あわてる加藤が楽しいのか中々離れてくれない。

「新につ田た、そっちの爪の方が多分高く売れるわ」

「そうなのか。そういえば購こう買ばいでこいつのしっぽ集めてくるクエスト受けてなかったっけ」

　そういった、特定ドロップ品を集める日ひ替がわりのクエストなんてのもある。

「──ああ、蝶野。いつまでも怜れい也やと加藤さんで遊んでないで。キミの役目だよ」

　俺達の代わりにドロップ品を探さぐっていた丈が呼んで来る。モンスターの残ざん骸がいが消える中、ランドセルほどの木箱がそこに残って居た。

「お、宝箱落ちてんじゃーん。おっけ、アタシに任せてー」

　するりと俺から離れ、宝箱の方に近づく。

　──戦闘が終わって一定時間、ドロップ品を剝ぎ取ったり回復をしたりする間は、基本的にモンスターが寄って来ない、現れないという猶ゆう予よがある。基本、というのは例外や既に迫せまっていた場合はその限りではないからだ。

　ただ、宝箱に関してはその猶予の限りじゃない。のんきに解除してる間に、別のモンスターが襲おそってくる可能性もある。さらに問題なのはその宝箱の罠を解除するのと、モンスターの接近を探るのが同じ斥候という事だ。

　モンスターは何も通路から来る訳じゃない。迷めい宮きゆうの中に張り巡めぐらされた天井裏や生徒の使えない通路からも平気で現れる。

「ま、ここでキチンと成功させとかなきゃねー」

　ここで口に出す事じゃ無いけれど、蝶野の罠解除能力は疑われていた。俺と同じように罠にかかった先で会ったっていうのが一番の理由だ。

「蝶野、焦あせらなくていいからな──」

　とはいえ、急せかす必要も無い。敵の接近に関しては加藤の野性の勘かんがあるし、いざとなれば宝箱を捨てればいいだけだ。

「怜クンは優やさしいなー、もっと早くとか、その位しか出来ないんだから失敗すんなよ、とか言わないんだ」

「そういう事を言うヤツはさぞ自分の役目を十分に果たせてるんだろうな、って話しながらやって平気なのか？」

「平気も何も、もう終わってっけど？　はい、中身」

　え、と言うまでも無くかぱりと箱は開いて幾いくばくかのＧ円と、売ばい却きやくアイテムを取り出す。そして蝶野の手帳には『解除成功』の文字が躍おどっていた。

「ふふん。本業斥候だし、こんくらいしないとねー？」

　周りを警けい戒かいしてた皆みなが肩かたの力を抜ぬいたのが分かる。そしてその中身をアイテム鞄かばんに移して箱を脇においやる。

「やっぱり本業だと罠のレベルが下がるものなのかな？」

　改めて歩き出しながら、丈が蝶野に問いかける。

「解除に必要なパズルは簡単になるってゆーね。ほら、アタシ達のステータスってあんじゃん？　あれって他ほかの職業の事やろうとするとボーナスが減る仕組みなんだよね」

　──それは、初耳だった。何となくの感覚や制限は理解してたけど、具体的に何が影えい響きようしているのかは少なくとも１年の教科書では読んだ事が無い。

「罠の解除だと『器用』かな？　高ければ高い程ほどボーナスが乗るんだけど、斥候以外が同じ事しようとしたら多分半分かそれ以下しかボーナスが無いって」

「つまり、向いて無い事をする分には職業はあんまり関係無いって事かな？」

「あはは、そーかも。元々ボーナスが無いならカンケー無いもんね」

　丈は納なつ得とくいった様子で頷うなずいている。思い当たる所があったんだろう。

「ちなみにアタシ器用はＡあるからねー。１階程度の罠わなならそうそう失敗しないから」

「……そう言って油断してたから、赤坂くんに助けられる事になったんじゃ？」

「……そういう事もあるっつーか、その件に関してはほんと、ビックリした」

　あれはいわゆる「落とし穴」の罠なんだろう。柵さくが出て、安全に分断してから床ゆかを斜ななめにして転がり落としてるからそうは見えないけど安全対策でそうしてるだけだ。

　ただ、それにしても──。

「１階の罠の程度は俺も知ってるけど、時々妙みように難しいやつが混ざるんだよなあ」

「怜クンは分かってくれるんだ……なんだろーね、あのたまにある理り不ふ尽じんなヤツ」

「へえ、そんなのがあるのか。それじゃ気はぬけないな」

「──ああ、敵の怪かい物ぶつにもたまに妙に動きが良いのが居ますよ。同じ事なんですかね？」

「加藤、あんたそんな事今まで言って無かったじゃない」

「それでも全部、問題無く斬れる範はん囲いだったんで」

　しれっと言う加藤。そう、罠や敵の中には時折『エース』とでも言うべき、レベルの高い個体がある。しかも見た目で分かるような差は無いから、戦って気付くしかない。

「あ、また敵が居るわ。どうしよっか、さっきみたいに釣つって来る？　やり過ごす？」

　戦う場所を自分で選んで待ち構えられる、というのは思った以上に楽だった。加藤はちらりと俺を見て判断を仰あおいでくる。

「そうだな、倒たおしてＧ円も稼かせぎたい。魔ま法ほうの数も余よ裕ゆうがあるし、もうちょっと戦おう」

「了解、んじゃ行ってくるねー♪」

　俺に投げキッスをすると、蝶野はまた軽かろやかに迷宮の奥に消えて行く。

　そして女子２人の視線が痛い。

「……ほんっと。あの時わたし達と合流するまで何してたんだか」

「多分堀井が想像してるような事は何もしてない」

　その言い分を３人が全く信じて無い、あるいは疑ってるのは痛い程分かっていた──。
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　かくして本日の探たん索さく終しゆう了りよう。

「……がっぽがっぽじゃないの」

「ですな」

　終わってシャワーを浴びて精算している時に堀井が零こぼした言葉に俺は頷く。

　場所はいつもの食堂の一角。

　普ふ段だん加藤が無防備だなんだと言うけど、堀井も結構男に対して近づくのに抵てい抗こうがないからか、精算結果を覗のぞいてくる顔が近くてシャンプーの匂いとかしてきて落ち着かない。

「今までドラゴンのせいで探たん索さくが進んで無かったとか。そういう事情もあったとはいえ、今日は随ずい分ぶんと歩き回ったからね」

　チープな味と適度な少なさが良い。との事で自じ販はん機きのパックのフルーツオレがどうやら丈のお気に入りで、今日も探索が終わって１本飲んでいた。

　そして夕飯の前だというのに、加藤も加藤であんパンをもぐもぐしていた。

　何より今までよりも戦える回数が多かった。というのも当然、蝶野が居たおかげだ。戦せん闘とうをこっちのタイミングで、準備した場所で始められるっていうのは予想以上に快適だった。

　襲われてからの抗こう戦せんとは加藤の動きやすさも違ちがうし、そうなると回復の必要も減るし俺が後ろの２人を庇かばうのも楽だった。そうなると今までより長期の探索も出来るし、宝箱が出ればそれも蝶野が罠を外してくれた。

「これで稼ぎが単純に２割ましになってないと１人ずつの取り分は減るけど、その辺は？」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと５人で割っても取り分は増えてるし、多く戦えるって事は経験点数とかドロップ素材も狙ねらえる」

　詰つまるところ、蝶野が増えて損をした事は数字上では全くないって事だ。

　となると後は別の話になってくる。

「あー！　ホリィに怜クンの横取られてる!?」

　シャワーと身だしなみに時間がかかっていた蝶野がやってくるなりそんな声を上げる。

「何言ってるのよ。あ、取り分もう分けてあるから、手帳出してね」

「お、あざーっす。──じゃなくて、え、うっわ、何コレ。一日でこんな稼げんの!?」

「今までで一番稼げたからな」

　蝶野も表情が二転三転してこうして見てる分には楽しそうで、こっちもつい笑え顔がおになる。

「となると、装備の更こう新しんも色々計画が変わるんじゃないか？」

「そうだなー。少し高めの装備とかも買えるかもしれないな」

　この辺りはパーティでも揉もめる所がありそうだ。というのも、迷宮探索では「経験値」ならぬ「経験点数」も入る。これは迷宮科の平常点として数えられて成績に直結する。

　パーティの為ために誰だれか１人を強化するのが最適解でも、そこで不満が生まれる事は当然ありうる。この辺は俺１人で考えて良い問題じゃない。

　──というのに、その「強化されるだろう候補」の加藤は、何も分かって無い顔であんパンを食べている。

「蝶野、斥候って何か特別必要な装備とか無いのか？」

　術師だと魔ま力りよくを底上げする装備とか、汎はん用よう的にあるといいアクセサリはある。

「んんー。戦闘型だったら、斥候でも装備出来る質の良い装備とか欲しいだろーけど、アタシは戦ったりする気はないからそんなに？　良い『七つ道具』が欲しいカナーくらい」

　七つ道具というのは罠の解除の手助けになるアクセサリ装備だ。ランクの高い物になればなるほど、罠の解除が楽になる。

　けれど蝶野には悪いけれど１階に居る間は必要無さそうだし、本人も分かってるからその程度の主張なんだろう。

「ま、装備更新計画は考えとく──ところで加藤、飯の後分かってるよな？」

「……わ、分かってますよぉ」

　伏ふし目がちにささやく加藤。その横で蝶野が何かに気付いた猫ねこみたいな顔をする。

「お前が言い出した事だし、やる気が無いなら止やめてもいいんだぞ？」

　こっちは無む理り強じいしてる訳じゃない。

「ち、ちゃんとやるから！　だから、もうちょっとお願いぃ……」

「──なんて言ってるけど、加藤さんと２人きりになれる時間は貴重なんじゃないか？」

「丈と２人で居るより潤うるおいがあるのは認めるけどな」

　そのやり取りを、蝶野が勘かん違ちがいしてるのかワクワクした様子で見てた。

「え、ちょっとまって。何、なんか２人でエロい事すんの!?」

「……するくらいどっちかに甲か斐い性しようがあれば良かったんだけどねえ」

　パックの牛乳を飲んでいる堀井が皮肉げに笑う。どうして牛乳なのか聞いてはいけない。

「どゆこと？　いや、というか絶対なんかしてんでしょ」

「じゃあ蝶野も来るか？　俺は１人増えても良いぞ」

「え、３人でとか……怜クン、意外と……」

　そこで何を赤くなってるのか。どう勘違いしてるのか何となく分かったけど、俺は何も言わなかった。




　そして夜。

　パーティションで区切られた〝個別自習室〟に俺達３人は集まっていた。

「って、勉強じゃん!?」

「そうだよ」

　卓たく上じようには中学からの数学の参考書と、自習用のノート、筆記用具。そしてファミリーパックの一口チョコが用意されていた。

「あ、赤坂くん、これでご褒ほう美びを貰もらえますか……？」

「ちゃんと上手に出来てたらな」

　先にやっとけと言っておいたドリルの採点をしている間、加藤の目はチョコに向いて居た。それが数学からの現実逃とう避ひなのか、単にこのチョコが好物なのか。

「──つか、何ソレ。アタシでもそんななんないのにスゲー載のってるんだけど」

　俺が採点中、あえて目を逸そらして居た一部分、机に載る加藤の胸を見て蝶野が悔くやしそうな顔をする。風ふ呂ろの時間の後なので私服になっている加藤は、なんというか部屋着みたいに緩ゆるい格好で、机に載った胸もつぶれるわ、谷間が見えそうだわで落ち着かない。

　いっそ蝶野が居てくれれば変な事も考えないか──そう思ったのだけど、蝶野は蝶野で何かホットパンツと、やっぱり小さめのシャツだし、こっちはこっちで良い匂においがするしでむしろどっちを見ても落ち着かない。

「載ってるって何がですか？」

「気付いて無いならいいけどさー。ホントにカレシとカノジョじゃないんだよね？」

「……勉強の面めん倒どうまでみて貰っておいて、そんな図ずう々ずうしい事言えんよぉ……」

　彼氏と彼女はどう図々しいのかはさておき──。

「ご褒美は無し」

「が、がが、頑がん張ばったんですよ!?」

「こないだ教えたトコ忘れてんだよ！　はい復習、それ終わったら休きゆう憩けいでチョコやるから」

　うう、と涙なみだ目めで教科書片手に問題をやりなおす加藤。色々と男として刺し激げきされるけど、本分を忘れる訳にはいかない。ゲームやら迷めい宮きゆう攻こう略りやくの計画立てる時間を割さいてるんだから、成果が無ければ意味がないのだ……！　俺だって格ゲーのコンボの練習がしたいのだ。

「蝶野は、数学出来る方か？　──おい、目をそらすな、こっちみろ」

　横に座ってホットパンツで足を組んでいた蝶野が、肘ひじをついたまま目を逸らす。

「丁度良い、中間近いんだから一いつ緒しよにやるぞ」

「……怜クンに面倒見て貰えるのは嬉うれしいような、勉強とかしたくないような」

　ぶちぶちいいながら俺からルーズリーフとシャーペンを受けとる蝶野。

「最初に数学の小テストやったろ、何点だった？」

　あれの答案があると分からないトコがすぐ分かるんだけど。そういう意味ではあの先生のテストは本当に良く出来ていた。

「……さ、30点ちょっと、くらい？」

「──蝶野も今日から勉強な。追試で２人も抜ぬけられたら迷宮攻略とか言ってられないし」

「やだー！　勉強きらいー！」

「ふふふ、気があいますね？」

「どの道やらなきゃならないんだから好きな方が良かったのにな」

　２人は俺に向けて口を尖とがらせるけれど、その程度どうしたことか。俺のゲームの時間分はワリにあった成果を出して貰わないとならんのだよ……!!

　と言う訳で、肌はだ色いろが気になろうがなんだろうが手を抜く事は無いのだった。




　──その帰り道。

　女子寮りように戻もどる椎しい奈なは頭を使いすぎてふらふらだし、色いろ仕じ掛かけがいつも以上に通じない怜也にきちんと勉強させられたアイもぐったりしていた。

「……面倒見てくれるのは嬉しいけどサー。何でアタシの事も見てくれんだろ」

「赤坂くんにとって仲間だからじゃないですかね……」

「……まだ、パーティに入るか決まってないのに？」

「まだ仲間じゃない、じゃなくて。きっともう仲間なんですよ」

　怜也の事を見ていたし、理解しようと思っている椎奈だからそう言えた。期間限定になるかも、なんて意識は怜也には無い。居る以上は、そう扱あつかう。もしかしたらで手を抜くような性格じゃない。

　きっと自分が居なくてもアイが困れば同じように面倒をみていただろうとも思う。

「……ん、それは、なんか……んん？」

「どしたのカトー？」

　その胸の疼うずきの理由に椎奈は気付かないのだった。







「つーか何。怜クンとお昼ご飯たべたかったんですケドー」

　そしてある日の昼休み。蝶野アイは学園長室で口を尖らせて居た。

「いや、昼休みに一いつ旦たんわたし達のトコにきて報告するように最初から言ってあったし、蝶野ちゃんも納なつ得とくしてたでしょ？」

　家鴨あひるは呆あきれた様子で言い、デスクの学園長も渋しぶい顔をしていた。

「……アイ。自分の役割を忘れてはいないよね？」

「分かってますってば、学園長ー。つーかむしろ怜クンから目を逸らしちゃいけないんじゃないの？」

「そうだ、だからその間は担任の家鴨先生に頼たのんで──」

　その家鴨はここで学園長が用意した、自分とアイの為の昼飯を容よう赦しやなく一緒にぱくついていた。

「……あの、家鴨先生？」

「いや、生徒達のお昼に混ざるのは流石さすがに厳しかったんでー」

「確かにそうかもしれませんが──」

「だから、全部ステラに押しつけてきたから大丈夫です」

「草くさ苅かり先生……」

「厄やつ介かいな先せん輩ぱいを持った体育会系の不幸って感じだよねー」

　その厄介な仕事を押しつけられたＡ組副担任、草苅ステラを学園長は思いやるが今出来る事は無い。それにむしろ家鴨よりステラに任せている方が信用出来てしまう。

　そしてそれはそれとして食堂で何故なぜか副担任がちらちら様子を見てくる様子に怜也達も困こん惑わくしているのだった。

「で？　どうなんですか。最近ずっと一緒に居たんでしょう」

「あーうん、想像以上に可愛かわいい♪」

「──誰がそんな事を言えと言ったか、この小こ娘むすめが」

　ノロケモードのアイに対し、喧けん嘩か前の不良のような目をする家鴨。そして家鴨高校１年から今までの半生を見て来た身としてそろそろお見合いとかセッティングした方がいいのだろうかと思う学園長。

　しかしこの場はやさぐれているとはいえ家鴨の意見の方が正しい。

「やだもーセンセー、４月にまた男に振ふられたからってあたんないでくれますー？」

「やっかましいー！　あの程度でぎゃーぎゃー言うような男こっちから願い下げじゃあ！」

「まー別に家鴨ちゃんがモテようが振られようがどうでもいいんですケド」

「……というか、蝶野ちゃん。予想以上に赤坂君の事気に入ってるみたいだけど、ああいうのが好みだったの？」

「んっふっふ。そうねー、反応がいちいち可愛いし、かといって女相手に擦すれてたり卑ひ屈くつになってる訳でもないし、そのバランスがなー。ほんと、エロい事したらどんな顔すんのか見てみたいなー♪」

「いかにも遊び慣れた女みたいだし、軽いのは元からだけど──蝶野ちゃん今までマトモに男と付き合った事あったっけ？」

「……それはー無いけどー」（目逸らし）

「はっ」（嘲ちよう笑しよう）

「ナニソレ!?　つーか、何勝ち誇ほこってんの!?」

「いやいや、男に手を出させる迫せまり方とか経験無いのに知ってんのかなーって」

「いや、家鴨ちゃんが酔よった時にすっげー教えてくれたじゃん」

「……え？」

「いや、え？　でなくて。中学生に何言ってんだこの人ってくらい、ステラさん相手に実演混じりでやってたじゃん」

「──家鴨先生、後で２人でお話があります」

　学園長の言葉にＹＥＳと言えないけどＮＯとも言えず目を泳がせる家鴨。それを見てアイも呆れてため息を吐つく。

「ともかく、アイ。はっきり聞いておこうか、体育祭の〝仕込み〟に対して彼はどう動くと思う？」

「あ、ほっといたら多分また速そつ攻こうで最適解出しちゃうと思うよ。怜クンって勘かんとか偶ぐう然ぜんじゃなくて、知識量と洞どう察さつ力で勝負してるタイプだからねー」

　アイはなんでもない事のように言うが、学園長は表情を引き締しめる。

「カトーが大暴れしてんのだって怜クンのお陰かげだし。あの４人、伊達だてにドラゴン倒たおしてないわ。仕込みは４つ……５つだっけ？　まあ、１つは確実に怜クンに潰つぶされるね」

　アイにデレデレする怜也に椎奈は確かに機き嫌げんが悪い。けれどそれは外での話でいざ迷宮の中に入れば怜也を信しん頼らいし、その結果彼の手足となって存分に暴れ回っていた。

　そしてあえて目立つ活かつ躍やくを椎奈に譲ゆずり隠かくれるようにして戦果を上げていたのが丈だ。椎奈以上に怜也の意図を汲くみ、その足りない所を抜ばつ群ぐんに埋うめていく。

　瑞みず樹きに関しては、最近は完全に手を抜いてる──メイスでのバッティングを封ふう印いんしているので大した事は無い。癒し手としても目立った活躍は無い。

「……出来れば、ギミックは１クラス１つ片付けて欲しい所なんですが。それを１パーティでやられると、いさかさ目もく論ろ見みが崩くずれますね」

「だけど学園長、蝶野ちゃんの言ってる事はわたしも同意しますよー？　まあ、あの４人だけならギミック１つ潰す程度で済むかもしんないけど──」

　家鴨はかつて、今よりも厳しく高層到とう達たつ者も少なかった頃ころの初期迷宮学園の生徒だった。だがしかし、10年間の中で最も奥までたどり着いたパーティの１人であり、彼女が言うのならば信しん憑ぴよう性せいは増す。

「──もしも赤坂が、新田でも何でも使って１年生全体を動かし出したら、もっとスゴイ事になりそうだし。んー、それはそれで見てみたいかなー。今年の１年も面おも白しろそうだし」

「ふむ──」

　プランナーにしてデザイナー。この学園の迷宮を作り上げ、迷宮探たん索さくのマスターを務める立場としては、怜也の存在は面白かった。指揮官タイプの生徒は今までにも居たけれど、剣けんとしての加藤椎奈、そして自分の代わりに人の上に立つ事が出来る新田という組み合わせが大きな力になっている。

　ドラゴン退治という試金石を乗り越こえたからこそ、彼らの絆きずなや、数値ではない強さを生んだと思えば面白いが──しかし、１年生全体に〝もう少し試練を与あたえたい〟のも事実だ。

「アイ、ちょっと赤坂抜きの状じよう況きようが見てみたい。いざとなったら頼むだろうね」

「やれっていうならやるけど、その場合怜クンの成績どーなんの？」

　ここでの評価は高くても、怜也自身の成績は数値的には大した事は無い。その得点の大半を椎奈、そしてあとの２人に持って行かれているからだ。

　その上、体育祭の競技で除外なんて事になれば、落第もありうる。

「ああ、今回に関してはこっちも便べん宜ぎを図はかる。他ほかの所にはなるけれど埋め合わせはするよ」

「ならいいよ。これでアタシのせいで怜クンが落第とかになったら恨うらむトコだった」

　怜也寄りの様子のアイだけど、学園長も家鴨も、アイが手を抜いたり仕事をしないとは思っていなかった。

「ところで空いてて出来ればベッドがあって他の人が入って来ない教室とかあったっけ」

「蝶野ちゃん、先生一応先生だから言っておくけど。不健全なのはダメだからね？」

　家鴨の釘くぎ刺さしに、アイは曖あい昧まいな笑えみを返すだけだった──。




　そして月日は流れ、彼らはついに体育祭の日を迎むかえる事になる。






















　そして迎えた体育祭当日──。

「体育祭っつってもグラウンドでやる競技ほっとんど無いのな」

　戦士科の授業ですっかり着慣れた体操服で俺達は皆みな、クラス用に決められたスペースに集まっていた。

　俺達Ａ組に割り振られたのは、グラウンドの外周。コンクリ打ちっ放しになってる階段状のスペースで、スポーツの試合をする時には観覧席にもなる場所だ。

「──ところで蝶ちよう野のさん。ここＡ組の場所なんですけど」

　クラスのスペースといっても、設置された旗の周りに大ざっぱに集まっているだけできちんとした区切りや椅い子すが置いてある訳ではない。

「他のクラスの所にいちゃダメーなんて決まり無かった筈はずだけどー？　ねー怜れいクン」

　そのＡ組のスペースにＢ組の蝶野が普ふ通つうに混ざっていた。そして俺の隣となりに座ると肩かたを寄せてくる。

「じ、自分のクラスは良いんですか!?」

「だって今は怜クン達のパーティメンバーなんだし。あれあれ、もしかしてカトー、アタシだけ仲間外れにしたいの？」

「そ、そういう訳じゃっ！」

　蝶野はニヤニヤと笑ったまま加か藤とうを挑ちよう発はつする。加藤もそれが本気じゃないのは分かっているけれど、笑い飛ばせない位には真ま面じ目めだから困っていた。

「蝶野さん。一応、クラスでの対たい抗こう戦なんだからその辺忘れないようにしなさいよ」

　呆あきれた様子で堀ほり井いがたしなめると、蝶野は調子良く「はーい」と答える。

　体育祭は縦割りのクラス対抗戦。つまり１、２、３年問わずＡ組の稼かせいだ合計得点が俺達全員の得点になる。そう言った意味でＢ組の蝶野は対戦相手になる。

「競技の外で仲良くしちゃいけない、なんて決まりは無いけどな」

「さっすが怜クン。話が分かるー♪」

「だから、なんでそこでわざわざ抱だきつくんっ!?」

　それはね加藤、お前が慌あわてるのを見て楽しむ為ためなんだよ──と言っても仕方ない。

「しかし……改めて、体操服だと格差社会を実感するわ……」

　腕うでを組み、皮肉げな笑みをうかべる堀井。その視線は怒おこって跳はねる度たびに揺ゆれる加藤の胸むな元もとと俺の腕に押しつけられて歪ゆがむ蝶野の胸元に向けられていた。

「堀井……」

「デレデレすんな、エロ眼鏡」

　以前、堀井だって無い訳じゃないだろ、と言った時に見せた悟さとったような遠い目を思い出してしまう。

「しかし、次世代の体育祭って感じはあるね」

　俺達が居るグラウンドからは迷めい宮きゆうへの入り口が開かれて居る。そして、各所にあるモニタと、各自の持つ手帳ではカメラ越ごしに競技の様子を見る事が出来るのだ。

「ねえねえ、怜クンはどの競技に出るの？」

　手帳は競技の様子だけではなく、プログラムも開けるし競技ごとのルールや、終わった競技に関しては得点者まで細かく見る事が出来る。

「何でわざわざ俺の手帳を覗のぞきこんで来るんだ……!?」

「えーいいじゃんー。何か見られたら恥はずかしい写真とかあんの？　隠し撮どりとか」

「してねえよ！　撮りたければちゃんと頼たのむっつーの！」

　スマホに比べて大型とはいえ、手帳の画面を覗きこもうとすれば体を寄せる事になる。

「そうやって、人前で赤あか坂さかくんを困らせるのやめぇよ？」

「あ、ちょっとカトー!?」

　加藤に蝶野を引きはがして貰もらって、一いつ瞬しゆん残念に思うもののほっとする。何で蝶野がそこまで俺に興味を持ってるのかが、未いまだに良く分からない。

　そのまま引きずられて何処どこかに行く蝶野。去って行く２人を見てほっと胸をなでおろしていると、誰だれかに肩を叩たたかれた。

「──さて赤坂、あれはどういう事だ？」

　それはクラスメイトで同じ戦士科の団だん平ぺいだった。みんな名前で呼ぶせいで名字が思い出せない。ちなみに祖父じいさんに遺ゆい言ごんで「刃は物ものを持った子と付き合うな」と言われたアイツでもあり、その祖父さんは当たり前だけど存命だそうだ。

「何がだよ、団平」

「何がじゃねえよ！　何あの子、Ｂ組の子なんだるるぉおお!?」

　両りよう肩かたに手を置いて巻き舌で絡からんでくる。正直に言ってウザい。

「何で、なんでお前ばっかり可愛かわいい子とつるんじゃってんの!?　しかも外のクラスからひっかけてきてあんなベタベタして！　そんな事したらどうなるか分かってんのかよぉ!!」

　気付けばクラスメイトが男女問わずうなずいていた。

「え、待って。女子まで一いつ緒しよにうなずいてるってどういう事だよ？　男子に妬ねたましいとか言われて裏につれて行かれるなら分かるんだけど」

　俺以外のヤツが加藤や堀井とパーティ組んで、しかも余所よそのクラスから蝶野つれて来てイチャイチャしてたら、と想像すれば気持ちは分かる。けど、それはどうも違ちがうらしい。

「確かにめっちゃ妬ましい！　けど、そうじゃない。そうじゃないんだ赤坂、仮にお前がＢ組のあのちょっとギャルっぽい方に転んだ場合、どうなるか。分かってんのか？」

「ん、んん？　俺と蝶野が付き合うと……どうなるんだ？」

「──誰が、加藤サンの面めん倒どう見るんだよ」

　その言葉に、クラスが一丸となって深く深くうなずいた。

「ちょっと待てぇ！　それこそどういう意味だ！」

「お前が他ほかの子と付き合ったらそれこそあの人ひと斬きり女子がフリーになんだろうが！」

「あ、僕は怜れい也やほど上手うまく加藤さんと付き合えないと思うよ」

「みんなが言う程ほど危ない子じゃないけど、赤坂みたいに上手いこと出来ないわよ」

　丈じようと堀井から同じパーティメンバーとして実に頼たより無いコメントをいただく。

「あのなあ。確かに加藤はそんなんじゃ無いぞ。知っての通り、どっか抜ぬけてるし変なトコで義ぎ理り堅がたいし、人が好よすぎて騙だまされそうなヤツだってのは見てれば分かるだろ」

　流石さすがに４月から一ヶ月、同じクラスで生活してれば加藤が抜けたヤツだっていうのはみんなも分かってるだろう。

「確かにみんなが思ってる通り、その抜けた所に剣とか刀とか入ってるような訳分かんない理り屈くつで動いてる所あるし、何か最終的に斬るか斬られれば解決はしなくても終わるって思ってる節もあるけど──あれ」

「それじゃダメじゃない」

　俺のフォローにならないフォローに堀井が呆れてため息を吐つく。

「あれじゃねえよ！　何かあった時、お前っつーイケニエがいなきゃまず誰が斬られるかわかんねーだろ！」

「あ、お前さっきは加藤の面倒誰がとか言ってたのにそれが本音だな!?」

「うるせえー！　両手に巨きよ乳にゆう抱かかえてる幸せ野や郎ろうめ、三角関係がグダって斬られろ!!」

「……ちょっと、止やめてよね。今リアルに想像しちゃったじゃない」

「……うん、僕もリアルに想像できちゃったな」

「お前らまでかああ！」
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　──怜也がクラスの中でイケニエ兼けん嫉しつ妬との対象というあまり類をみない扱あつかいを受けてる頃ころ。椎しい奈なはアイを連れて少し離はなれた所に来ていた。

　そこからは団平達、クラスの男子に絡まれて怜也がキャッキャと騒さわいでる様子が見える程度の距きよ離りだ。

「このままアタシ校舎の裏とか連れて行かれてシメられるのかと思ったんだけど」

「シメ……？　なんか良く分からないけど、物ぶつ騒そうな事はしませんよ」

　たった今クラスで、いや学年で最も物騒なオンナとして扱われてる自覚が全く無い。

「……怜クンが甘やかしてっからだよねーコレ」

　椎奈が抜けたままで居られるのは、怜也達が居るからだという事をアイは分かって居る。あれから一緒に行動してきて『ドラゴンを斬り殺した女』が周りからどう見られているのか、それは椎奈よりもアイの方が詳くわしいだろう。

「何か言いました？」

「なーんもー。んで、怜クンから引きはがして何の用？」

「……何度も、何度も何度も言ってますけど、赤坂くんをあまり困らせないで下さい」

　本当に何度も繰くり返した話だ。アイのスキンシップは抜けた椎奈の目から見ても過か剰じようで、怜也が嬉うれしいやら困っているやらという様子を見る度に注意してきていた。

「えー。だって怜クンがヤダって言って無いじゃん。何でカトーがそういう事言うの？」

「そ、それは……曲がりなりにも同じ仲間として！」

「カトーはアタシが怜くんとベタベタして何か困んの？」

　煽あおっている訳ではなく、素す直なおな疑問として口にするアイ。

「そ、それは……そのう」

「別にアタシ、怜クンを独どく占せんしたいとかそういう訳じゃないしカトーも好きにすればいいじゃん？　んでんで、今空いてるトコに座って文句言われるとかおかしくない？」

　──実際、アイが怜也に対してベタベタしてくるのは意外な事に時と場合を選んで居た。迷宮の中で空気を読まずにイチャつこうとする事も無いし、椎奈の勉強を見る時とかに邪じや魔まをするような事はまずなかった。

「そ・れ・と・も。アタシがイチャイチャしてるのが個人的に気に入らないトカ？」

　アイの挑発に椎奈は目を細める。それは照れではなく──喧けん嘩かを売られたからには買わなければ、という面子メンツの問題だった。

　剣けん術じゆつ家たるもの、舐なめられたままではいけないのだ。

「売られた勝負なら買いますけど？」

「お、マジで？　『そんなんじゃありません!!』とか顔真っ赤にして文句言ってるばっかじゃないんだ」

「オモチャにされるんは面おも白しろく無いし。それ以上下らない遊びをするなら──」

　椎奈の目がますます剣けん吞のんな色を帯び、アイは慌てて距離を取る。

「待った待った、わかったわかった。アタシは怜くんとベタベタしたい、カトーはそれがとりあえず気に入らない。それをここで口で言ってもしょーがないっしょ。お互たがい〝そうしたい〟んだから」

　椎奈の心情としては、そこでデレデレして良いじゃないかで済ませる怜也に対しての不満もあるのだけどその自覚は無い。

「ん。言ってもしょうがない言うんはその通りだし」

　ここで切った張ったするようなつもりはないが心は臨戦態勢に入っていた。アイも剣客ではないけれどその気配を感じ、背筋に冷や汗あせが流れる。

「おあつらえ向きに今日は体育祭なんだし──点数勝負。どう？　クラスじゃなくて、個人点の多い少ないで勝負」

「──ん、よかよ」

　その条件が有利か不利か、椎奈には分からない。こういう時に怜也が居れば良いのに、と頼ってしまっている事にふと気付く。

　もっとも、学校行事だしクラスでの対抗戦の他ほかに個人成績でも学年毎ごとに表ひよう彰しようされるというのなら、元々勝負としての態勢は整っている。そのくらいの判断は出来る。

「よっし、んじゃ勝った方は負けた方になんでも命令できるって事でどう？　流石にじょーしきと責任の範はん囲い内でってヤツだけど」

「……わたしも、蝶野さんがトンデモナイ事させるとは思っとらんけど。いいよ」

「おっけー。さーて、アタシが勝ったらどうしよっかなー。怜くんとデートかなー」

「ちょ、まっと!?　わたしと蝶野さんの勝負なんだから赤坂くんは関係なかよ!?」

「うん。だから、デートのお誘さそい♪　アタシがデートしようが怜くんをアレやコレやで籠ろう絡らくしようがカトーはその間文句無しって事で。んふ、んふふふふ」

　デートに行くかどうかを決めるのも怜也だし、そもそも椎奈はそこに口を挟はさむ義理も無い──無い、筈はずだ。パーティの仲間としてベタベタするような「みっともない」事を注意は出来ても、そのくらいだ。

「ちなみに。アタシ、怜クンがデートオッケしてくれたら〝全力〟だから──」

　全力。

　その詳しい内容は分からなくても、アイの様子からろくでもない事になるのは想像ができる。意味深な笑えみを浮うかべたまま、むしろ椎奈に想像を促うながすように無言だ。

「……わ、わたしが勝てば、そういう無茶はしないでって言えるんよね？」

「トーゼン。逆にカトーがスゴイ事しても文句言わないしー？」

「せ、せんよっ!?　なにそれっ！」

「んふふふふ、スゴイ事としか言って無いんだけど。何想像したんだか──エッチ」

「ししし、しとらん！　むしろいつもいつも赤坂くんに色いろ仕じ掛かけしてんのはそっちぃ！」

　結局顔を真っ赤にしてアイのペースに乗ってしまう椎奈。

「（こうしてると、フツーの抜けた子なんだけどナー）」

　──ドラゴンスレイヤー。椎奈も学園長からの観察対象の１人で、アイは冷ややかにその様子を見る。

「な、何ぃ？」

「んー。アタシが勝って、例えばカトーのおっぱいを怜くんに揉もませたげて、とか言ってもセーフかなーとか思って」

　言いながら加藤の胸を指で突つくと、予想以上に柔やわらかく埋うまってアイが真顔になる。

「な、なあ!?　何でそういう事を言うん!?」

　何でそこでダメと言わないのか。瑞みず樹きあたりに言わせれば「元より赤坂が本気で頼たのめば揉ませるくらいはするからよ」という自覚が無いのは恐おそらく当の椎奈と怜也くらいだった。
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　俺が団平を始め、クラスの男子となんやかんやともみ合いになっている頃に加藤と蝶野が戻もどって来た。

「よっし。怜クンの為ために頑がん張ばるから見ててね♪」

「いや、蝶野に頑張られるとＢ組の点数になるから困るんだけど、どういう事だ」

　何故なぜか妙みように機き嫌げんが良くてやる気になってる蝶野と──。

「ま、負けられん。何言われるか分からん……じょ、じょーしきってどこまでなん……」

　その横で妙に思い詰つめたような、臨戦態勢とも違う気の張り方をした加藤。

「……何があった」

「女の子同士のオハナシ♪」

　連れて行ったのは加藤の筈なのにどうしてこんな事になってるのかさっぱり分からない。
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「あ、そうだ。ここの競技って装備とか普ふ段だんのそのまま持っていけるのよね」

　──そう。それもこの学校の行事らしい所だった。

　競技の舞ぶ台たいは基本的に迷めい宮きゆうの中か、決けつ闘とう場が起動出来る場所──主に体育館だ。

　そしてそれに参加する各生徒は皆みな、迷宮の中と同じ状じよう況きようで挑いどむ事が出来る。だから、回復薬とか使った場合は、後からクラスでＧ円を集めて買い直す方向で行こうなんて打ち合わせもしておいた。

　そしてこの話題になって、びくっと背筋を伸のばすのは加藤だ。

「加藤、結局赤坂に〝新しい防具〟の調整してもらったの？」

「……し、しとらん」

　流石さすがに事情も知らない面子の前でビキニがどうとは堀井も言わなかった。そして「やっぱり」とため息を吐く。

「まあ、使い慣れない装備より慣れた装備の方が良いかもしんないし──」

「んん？　堀井、何考えてるんだ」

「いや。折角のイベントでしょ？　目立つチャンスだし加藤が使わないならどうせだしわたし用に調整しちゃっても良かったかなーとかちょっとだけ思って」

「この間は加藤の方に押しつけてたように見えたんだけど」

　俺、丈の言葉に堀井は遠い目をしてシニカルに笑う。

「──こないだ、やっと学校の審しん査さ通ってブログに動画アップしたのよ。言ったわよね」

　時々忘れそうになるけれど、堀井は卵ではなく既すでにデビューした新人アイドルなのだ。売り出し方は何と『迷宮探たん索さく系アイドル』。

　本人は癒いやし系、カワイイ、可か憐れん、頑張り屋、そういった方向で行きたいと言っていた。見た目に関して言えば、俺もそれに全く異論は無い。

　……無いのだけど。

「……堀井の動画って、アレか」

　流石の丈も察したのか、歯切れが悪い。

「ええ、アレよ。流石にスカートまくれてるトコとかはカットしてるけど──清純派だし」

「せいじゅんはとはいったい」

　つい口に出てしまった俺と、何かを堪こらえる加藤に堀井がゆらり、と殺気を放つ。

「ま、待て待て待て落ち着け、堀井も本当の事を言われて怒おこるのは良くない」

　丈の制止に渋しぶ々しぶ拳こぶしを収める堀井。いや、事の顚てん末まつは俺も大体理解していた、というか知っていた部分と繫つながった。

「──あれ。Ａ組のマジもんアイドルの動画って評判すげー良かったんじゃなかった？」

　事の事情を詳くわしく知らない蝶野が不思議そうに首をかしげる。しかし堀井の理想と現実を知るＡ組一同はいたたまれなさに顔を逸そらしてしまう。

「ええそうよ！　事務所も良い編集してくれてね、もう再生数がばんばん上がってマネージャーとか上の人に褒ほめて貰もらったって言ってたわ！」

「良かったじゃん」

「──よくないわっ！　わたしは、カワイイ真ま面じ目めな頑張り屋方面で売りたいの！」

「堀井」

「何よ赤坂──」

「大だい丈じよう夫ぶだ。今の堀井の評価と、カワイイ真面目な頑張り屋は──両立出来る」

「うっ……」

　ついに現実から目を逸らしきれず、堀井が口元に手を当て涙なみだを堪える。

　事務所でも上の人に褒められこそすれ怒られなかったという事は、もしかしたら最初からその路線の予定だった可能性すらある。

　蝶野が不思議そうに手帳で堀井の公式ブログを開く。その動画に寄せられたコメントには【打だ撃げき姫ひめ】【殴なぐり愛系】【期待の四番打者】【スラッガール】【黄金の右打者】

　──という、アイドルとしては実に、こう評価に困る賞賛が寄せられていた。

「わたしは、もっと……回復魔ま法ほうとかで、傷を治したり、けなげに頑張る方向を……」

「え……っ!?　ウッソ」

　本来堀井が目指していた方向性を聞き、蝶野が驚きよう愕がくと共に何とも言えなくなる。

　ちなみに動画は丁度堀井がドラゴンの顔面にメイスでフルスイングを入れて折れた牙きばがホームランする所だった。今回の動画のハイライトシーンだ。

「……ごめん、ホリィ。アタシ、完全に誤解してた──てっきりカトーの後に控ひかえる秘密兵器かと」

「キシャァアアアア────！」




　新人アイドルが威い嚇かく音を立てながら暴れ回っております。

　少々お待ち下さい。




「離はなして赤坂、加藤！　わたしは自分のイメージを取り戻すの!!　分からせてやるの！」

「落ち着け！　カワイイ真面目な頑張り屋がドラゴンの顔面をかっ飛ばしてもいいじゃないか！」

「そ、そうですよ！　瑞樹ちゃんはカワイイし真面目だし頑張り屋ですよ！」

　──なお、マネージャーはきちんと堀井と同じビジョンを描えがいていたらしく、例のフルスイングがクリーンヒットした動画を見せられ「どうしてこうなった」と頭を抱かかえたらしい。

「あ、ああいう事してっから、殴り愛系とかになっちゃうんじゃないの……？」

　無事保護された蝶野が丈の向こうからこっちをうかがう。

「本人の望みと才能と状況が合がつ致ちしないというのは多々ある事だと思うけどね」

「新につ田たっ、あんたと一いつ緒しよにしないでくれるかしら」

　才能があり、状況があるのにただ親の用意したレールに乗り続ける事を良しとせずここにやってきた丈。

　アイドルとして差し支つかえ無い見た目があるのに、地金の部分でどうしても強打者が顔をだしてしまう堀井は、もしかしたら何処どこか似てるのかもしれない、いや全然似て無い気がしてきた。

「と・も・か・く！　わたしは、もっとアイドルでいたいの！　強打者じゃなくて！」

「だからって、脱ぬぐのはどうかと思うぞ」

　俺の「脱ぐ」という言葉に機き敏びんに反応する団平を始めとするＡ組男子と、迷わず首を絞しめに来る堀井。

「赤坂ぁ……？」

「ま、まて……アレを着るってのはそういう、方向だろ……！　水着でも、男から見れば、露ろ出しゆつが多ければ、それだけエロいんだ……！　エロ方面も、アイドルとは違ちがうだろ……！」

　俺なりに伝えたい事が伝わったのか、首から手を離してくれる。

「……そうね、安易に色気方面に走ろうとするのも良くないわよね」

　丈が何かを言いたそうにするけれど、流石に黙だまって肯うなずいていた。──が。

「瑞樹ちゃんはカワイイと思うけど、色気とかいうとそれは違うんじゃないかなぁ？」




　ルームメイト（Ｅカップ）の心ない言葉に新人アイドル（Ｃカップ寄りのＢカップ）が大暴れしております。

　少々お待ち下さい──。




「見てなさいよアンタ達！　安易にエロ方面に走んないでわたしの可愛かわいさを思い知らせてやるわ、二度と迷宮に降り立った四番打者とか言わせないんだから！」

　ひとしきり加藤の乳を揉もんで大暴れした後に捨て台詞ぜりふを残し堀井は去って行った。

　主に俺、丈、蝶野で止めに入ったのだけど、何かもう何と言うかかなり柔らかいし良い匂においだし男として嬉うれしいと言ってイイ状況だったのにどっと疲つかれた。

「えーと、そんでそろそろアタシ達が出る番だっけ？」

　堀井に一部の話題は禁句。とばっちりで揉まれた蝶野が疲れた顔をしていた。

「……次は旗取り競争、そうだな」

　旗取り競争とは、各クラスから選ばれた選手が迷宮内の指定された場所で旗を取り、持ち帰るまでの速さを競う競争だ。

　パーティ戦ではなく個人戦、そして迷宮の中は当然のようにモンスターも出るのでＡ組からは最強の戦士である加藤が選ばれた。

「──カトー、こっから勝負始まってんの分かってるよね？　こっちはクラスに頼たのんで同じ競技出してもらうようにしてきたんだから」

「わ、分かってますよ。負けませんからね!?」

「勝負って何の話だ」

　俺の疑問に蝶野がニンマリと笑った。

「うん、ちょっとねー。カトーと体育祭の個人成績で勝負しようって。あ、どっちかひいきとかしちゃダメだからね？」

　横で加藤も俺を見てコクコクと頷うなずく。加藤が納なつ得とくしてるならいいか。

「分かった、とは言ってもクラスの関係もあるしアドバイスくらいはするぞ？」

　何もするなとは言われて無いし。

「もーしょうがないなー。それじゃ怜クン、行ってくるね♪」

「い、行って来ます。勝ちます、勝ちますよーっ」

　ノリの軽い蝶野と、普段と違う気合いの入った様子の加藤。２人が迷宮に行くのを見送ると残る仲間は丈だけだ。

「──赤坂、本当に加藤とはあれからずっと何も無いのか？」

「俺に何かあれば気付かないお前じゃないだろ」

　それもそうか、と納得する丈は丈で、何か考えて居るようだった。ただ、俺は丈がこの時何を考えて居たのかまでは分からなかった。
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　──大迷宮は当然１つしかない。30階層分あるとはいえ、１年生の競技は大体が１階で行われ、いくつもの競技が同時進行する場合もある。

「……１人は、久々かな」

　椎奈が迷宮に入り、体操服の上にいつもの装備が現れる。手持ちの鉄てつ剣けんに、皮の胸当て。そしてこの間新調した銅の手てつ甲こう。盾たてよりも邪じや魔まにならず、身を守れる防具として怜也と相談して買った物だ。しかもこれなら例のドラゴンビキニと同時に装備出来る。

　競技とはいえ迷宮探索だ。

　防ぼう御ぎよ力を始め、性能の事を考えるならば防具をビキニにした方が良いのは分かっている。だが、流石さすがの椎奈もアレを着て体育祭のスクリーンに映る程ほどの度胸は無い。

「……せめて見てるのが瑞樹ちゃんと赤坂くん位ならいいんだけど。新田くんも、女の子に興味無さそうだし」

　椎奈だって年とし頃ごろの女の子だ、男の視線に対して瑞樹に比べればかなり鈍どん感かんではあるけれど、ここ一ヶ月、同年代の男女と生活を共にして気付く事も多かった。だからこそ、男子の前であのビキニはちょっと着づらい。

　そんな事を思いつつこうして迷めい宮きゆうの奥に向かって居ると１人は思った以上に寂さびしかった。

　足は早足、罠わなの類たぐいは斥候じゃないので勘かんだより。旗の方向は分かるけれど場所は分からないし、１階の地図も完成してない。

　元より敵の察知は自分がやってたし、警けい戒かいに関してやる事は変わらない。むしろ身軽な筈はずなのに、後ろに瑞樹、丈、そして怜也が居ないのはどこか寂しい。

　そんな事を考えて居たせいか、わずかに気付くのが遅おくれた。

　曲がり角の向こう、聞き覚えのあるモンスターの鳴き声が耳に入って来る。

「──ふぅ、いかんね」

　手帳をベルトのホルダーに戻もどすと静かに剣を構え直す。戦いの時間に、他ほかの事を考えられる程椎奈は器用じゃないし、そうしないように訓練を積んできた。

　雑念を払はらい、斬きり合いに集中する。その重要性は痛い程知っている。

　昔、立ち会いで礼をした後、顔を上げた父は鼻メガネをつけていた事があった。当然、笑った瞬しゆん間かん脳天に一発キツイのを食くらった。つまり雑念は払わなければならない。

　１つ２つ、重なる鳴き声に集団戦の覚かく悟ごをしていると──。

「おっとととと、ってうわ、カトーじゃん!?」

　曲がり角から先頭で飛び出して来たのはアイだった。そして後ろには続々と犬頭、白しら玉たま、動く人骨、大おお蝙蝠こうもりとモンスターの集団が続く。

「またですか!?　赤坂くんの時も同じような事になってたって聞きましたよ！」

「うん、ゴメン。またなの、んでもって──たーっち！」

　すれ違い様に椎奈の肩かたを叩たたいて走り去る。

「はぁ、ちょっと!?」

「あとヨロシクー♪　あ、そいつら仲間呼ぶから頑がん張ばってね」

　文句を言う間に回れ右してアイと一緒に走れば良かった、もう遅おそかった。眼前に迫せまった犬頭は椎奈に棍こん棒ぼうをたたき付けてくる。

「本当に、もう──」

　敵から目を逸らす加藤椎奈ではない。大おお振ぶりの一いち撃げきにあわせて手首を斬りつける。剣の切れ味が悪く一いつ閃せんという訳にはいかないが骨まで砕くだかれた腕うでで武器は握にぎれない。そのままの勢いで踏ふみ込み、犬頭の体を靴くつ底ぞこで蹴けりつけ吹ふき飛ばす。

　押し飛ばされたたらを踏む犬頭は後続の群れに突つっ込み、続けて迫っていたモンスターの勢いを殺す。

　多対一でも加藤の剣は対応出来る。流石に蝙蝠や跳はねるゼラチンみたいな相手を想定した剣けん術じゆつは無いが、生き物なので斬れば死ぬ。なら問題無い。

　そうこうしている間に、旋せん回かいする蝙蝠の正面を刃はで捕とらえ切り落とし、返す刀でしらたまを真っ二つにする。

「──ははっ」

　故意に笑った訳ではない。無意識のうちに声が漏もれただけだ。ああ、なんて──。

　今まで使う機会が無いと思っていた技わざを好きに使える、なんて楽しい場所なんだろう!!




　──その様子は、外のモニタや手帳に中ちゆう継けいされ、見る事が出来て居た。

　加藤に敵を押しつけて旗に走る蝶野。

　そして押しつけられた敵を楽しそうに斬り捨てる加藤。

　その様子を見たＡ組の一同はどん引きしていた。

「……加藤サン、楽しそうっすね」

　同じ戦士だし、あと向こうが気さくというか能天気というか、遠えん慮りよが無い事もあって比ひ較かく的てき良く話す団平との距きよ離りがこの瞬間に遠くなった気がする。

「ここに来るまでにうっぷんが溜たまってたんだろうなあ……」

　15歳になるまで剣一本で生きて来た加藤。しかしアイツはアレで結構ちゃんと常識があるので（最終的に）剣を振ふって良い場所とダメな場所の区別がついてる。

　つまり、真っ当に剣を振れる場所なんて無いと思ってた上に、弟にボコられてその剣を取り上げられかけた所で「好きにしていいぞ」と言われてるんだ。そりゃ楽しいだろう。

　──という感想で済むのはどうやら俺達同じパーティの仲間だけらしい。

「ねえ赤坂。加藤、もしかしてこの競技の趣しゆ旨し忘れて無いかしら」

　どこかに行っていた堀井は、用件が片付いたのかいつも通りの常識人に戻って居た。

「いや、キリが悪くて終わりに出来ないんだと思うよ。ほら、敵がまた増えた」

　丈が画面を指差し説明を続ける。

「こっちからも来てるから蝶野と同じ方向に行こうとしても同じ数に囲まれる。どうせなら壁かべとか道の角の位置が良いココで対処する方が良いんだろうね──違うかな？」

　術じゆつ師しは俯ふ瞰かんで戦場を見る事が多いから、パーティで戦場と戦い方の判断を任せるのも１つの手だ。ウチは俺がやっているとはいえ、丈も出来るに越こした事は無い。

「正解。ついでにいうと奥に行くと加藤の剣の振れる範はん囲いが狭せまくなる、今も結構小さく使ってるだろ」

　道みち幅はばや近くに仲間が居るかどうかで武器の使い方は大きく変わる。今の道幅は学校の廊ろう下かよりも狭いくらいだから、両手剣はちょっと使い辛づらいだろう。

「あ、蝶野さんが旗取った」

「旗取り競争は帰るまでが遠足ですって言いたいトコだけど。アイツ逃にげ足早いからな」

　他の斥候は知らないけれど、蝶野がモンスターに攻こう撃げきを食らってる所を見た事が無い。蝶野のステータスは敏びん捷しようＢだけど、避よけたりそもそも攻撃を食らわないようにするのが抜ばつ群ぐんに上手うまい──というか。

「（あいつ。時々俺も知らないようなモンスターの動きにも普ふ通つうに対応してんだよなあ）」

「どうした怜也」

「いや。蝶野、カメラの位置分かってんのかって」

　画面を見ると、旗を片手に蝶野がこっちに向かって手を振っていた。

　迷宮内のカメラは隠かくされて居て、そもそも有ると言われなければ気付きようも無いレベルだった。

「斥候ってそういうのも見えるのかしら」

　堀井のつぶやきを知ってか知らずか蝶野はご機き嫌げんでダブルピースを決めていた。

「さあなあ。さて、俺も自分の競技に行くか」

　迷宮は１つしかないし、広いから同時に他の場所でも競技が行われる。

「怜也は何に出るんだっけ？」

「迷宮間ま違ちがい探し。範囲内で普ふ段だんと違う所を見つけるんだってさ」

　足も速く無いし、戦せん闘とう力も戦士としては最低ランク。しかしこういう知識でどうにかなる競技があって本当に良かった。丈も堀井も、そしてクラスメイトも納得の俺の出番だ。

「──この後、クソモテ野や郎ろう赤坂に起きる悲劇を、オレ達はまだ知らないのだった」

「やめろ団平」




　不ふ吉きつなモノローグで送り出されてみれば、案の定戦士は俺だけで他の面子メンツは斥候ばかりだった。そりゃそうだ、どんな仕組みか知らないけど斥候は「視界」にボーナスがあって、暗い所も良く見通せるんだそうだ。

　つまり、それだけ俺は不利だった。

「──多分、あの道が無かったと思うんだけどなあ」

　今まで自分で書いたマップと今居る所を照らし合わせると、やっぱり壁だった所に道があるように見える。

　分かったならそこに何が違うのかをメモったシールを貼はる。早く正確にポイントした選手から順にポイントが入る仕組みだ。

　──シャキィン。

　シールを用意していた俺の耳に近くで剣を抜ぬいたような音が聞こえた。

　何だ、と振り返ると──他のクラスのヤツがこっちに向かって丁度ダガーを振り下ろした所だった。

「おうわぁっ!?」

　まだ回数はこなしてないけど、加藤の練習に付き合った成果だろうか。俺はギリギリでダガーを避けたけれど尻しり餅もちをついてしまった。

「ちっ、勘のいいやつだな」

「な、なんだなんだ!?　お前Ｂ組のやつだな!?」

　チーム毎ごとに色いろ違ちがいのリボンが配られている。Ａは青、Ｂは赤、Ｃは緑でＤは黒。その俺に襲おそい掛かかってきた坊ぼう主ず頭あたまは赤いリボンを付けていた。

「赤坂──ちょっと痛い目見てもらおうか」

「何でだ！　せめて理由を話せ！　というか誰だれだお前！」

　俺の装備は例の大盾だけで脇わきに置いたまま、避けてしまったせいで手が届かない。

「うるせぇええ！　何でお前ばっかモテんだよ！　というか、なんで蝶野さんがお前にあんなべったりなんだ!!」

「俺が聞きたいわ！　というか何だお前、それが理由かよ」

「そうだよ。クククク、競技中の事故はしょうがないよなあ？」

「何がそこまでお前を駆かり立てるんだ……蝶野に告白してふられでもしたのか」

　あるいは元彼氏とか、そういう事なら分からなくも無いけれど──。

「彼女はＢ組のモテない男子の癒いやしだったんだよお！　分かるか、あの白い太ももがＡ組に行く事で見られなくなる悲しみがっ」

　それ以前の話だった。

「……ええー。だったら本人に言えよ」

「言えるか！　勇気を振り絞しぼって一度パーティ組んだけど、迷宮の中で離はなればなれになってこっちも全ぜん滅めつしてそのままパーティ解散だよ!!　声かけらんねえよ！」

　あ、こいつ蝶野とパーティ組んでたってやつか。というかそもそも１パーティに斥候２人はバランス悪いだろ……。

　俺の意見なんてもう聞く気はない坊主頭は持って居たダガーの刃をぺろりと舐なめる。それを見て、思わず蹴りを入れてしまった。

「いでぇっ!?　てめえ、よくもっ……！」

「あー、自傷ダメージってやっぱちゃんと入るんだなあ」

　ともあれ相手は斥候一人でここは迷宮の中だ、何とかなるかなー。そう思った瞬間、背中からタンスの角に小指をぶつけたような痛みが走った。

「ってぇ!?」

　振り返ると別のやつが棍棒を俺に向けてたたき付けていた。同じ赤いリボン。そしてこの状じよう況きようにニタニタと笑って居る。

「卑ひ怯きようとか言うなよ、おおお、お前が悪いんだからな……？」

　それはもう競技にかこつけて不意打ち入れて来た時点で今いま更さらとしか言えないんだけど、そうじゃなくて。

「お前等、こんな事やってるからモテないんじゃないのか」

　この後俺がどうなったかは言うまでもないだろう──。




　──競技・旗取り競争。

　勝者・Ｂ組・斥候・蝶野アイ・10ポイント

　敢かん闘とう・Ａ組・戦士・加藤椎奈・10ポイント




「ちょっとまって!?　何でカトーがアタシと同じポイント取ってんの!?」

　旗は１本ではないけれど、それでポイントを受け取れるのは１位通過の選手だけだ。蝶野はあの後見事に何事も無く帰き還かんし、勝者となっていた。

　一方、頑張りすぎたのか帰ってきた時には肩で息をしてるわＨＰは減ってるわでボロボロの加藤だったけどやけに満足した笑えみを浮うかべて居た。そして10Ｐゲットしてた。

「モンスター撃げき破はボーナスだろ。競技中に乗り越えた障害に応じてボーナスが入るやつ」

　Ａ組のスペースでの俺の説明に蝶野が「あ───！」と声を上げる。

「へぇ、そうなんですか？」

「そうなんですよ」

　自分の事なのに分かって無い加藤がおやつのおにぎりをもぐもぐしながら聞いてくる。

　ただ、そのボーナスも１位通過と同じだけ入るなんて事は滅めつ多たに無く、加藤があの中でどれだけモンスターを斬きり捨てたのか……。

　ちなみに俺の場合はモンスターと１対１で１、２匹ひきを倒たおすのがやっとだ。多分、団平でも回復薬無しじゃ３、４匹が限界だと思う。

「ああああああ、これで勝ったと思うなよ!?」

「え？　勝ったのは蝶野さんですよね」

　勝敗の割り切りがすさまじい加藤は全く悔くやしがる様子も見せずにおにぎりをもぐもぐしていて、むしろ勝った方の蝶野が地じ団だん駄だを踏んでいた。

「うぇーん、怜くーん。カトーが、カトーがぁ！」

　どさくさに紛まぎれて抱だきつこうとしてくる蝶野の後頭部を加藤が摑つかんで止める。

「──ふふふ、勝負の最中に、そういうのは感心しませんね？」

「こんくらいいつもやってんじゃない！　ほら、いっそ怜くんからカモンカモン！」

　自分が行けないならこい、と腕うでを拡ひろげて待つ蝶野だけど、流石さすがにそこに飛び込みはしない。いや、ちょっと心は揺ゆらいだけど──加藤も見てる前じゃ出来ない。

　あと他ほかのクラスメイトの目もあるし、さっき受けた仕打ちに思う所もある。

「そういや怜也も戻もどって来た時ボロボロだったし。何があったんだ？」




　──競技・迷めい宮きゆう間違い探し

　Ａ組・戦士・赤坂怜也・リタイア




「中でちょっとトラブルがあった」

　間違いのポイントにシールを貼はる前に襲しゆう撃げきされてそのままＨＰを０にされたのでリタイア扱あつかい。そのまま死神の道で外に出たのでその後どうなったかは分からない。その経緯いきさつを俺はざっくりと皆みなに話す。

「……ほぉ？」

　話の途と中ちゆうから加藤の周りの温度が急激に下がり始めた。その気配を察知して俺達の周りからクラスメイトが波のように引いて行く。

「悪いな加藤、訓練して貰もらってんのに返り討うちに出来なくて」

「そっちじゃありません！　完全に私し怨えんじゃないですか！　かくなる上は……」

「原因になったアタシが言うのもナンだけど、ここでカトーがノコノコ出てくのもカッコワルクない？」

「そうだよなー」

「何でそこで赤坂くんがうなずくんですかっ！」

　そうは言われても、ボコられたからってそれを別の友達、しかも女の子に敵かたき討うちというか、喧けん嘩かの後始末を頼たのむっていうのもしまらない話だ。

「つーか、マジゴメンね」

「蝶野が謝るような事でもないだろ？」

　蝶野が何をしようがそれに文句を付けるのも筋すじ違ちがいだし、俺を狙ねらったのだって蝶野がそうして欲しいと思った訳でもない。

「新田。赤坂は事故って言ってるけど、ルール上アリだっけ、反則にならないの？」

「実は何か罰ばつ則そくがある訳でもないんだよね。とはいえ、そんな事してる余よ裕ゆうのある競技なんて無いし誰か襲った所でポイントが入る訳でもないから、時間の無む駄だになるのが一番のペナルティかな」

　そう、丈の言った通り時間の無駄なのだ。全員ぶちのめして１人でゴール出来るならともかく、１人２人足を引っ張った所で、他の誰かがその間にゴールするだけだ。

　納なつ得とくいかない表情の加藤と、やはり気まずそうな蝶野。

「俺がその場で返り討ちに出来れば早かったんだけどなー」

「返り討ちねえ。というか結局赤坂って武器どうするの？」

　──そう。あれから俺は結局武器を新調していない。というのも、パーティで潜もぐる時は大たい抵ていのモンスターは加藤が居れば事足りるし俺の仕事は丈と堀井への攻こう撃げきのガード。そして打ち漏もらしも渋しぶ々しぶ堀井がメイスでぶん殴なぐっていた。

　さらに言うと、俺まで殴りに行くと加藤の邪じや魔まになるという悲しい事実もある。

「……どうするかなあ。まあ、体育祭終わったら考えるか」

　ゲーム的に言えば、防具固めて「コマンド[image: →]かばう」してれば良いだけなので、当面必要でもない。

「──そうだね。蝶野さんが居るか居ないかでまた変わるし」

「うっわお坊ぼつちゃん、アタシの事ちゃんと頭数に入れてたんだ」

「そりゃね。体育祭が終わった時に正式にパーティ組むかどうかって話も忘れてないさ」

　これまで、丈は何か蝶野を試ためすような事をしていた訳じゃない。普ふ通つうに仲間として扱っていたし、文句らしい文句も言って無かった。

「まあ、今回の事はそういう意味じゃ〝事故〟だし蝶野が特別悪い事した訳じゃないのは分かってるんだけど──」

「何か気になる事でもあるんですか？」

　ぴょこん、と加藤が俺の方を気にしてくる。

「丈が言ったろ、罰則がある訳でもないって。スポーツマンシップとか学校の行事とかって建前があるだろうに、そういうラフプレイが黙もく認にんされてるのは何でだろうかと」

　普段の探たん索さくならともかく、これは学校行事だ。むしろ普段の探索でも生徒同士の対決は双そう方ほうの合意が必要な『システム』だし、それに比べるとますますＰＫプレイヤーキルをやりやすい状況が整って居る。

「（あ、怜クン自分がボコられたのにそっちが気になるんだ）」

「……わざわざ、設定を変えてる意味が気になるって事？」

　堀井も、以前はこんな事があっても「そんなの迷宮だから」くらいで済ませていたのだけど最近は俺がこういう事を気にするとその意図を汲くんでくれるようになっていた。

「そう。なんかソコに……どうも嫌いやな予感がする」

「それは競技そっちのけで妨ぼう害がいが主流になるんじゃないかとか、そういう事かな」

「その程度で済めばいいんだけど」

　あのドラゴンを放った迷宮運営担当がその程度で済ませるだろうか。その予想は──。

「もー、怜クンは細かい事ばっか考えてー。そんなの悪い方向に考えたらいくらでも考えられんじゃん♪」

　後ろから抱きついて来る蝶野に中断させられた。

「え、あの、蝶野!?」

　座ってる俺の頭を抱だき締しめるように後ろからくっついてくる蝶野。当然というか、後頭部は女の子の柔やわらかい所に埋うずめられるようになる。そして蝶野はかまわず俺の頭を抱かかえ、頰ほおをくっつけながら撫なでてくる。

「ちょ、なにしとぅ!?」

「ほんとゴメンネ、こっちはもう二度とそんな事させないようにちゃんと言っておくから」

　詫わびという事なのか、流石にここまで密着されて撫でられて押しつけられると、良い匂においがするしなんかもう、頭が肌はだ色いろの想像で埋め尽つくされる。

「──新田、ああいうのは良いの？」

「あれで怜也がデレデレして蝶野の言いなりになったら考えるけどね？」

　引きはがそうとしても、蝶野はかなりしっかり抱きついて居て離れないし、加藤は犬みたいに威い嚇かくしてくる。

　これはこれで、なんて言ってる場合じゃないのは分かってても、どうしようも無かった。






















「あーもう、次の競技ですから行ってきますよ！　ほら蝶ちよう野のさんもでしょう！」

「しょーがないなー。今度は負けないからね」

　加か藤とうがひっぺがした蝶野を連れて行く。これまでに何度見た光景だろうか。

　思わず首の辺りを撫でていると、堀ほり井いが呆あきれた顔でため息を吐つく。

「……随ずい分ぶんなつかれてるけど、あの子に何かしたの？」

「何かつっても最初に会った時に助けたくらいで、これといってはホントに何も」

　何度聞かれても他ほかに覚えは無い。昔会った事があるとか、他の所で何かあったとか無いかと考えた事もあったけど、そんな事は無かった。

「ふむ。けど惚ほれっぽいって訳でも無さそうだし。何だろうな」

　丈じようも堀井も、蝶野が俺に過か剰じようにスキンシップをはかってきてるダケでこっちが何かしてるとは思って無い。その辺理解はされてるんだけど、ちゃんと俺の方を蔑さげすんでくるのも忘れないで居てくれる、ちくしょう。

「赤あか坂さかが胸とか押しつけられてデレデレしてるのはともかくとして」

「ああ、ともかくとして」

「何だよ!?　男なんだよ、しょうがないだろ!?」

　団だん平ぺいが離はなれた所で殺気に満ちた嫉しつ妬とのオーラを隠かくそうともせずに頷うなずいている。

「──でもそれだけよね。あそこまでされると赤坂も『俺の事好きなんじゃないか』とか思ったりするんじゃないの？」

「うん？　あれって蝶野がしたいからしてるだけで、俺に何かしてほしい訳じゃないだろ」

　俺はそう思ってたんだけど２人が揃そろって黙だまり込む。

「……あれ、俺なんか変な事言ったか？」

　思い出すのは紺こんの反応だった。紺の場合は黙り込むんじゃなくて「しょうがないなあ怜れい也やは」と苦笑いするんだけど似た空気を感じる。

「むしろ、それで俺が勘かん違ちがいするほうがきっと蝶野はがっかりするんじゃないか」

　首を撫でながらそう言うと、２人はため息を吐く。

「もうちょっと自分に都合良く考えられないの？」

「俺は何も無ければ無いで、それでいいんだけどなー」

　偶ぐう然ぜん、迷宮の中で同じようにトラップにかかって出会い、俺が助けたからその後仲良くしてくれている。──それでいいならそれでいい。




　なんて俺の願いとは別の方向で、懸け念ねんしていた〝事故〟がおきだしていた。




　事件が起きた競技は「大玉設置競争」という、大玉転がしだかなんだかという物で、身長くらいある巨きよ大だいな玉をゴールまで運ぶ競技だった。当然、モンスターも出るし中には大玉を通しづらい道もある。また玉にはＨＰがあってそれが破は壊かいされても失格になる。

「畜ちく生しよう、こっちじゃ行き止まりじゃねえか！」

　転がしているのはＢ組の男子、さっき怜也に襲おそい掛かかった２人も参加していた。斥候と戦士、それなりに体格も良い２人は一度玉を止めて手帳から地図を確かく認にんする。

　──シャキィン。

「おい、今の音なんだ」

　怜也を棍こん棒ぼうで殴った戦士の方が手帳から顔を上げた時、横に居た筈はずの斥候の男子は白目を剝むいて倒たおれ込んだ。

「……は？　おい、冗じよう談だんはよせよ、何ふざけてんだよ──」

　これが冗談じゃない事くらいは分かって居た。

　そして次の瞬しゆん間かん。

「おん、な……!?」

　死角から襲い来る白はく刃じん。そして体操服姿の女子だ、という事だけは見えたがそのまま一刀の下に首を搔かききられて「戦せん闘とう不能」になり、崩くずれ落ちた──。




「──Ｂ組の男子が辻つじ斬ぎりに襲われた？」

「らしいぜ。おかげでウチが１位だったんだけどよ」

　それは大玉設置競争に出ていた団平からの話だった。

　俺はその１年大玉設置競争のページを手帳で開くと、本当にＢ組の面子メンツが全員「戦闘不能」になって失格になっていた。

「帰り道、様子を見に行ったＣ組のやつがその場に残る大玉だけを見たとか……」

「それだけ聞くとホラーだな……」

　ちなみにモンスターはその大玉を優先して殴るようになっている筈だ。だからこそ、生徒だけがやられたというのがおかしい。

　そしてそのＢ組の参加者には見覚えがあった。それが分かったから団平も俺に話を持って来たんだろう。

「──怜也、それお前の事襲った連中じゃないか」

　横からのぞき込む丈の言葉に俺はうなずく。

「……加藤達も丁度同じ時間に別の競技出てたわよね」

「色いろ違ちがいしらたま探しだっけ」

　迷めい路ろになっている辺りに出現する「色違いのしらたま」を見つけ、それを捕つかまえてくる競技に向かって居た。大玉設置と会場は離れていない。

　その間、カメラは団平達を映していて、加藤が何処どこで何をしていたか俺達は見ていない。

　当然のように、俺達は同じ事を想像していた。

「どうすんだよおお赤坂ぁ!?　これで加藤サンがモンスターだけじゃなくて人を斬きる快感を覚えてマジの辻斬りになったりしたらよぉおおおおおお！」

「お、落ち着け！　あいつはもう決けつ闘とうで人は斬ってる、だから今初めてじゃない！」

「そ、そうか。初めてじゃないんだな？」

　ほっとする団平の横、堀井が小さく手を挙げる。

「逆に言えば、あの時の決闘も赤坂の事をバカにされて怒おこってやった事だから、今回も加藤なんじゃないかって疑いが強まったんだけど」

「……そうかもしれない？」

　俺が迷めい宮きゆうの中で襲われた、と聞いた時の加藤は今にも斬りにいきそうだった。そして今回、斬るチャンスが丁度あったとも言える。

「ど、どうすんだよ!?　つまり、赤坂に喧けん嘩か売ると加藤サンが斬りに来るかもしんないって事だろ！　このクソモテ野や郎ろうが！」

「しかも体育祭の間は問答無用で斬りかかれるしペナルティも無いからね」

　丈が余計な事を付け足すせいで団平が身をよじって妙みような悶もん絶ぜつを始める頃ころ。

「あ───、くっそ。何でみつかんなかったかなぁ!?」

「色違いのしらたまなんて本当に居たんですか……」

　そんな話をしてる間に「しらたま探し」に出ていた２人がＡ組の控ひかえスペースに戻もどって来た。

「おかえり？」

　周囲がさっき以上に距きよ離りを取る様子に、加藤と蝶野が首をかしげる。

「何かあったんですか？」

「お、おう。２人ともしらたま探しはどんな調子だった？」




　──競技・しらたま探し

　Ａ組・戦士・加藤椎しい奈な・失敗（０点）

　Ｂ組・斥候・蝶野アイ・失敗（０点）




「どうもこうも、いらないトコに壁かべが増えてて完全に迷路になってて酷ひどかった」

「最後まで何処歩いてるのか分からないまま終わりましたからねー……」

　疲つかれた様子を見せる２人。しらたま探しはむしろその細かく作られた迷路攻こう略りやくが本筋で、迷ってる間はどうやっても色違いなんて見つけられない。そんな競技だというのは終わってから分かった。

　中ちゆう継けいが映らなかったのも迷路が新しく壁を追加して作った物だからカメラが少なかったせいらしい。つまり、加藤のアリバイは無い。

「加藤、競技の間に何か斬ったか？」

　俺の直接的すぎる質問に、皆みながわずかに引く。

「いいえ敵も全然でなくて、迷ってるだけで終わりました……すみません」

「いや、謝るような事じゃないんだけどな。難しい競技だったんだろ」

　周りの皆は警けい戒かいしているけれど、果たして加藤がウソを吐いてまで隠すだろうか。斬ったなら斬ったできっとはっきり言うだろう。

「なるほど、つまり誰だれも斬って無いんだな？」

「え、誰か斬っていいんですか!?」

　そこでキラキラした目をするからみんなが誤解するんだ。

「──まあ、元より怜也を闇やみ討うちするような奴やつ等らだ。他ほかのトコで恨うらみを買っててもおかしくないし、普ふ通つうにそのへんのモンスターにやられたのかもしれないな」

「えーと、何かあったんですか？」

　そこで蝶野は手帳でクラスの点数を確認していたのか、事件に気付いたようだった。

「……うっわ、もしかしてウチのクラスの面子が襲われたとかなんとか、そういうやつ？」

「そういうやつ。で、第１容疑者がお前だよ加藤」

「え、えええ？　良く分かんないけど斬ったならちゃんと斬ったって言いますよ！」

「だよなあ」

　そうだそうだ、と肯うなずく加藤。うん、やっぱり加藤じゃないと思う。

　ただ、そうでないならどういう事か。引っかかるのだけど、流石さすがに俺も、そして同じクラスだからって蝶野に話を聞いてきてくれとも言えない。

　ここの体育祭が、事故も無く終わるようなものだなんて思ってない。体育祭という名の変則的な迷宮探たん索さくである事は疑いようが無い。

「──怜れいクン？」

　疑問に思考が落ちそうになった所を、蝶野の声で引き戻される。

「あ、ああ。何だ？」

「怜クンこそ何考えてたの？」

「まだ何とも言えない」

　俺の返事に、ふぅんとだけ蝶野は返事をしてくる。

　そんな俺達を丈はいつも通り──後から考えれば、普ふ段だんよりも冷めた様子で見ていた。
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　俺達が出ない間も競技は進む。

　１クラス30人も居るのだから、むしろ出て居ない時間の方が多い。そしてこの体育祭の競技は何と、点数に応じてＧ円が手に入るのだ。

　なので競技に出て居ない間に何をしているかというと、手に入ったＧ円で今後の迷宮探索の装備を新調したり、パーティの仲間と相談したりして過ごしていた。

「つかさ、結局カトーが持ってるっつードラゴン倒して作ったスゴイ鎧よろい？　体育祭で使わないのって何。ハンデとか舐なめプとかそういうの？」

　そして装備の新調の話になった時に蝶野が不意にそんな事を言った。

「そ、そそそそ、そういうのではなくてですね？　ち、ちょっと調整というか、慣れてない物なので使い方に戸と惑まどっているというか」

「そなの？」

　慌あわてる加藤を指差し俺に確認してくる。

「使い辛づらい防具なのは確かだな。だからそれを補助出来る防具を揃えてからにしようと」

「物は言いようね……」

　自分が着ない事で決まったからだろう、堀井は同情的な目を向ける。

「そういえば蝶野の装備とかステータスきちんと見せて貰もらった事ないな」

　手帳のステータスには個人的な情報も多い。

「ふっふーん、なになに。怜クンってばアタシの事が気になるの？　見たい、見たい？」

「タメてるトコ悪いけど、わたしも加藤もとっくに全部赤坂に見せてるのよね」

　ゆっくり堀井の方を見る蝶野。堀井も動じた様子も無くうなずく。

「え、マジで。３サイズとか成績とか普通に書いてあんじゃん、良いの？」

　３サイズに限らずいろんなデータが載のってるのは装備品に影えい響きようするからだ。あまり深い所までは見てないけれど、ぱっと見えるその辺は俺も見た事があった。

「だってわたし、普通に事務所の公式プロフィールに載せてるし」

「……そういうのってサバ読んで無いの？」

「だってわたし、読む必要ないもの」

　さらりと答える堀井。元々誤ご魔ま化かす必要のないスタイルだ、というのはあるにしてもこういう所の割り切りは俺達の中で誰よりも男らしい。

　ちなみに上から78・57・86だった。

「……ホリィけっこう尻しりでかくない？」

「安定したスイングの為ために大事なのは下半身なのよ……」

「あー、だから堀井って背とかの割りに太ももが太めな──がっ!?」

　迷いの無い拳こぶしで殴なぐり飛ばされた。丈が「バカ」と言いながら笑いをかみ殺している。

「さ、さささ、最初に蝶野が言ってたじゃないかよ!?」

「女の子同士の話とコレは別!!」

「あ、でも赤坂くん、瑞みず樹きちゃんの足ときどきえっちぃ目で見てますよね？」

　加藤さん、何故なぜキミはそれをフォローしたつもりで言ってるのかね？

　地面に倒たおれる俺と正面に立ち見下ろす堀井。その背中には威い圧あつのオーラが見える。

「ほほう？　やっぱり気のせいじゃなかったのね」

「ご、誤解を恐おそれずに言うならむしろ堀井くらい肉が付いてる方が好みだよ!?　細すぎるとむしろ不安になって落ち着かないから!!」

「そうですよねー。ちゃんとゴハン食べてるのかなって心配になるの分かります」

　そういう加藤が食べてるおにぎりは今日何個目だろうか。体を動かした後に１個は食べないとならないというのは燃費悪すぎないだろうか。

「──肉って言った件は後回しにしてあげるけど。ちなみに胸のサイズで好みはあるの？」

「……お、大きい方が好きです」

　素す直なおに言ったのに許して貰えず、俺はボロぞうきんのようになって転がる事になった。

「ちゃんと素直に言ったからその程度で済ましてあげるわ」

「あ、ありがとうございます……」

　倒れる俺に唾つばを吐はきつける真似まねをして皆の輪に戻る堀井。

「怜也、お前はその辺もう少し隠かくしてもいいんじゃないか」

「ムッツリと言われて避さけられるよりは、素直に言って軽けい蔑べつされたい」

「今、瑞樹ちゃんのスタイルの話になったけど、あれ……もしかして？」

「──ああうん。何にも言って無かったけど、多分加藤の数字も見てるわよ、あいつ」

　おにぎりを飲み込み、顔を赤くしてこっちを見る加藤。

　以前、装備とステータスを把は握あくする為ために全員分の手帳をざっくりと確かく認にんした時に、同じだけのデータは見た。上から88・59・87だった。

「なぁー!?　なんでそういう事先に言ってくれんの!?」

「ええい、何を今いま更さら！　というか別に恥はずかしい数字でもないのに見られて照れるな！」

　慌てふためく加藤をばっさり切り捨てる堀井。

「と言うか、さんざん揺ゆらしてて何度か揉もまれてる癖くせに、今更知られた程度で何なの？」

「もっ!?　も、もも、揉まれたりなんてしてんよっ!?」

　故意ではないけど、何度か触さわってわしづかみにしてる手前なんとも言えない。

「……このパーティって思った以上にオープンなのね、そりゃ怜クンもちょっと胸当てたくらいじゃどうにもなんないわ」

「その理解は誤解に満ちてると言いたい」

「……怜也に関しては誤解かなあ」

　丈が何故か悟さとりと実感を込めてそんな事を言う。

「まあ、別に怜クンに見られる位はいいんだけど。そもそもホンモノ見てんのに何でそんなスリーサイズとかにこだわるのかわかんないんだよネー」

「お、珍めずらしく意見があったわね」

「──言われて見れば。けれどあるいはそう言う数字に興奮する性せい癖へきがある可能性が」

　その丈の言葉に蝶野と堀井がはっとした様子で俺を見る。

「確かに俺は広い目で見れば数字に興奮する方だけどさあ!?」

　ゲームで計算や準備の結果大ダメージを出したり、あるいは持って居るゴールドをジャストで使い切った瞬しゆん間かんとかにうっとりする事は否定しない。

「ゲームとリアルは別物だからな」

「あー良かったー。怜クンってガチのゲーオタだって聞いてたからもしかしたら現実の女に興味無いんじゃないかって不安だったんだよねー」

「ちゃんとどっちも好きだよ！」

「いや、赤坂。向こう〝も〟好きなのは世間的にアウトって場合多いからね？」

　しかしいろんなジャンルのゲームに手を出してる身として、ギャルゲーとかあの辺の楽しさも分かるのでそこはしょうがない。

「でもなんでアタシの手帳見たいの？　胸とか見たまんまだよ」

「装備の更こう新しん計画立てるんだから蝶野の分も考えなきゃダメだろ」

　任される身として、より効率的に必要な装備を調ととのえる、その提案をする責任がある。

「んー。ここはこの後も仲間で居ていいんだって喜ぶトコか、オンナとして興味無いって言われて落ち込むトコか迷う」

　そう言いながらも俺にステータスの辺りを開いて蝶野は手帳を渡わたしてくれる。




『蝶野アイ』職業・斥候

　器用Ａ・敏びん捷しようＢ・知力Ｃ・筋力Ｃ・体力Ｃ・精神Ｃ・魔ま力りよくＢ




　そのパラメータと一いつ緒しよに今の装備品がざっと並ぶ。そこに珍しい物は特に無く、今の段階で揃そろえられる物ばかりだった。

「意外と魔力が高いのね」

「ま、ね。ただ術とかちまちまやんの面めん倒どうだしさー。折角Ａステがあるんだから素直に斥候やってんの」

　堀井と蝶野がそんな話をしてる時、ふと目にとまった妙みような装備品があった。

『黒のレース（紐ひも）』とは一体。アクセサリ欄らんにあるし、斥候用の道具か何かなのか。少なくとも見覚えはあるんだけど思い出せない。

　俺がそれを気にしてるのに気付いたのか、蝶野がニンマリと笑う。

「それ、見た目アクセで装備するとね、迷めい宮きゆうの中でちゃーんと下着の見た目かわんの♪」

「ぶふぉわっ!?」

　その言葉に１番動どう揺ようしたのは加藤だった。次が俺だったと思う。

「え、何。そんな装備あるの？」

　ソレをわざわざ装備してる蝶野なのか、それともソレを用意してる迷宮側に対してなのか堀井が呆あきれた顔をする。

「あるある。見えない所のオシャレってヤツ？　あ、だけど怜クンが見たいなら後でこっそり見せてあげても──」

「はいはいそこまで！　そういう事を言わない！」

　顔を真っ赤にした加藤がまた蝶野を引きはがす。正直キャパシティを超こえていてこういう時にどう対応すればいいのか困る。

「──見た目装備、なんてのがあるなら怜也。加藤のアレも上書き出来ないのか？」

　そこで俺はピンと来る。どこでこの装備の名前を見たのか思い出した。

　そしてもう一つ、気付いてしまった事がある。

「鎧の見た目変更はそれなりに探したんだけど、見つからなかったんだよな」

　同じ性能で見た目が違ちがう、ならそれなりにある。例えば初期装備なんて特に多く、癒し手装備の中にオレンジの全身タイツと青い前まえ掛かけなんてセットがあるけれど、それは堀井の使ってる胸当てと性能は変わらない。

　黒のレース（紐）はその見た目装備を探してる時に見かけた物だった。

「見た目装備、ね。正直コレはどうかと思うけど、他ほかの物によってはアリかしら？」

　迷宮内でのビジュアルを気にする堀井だからこそ、それは気になる要素みたいだ。

「良さそうなのがあったらメモなりとっといて。買えそうなら買うから」

「でも強さ変わらないんでしょ。そんなのにＧ円使っていいの？」

「堀井がココに来てる理由考えたら、防ぼう御ぎよ力より見た目の可愛かわいさのが大事だろ？」

　個人毎ごとの優先順位は出来る限り大事にしたい。少なくとも俺は納なつ得とくした上で堀井とパーティを組んでるんだからそこにＧ円を使うのだって必要な事だ。

「うにゃー。何か怜クンってホリィに優やさしいよねー、何。弱みでも握にぎられてんの？」

「握ってるわよ？」

「……お、おう」

　さらりと答える堀井に、珍しく素で引く蝶野。そしてこういう装備とかの話になると加藤は本当に大人しい。

「ま、優先順位は大事ね。赤坂の武器と、加藤の防具の補強が先でしょ」

「そうでもないんだけどねー。少なくとも俺の方はもっと後回しだよ」

　戦士だけど前に出て殴るだけが全部じゃない。パーティプレイで考えれば俺の武器はやっぱりどうしても後回しになる。

「はいはーい、アタシも怜クンに守って欲しいなー」

「どうにもなんない時だけな」

　蝶野は囮おとりとか遊ゆう撃げきに使いたいから俺の後ろに隠す必要があんまりないんだよなー。

　──なんて、パーティ毎の打ち合わせは１年の間でもそこかしこで開かれて居た。何せ、今日は普ふ通つうの授業は無いし、競技に出て無い間は暇ひま。そしてある意味競技も実地訓練みたいな物だ。

「……あれ？　赤坂くん、ちょっといいですか？」

　装備や作戦に関しては俺に丸投げ、という立場を貫つらぬく加藤がふとグラウンドに立てられた得点板を見て、何かに気付いた。

　この体育祭が点数勝負の対たい抗こう戦だ、という意識が薄うすかったのかもしれない。そのせいで俺は加藤よりもその変化に気付くのが遅おそかった。

「さっきから１年生だけなんだか点数の増え方が少ないんですけど、どういう事ですかね」

「……本当だ。２、３年に比べると点数が少ないな」

　午前の競技も半分以上が終わってみると、１年だけ他の学年に比べて点数が半分くらいしか入っていなかった。

「メインは２、３年の対決で１年はオマケみたいな扱あつかいなのかしら」

　クラス対抗戦だし、ルーキーに比重は置けないって事なのか──。

「いや、競技と合計点を見た限りそんな事は無かった筈はずだ」

　パンフが配られた時に、競技の確認をするついでにその辺りも目を通した。そういった学年毎の差はなくて、順当にいけば同じくらいの点数が入っても良い筈だ。

　なのに、１年だけ点数が半分というのは競技の順番があるにしてもおかしい。

「──怜也、１年生のリタイアが増えてる」

　加藤や蝶野、俺は競技が前半に集中してたし、堀井や丈はこの後だったのもあって気付かなかった。言われて手帳から経過を確認してみると、１年は参加者の半分が脱だつ落らくしていたり、酷ひどい時は勝者無しで終わって居る物もあった。

「──どういう事だ」

「赤坂くん、そこでなんでわたしを見るん？」

「いや、加藤が辻つじ斬ぎりしてるなんて噂うわさも流れてんだからな？」

　あの後『復活の間』で目を覚ましたＢ組のヤツが「女子に斬きられた」なんて言ってたせいで、加藤はここに居るっていうのに辻斬り説が一気に広まって居た。

　──本当は竜りゆうじゃなくて人を斬りたいドラゴンスレイヤー。

　加藤は今、そんなイメージだけで噂が広がっている。

「だけどこんだけ被ひ害がいが広がったなら加藤の疑いは晴れるでしょ？」

　点数が半分という事は、参加者の半分、あるいは点数配分次し第だいではそれ以上がリタイアしなければならない。加藤に限らず１人でそんな事が出来るワケが無いんだ。

「それだけ被害が広がってるなら情報も集めやすそうだな」

「迷宮の中でＨＰが０になっても死なないから目もく撃げき者は残るものね」

　堀井の相づちに頷うなずき返す。そして丈の方を見ると、面倒そうな顔をして肩かたをすくめる。

「分かってる、他のクラス代表に話を聞いてくればいいんだな？」

　丈はこういう時に理解が早くて本当に助かる。

「Ａ組から話を聞くだけじゃダメなんですか？」

「俺達はそうするよ。だけど、それでＡ組だけが原因を解明して抜ぬけ駆がけしたって思われると後がやりづらくなる」

「つまり、被害は１年全員が食くらってるんだからみんなで解決しておきましょう。少なくとも最初からそういう姿勢を見せておいたほうが誤解がないって事さ」

　下手に誤解されるとＡ組が仕組んだんじゃないか、なんて言われかねない。加藤がウチのクラスに居るからこそ、そんな噂も広がりやすそうだ。

「……あんた達２人のそういうのが今のトコ善意だから良いけど、これで何か悪い方に企たくらんだらって思うと不安になるわ」

「人聞きが悪い。そもそもそんなつまらない事なら僕は怜也の手伝いをしないよ」

　そして出来る社会人のようにてきぱきと連れん絡らくを取り始める丈。軽く流された事に堀井はどうにも不満そうな顔をする。

「……そういう、根回しって言うんですか。そういうのって、大変じゃないですか？」

　納得はしてるんだろう。けれど加藤は心配そうにそう聞いてくる。

「そういう事考えないで良いなら良いんだけどさ。だけどきっと〝ココ〟はそうしないとダメなんだ」

「んん、どういう事です？」

　以前、具体的にはあのドラゴンの攻こう略りやく法を考えて居た頃ころから思っていた事だ。

「この迷宮は、多分どれだけ強い面子メンツでパーティを組んでもきっとその５人だけじゃ攻略は出来ない」

　俺の言葉に丈は同じ事を考えて居たのか、同意するように笑う。

　けれど加藤と堀井は上手うまく理解出来ていないようだし、蝶野もあごに指をあてていた。

「どゆこと怜クン。超ちよう強い５人で集まって、チームワーク抜ばつ群ぐんでばんばん攻略してけば良い話じゃないの？」

　そうは言うけれど蝶野は本気でそう思っていない──そんな気がした。

「それじゃ限界がある。最近のＲＰＧとは違って、ストレス無く攻略させる必要がココにはないんだ。死んだり全ぜん滅めつしながら少しずつ情報を集めて、ちょっとずつ進んでいく。そんな調整がちらほら見える」

　それが確信になったのはドラゴン戦だ。加藤という１年の現段階ではあり得ないバランスのアタッカーが居たからこそ「本来のあの段階の１年生」を想定した敵を、半ば力押し、キャラ性能に物を言わせて撃げき破はしたに過ぎない。

　倒たおしてみて分かった事を前提に後から考えれば考える程ほど、アレは死にながら色々な事を覚えて、対策をして、パズルのように組み立てて倒すべきだった敵だっていうのが分かる。

「今、その辺に出る敵は加藤が斬れば倒せる。けど、こんなバランスが続くなら今の３年生がとっくに攻略してる筈だ」

　各所に連絡を終わらせた丈が手帳をホルダーに戻もどして話に加わる。

「５人１チームで競争するように促うながしておいて、各所──いや、ほぼ全体かな？　そこではチーム同士の協力が無いと先に進めないバランスになってる。怜也はそう言ってたよな」

　この仮説を立てる時、寮りよう室では丈にも相談に乗ってもらっていた。頭の回転も速いし、本当に頼たよりになった。

「えーと。つまり、他のパーティは競争相手じゃなくて……協力相手って考えないとダメって事？」

「少なくとも俺はそう考えてるよ」

　これがＲＰＧじゃなくて、むしろストラテジーとかそういう方面で考えればもっと早く気づける事ではあった。対戦型のボードゲームには資源とかを交こう換かん出来るものもある。最終的に勝たないとならないにしても、個人でなんとかやりくりしようとするよりも、足りない所を補い合った方が当然成長や展開は早くなる。

「ここで重要なのは最後に１番になる為ためには当然他の相手を出し抜かないとならないんだけど、それを考える必要は無いって部分だな」

「誰だれも、まだ最後まで行ってないから」

　加藤も理解してくれたのか、そう相づちを打ってくる。

「そうだ。10年間、誰１人『魔ま王おう』を倒して無いからな、少なくともそこまでは協力しても良いし、そうしないとにっちもさっちも行かない筈だ」

　そう考えれば、態勢の整ってない１年生だけが点数を取る事が出来ず、２年３年に被害が無い理由も何となく分かる。

　先せん輩ぱい達はきっと──慣れてるんだ。

「（──やっぱ想像どーり。怜クンはもう気付いてる。ソレが理解出来てたら今回の裏で仕込んだ仕し掛かけの攻略法も導き出せる。だけどそれは、まだちょっと早い。出来る人が導いちゃうんじゃ実感が無い。自分で理解しないと１年生はきっとダメになる）」

「──お？　なんだなんだ。もしもーし？」

　その時蝶野の手帳に着信が入る。俺達に軽く手を向けて電話に出ると向こうから聞き覚えのある声が微かすかに聞こえた。そしていくつかやり取りをするとそのまま立ち上がる。

「──怜クン、聞き込み手伝えなさそう、マジゴメン。ちょっと家鴨あひるちゃんが呼んでるから行って来るね」

「ああ、それはいいけどＡ組に入り浸びたりすぎて呼び出しか？」

「あはは、そんなんじゃないって。ココ入る前からの知り合いだしお昼ゴハン買って来てとか言われてたからその辺の話かも」

「……それはそれで公私混同なんじゃないかしら」

　けれどあの担任なら平気で呼びつけそうだった。

「そう言わないでよ、アレでアタシのお姉ちゃん代わりみたいなもんなんだから。んじゃ、また後でねー」

　そしてひらひらと手を振ふって蝶野が行ってしまう。

「──正直。あの担任が姉っていうのはぞっとしないね？」

「丈、それは正直過ぎる」

　アレがお姉ちゃん。弟としてはどんな目に遭あうのか、想像もしたくないのは同意する。

「ま、俺達は俺達でこの間と同じように今回のギミックを調べにいこうか」

　そうだな、と頷く丈に対し女子２人が責めるような目を向ける。

「同じようにって言うけど、ドラゴンの時はわたし達のけ者にされたんだけど」

「いや、あの時はな？」

「だから。今はちゃんと仲間なんだから、もう仲間外れは無しにしてって言ってるの」

　拗すねたような堀井の物言いに、俺は恥はずかしくなった。

「悪い、そうだな。２人とも頼たのむ──と言いたいけど。加藤は俺と一いつ緒しよな」

「ひゃい？　え、ええ、なんでですか？」

　２人とも、茶化したいようだけど理由が分かりすぎてるせいか茶化してこない。

「……まあ、加藤１人で聞き込みとか任せるの不安だものね」

　堀井の言葉に加藤は「出来る！」とは言わず、不服そうな表情を浮うかべるだけだった。
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「──てな感じで、なんかもー大体勘かんづいてるみたいだけど」

　場所は学園長室。

〝想定通り〟〝つつがなく〟進行される迷めい宮きゆう学園・春の体育祭の様子は室内モニタに余すところ無く映し出されていた。

「まーそろそろ、協力しないと先に進めない事に気付く生徒も出て来る時期ではありますけど。ねえ学園長？」

「聡さとい生徒が居る事は喜ばしい。けれども、その為には一度全すべての生徒に〝協力しなければ辛つらい〟という事を身に染しみて理解させる必要がある。違ちがうかな？」

　ここは学校なのだ。迷宮攻略、その〝教育〟を行う場所であって決してレベルを上げて魔王を倒すゲームを楽しませる場所ではない。

　全校生徒に出した問題を、１人の生徒が解き続けていたら他ほかの生徒はどうなるか。そういう事を学園長は言っているのだ。

「家鴨先生、そちらの仕込みは？」

「はいはい、ちゃーんと順調ですよー。今度も言われた通りに設定して準備してます」

　よろしい、と学園長は頷く。

「アイ、キミの方は？」

「はいはい。ちょいちょい怜クン達のトコ抜けながらちゃーんとやってますよー──１年生への処しよ罰ばつもね」

　アイも何だかんだで常に怜也の所に居る訳じゃない。Ｂ組に居ると言い、しかし実際は迷宮に潜もぐっていた。

　そこで何をしていたかというと、ＰＫ。つまり他の生徒に対し故意に攻こう撃げきを仕掛けリタイアに追いやった生徒を密ひそかに、秘ひ密みつ裏りに逆にリタイアに追い込んでいた。




【蝶野アイ】職業・忍にん者じや




　忍者は斥候の上級職で、本来の装備やレベルも相応の物だ。

　斥候の能力に加え、戦士並みの戦せん闘とう力を持ち装備可能な物も増えて居る。さらにアイテムを触しよく媒ばいにし各種の術の効果を起こす「忍にん術じゆつ」も使える忍者は、全ての職の能力を兼かね備えていると言っても良い。

　そのアイが忍術を駆く使しし、素す性じようを隠かくしたまま「処罰」を行っていた。これが椎奈と間違えられた襲しゆう撃げき者の正体だった。

「そっちは蝶野ちゃんが犯人だってバレてないの？」

「流石さすがにへーきへーき。つか、怜クンの観察と処罰両方やらせるとか厳しいんですケド」

「イベントが次の段階に進むのも直すぐだ、処罰の方はもう手を出す必要も無いだろう」

「なら良いんだケド。いいかげんしんどいし」

　アイも普ふ段だんからそんな暗殺者じみた事をやっている訳ではない。

　今回のイベントの目もく論ろ見み、それは怜也も想像した通りに生徒達に協力の必要性を実感させる為だ。そしてその為に事件を起こす。

　──しかし、ただイベントを起こす訳ではない。学園長始め運営スタッフ達は必ず乗り越こえられる物を用意する訳でも無い。乗り越える可能性を持った事件を起こすのだ。

「でも正直、先生としての立場から見ても性格悪いイベントだと思いますよ。コレ、闇やみ討うち襲撃上等でむしろこっちから蝶野ちゃん使って煽あおってからのコレでアレでしょう？」

「人聞きが悪いですよ家鴨先生。アイにはむしろそうやって敵対行こう為いをとった生徒の処罰を任せて居るんですから」

　えぇー、と家鴨は学園長相手にも不満そうな態度を隠さない。

「そもそもＰＫにペナルティ無い時点でどうだって言ってんですよー」

「気付いた物を活用する、その発想力は大事だと思いますよ。もっともその後にどうなるかという想像力も必要ですし、そもそも有効活用出来て居るかというと出来て居ない生徒ばかりですが」

　あえて、体育祭中に他の生徒への襲撃のハードルを下げてそれを誘さそう。今いま更さら学園の方針に逆らう事は無いけれど、気に入らない事ははっきり言う。

「これだから道楽でこんな場所作る人は……」

「ははは、何せ私は『魔王』なのだからね」

　迷宮を運営する黒幕としてこれ以上ふさわしい呼び方は無い。教育者という皮を被かぶった、道楽者。

「私はね、少年少女が挑いどむ姿がたまらなく好きなんですよ。ご存じでしょう？」

「はいはい、元少女としてはイヤと言う程。ついでに血ち反へ吐ど吐はいて転がってでも立ち向かうようなのが大好きなドＳだって事も知ってます」

「そう、若い命が限界に挑む。必ず出来る、そう信じて彼らに苦難を与あたえる。それに快感を感じる変態である事を否定はしないよ」

　恥じる事無く言い放つ学園長に家鴨は呆あきれてため息を吐つく。

　家鴨はこの道楽者が今のようにバランスを考えず、生徒達を〝オモチャ〟にした最前線に居たのだ。そして今、その片棒をかついでいるのだから人生は分からない。

「さて、昼休みが終われば１年生の体育祭も本番だ。先生、アイ、頼みますよ」

　笑えみを浮かべる学園長に対し、２人はそれぞれ頷うなずきを返した。
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　──果たしてどういった手段を使ったか。

　目もく撃げき者の証言、あるいは元より目星を付けていたからこその成果というか。

　新につ田た丈は、蝶野アイの素性について大体の事を既に調べ上げていた。

　そして丈が気付いて居る事に、他の誰１人この段階では気付いていなかった──。




「や。何処どこに行ってたのかな──蝶野」

「……お坊ぼつちゃん？」

　皆みな、グラウンドや迷宮に出で払はらっていて人の居ない校舎の廊ろう下かで、丈は学園長室から帰ってくる所のアイを待って居た。

　ここを通るという予想は的中し、そして他に誰もいない。

「あれ、どしたの？　何か怪あやしい事になってっから聞き込みしてたんじゃないの？」

「そうだよ。だからここに来たのさ──Ｂ組の怜也をやったヤツをリタイアさせたのはキミだろう、蝶野」

　丈の様子は普段と何も変わらない。緩ゆるい笑みを浮かべ大たい抵ていの事には動じない。だからこそ、淡たん々たんとそれを告げる姿が薄うす気き味み悪わるかった。

「大だい丈じよう夫ぶ、ここには僕らしか居ないから誰かに聞かれる事を気にする必要は無いし、怜也達に話すつもりは無い」

「──何言ってんのか分かんないんだけど」

「本当にそうならそれでいいんだけどね」

　この程度ではボロは出さないか。調子に乗って喋しやべってくれるなら楽だったんだけど──。けれどその程度は丈も想定内だ。

「じゃ、こっちの話をしようか。僕はこのままならキミを仲間に迎むかえ入れる気はない」

「……いきなり酷ひどい事言うじゃん？　理由くらい教えてよ。何、アタシが怪しいから？　それともカトーと怜クンの邪じや魔まになるとか思ってる？」

「加藤に関してはむしろキミが居て良かったと思ってるよ。少なくとも怜也に自分がべったり〝甘えてる〟事くらいは理解しても良いと思うしね」

「ナニソレ。もしかして嫉しつ妬と？」

「近いね。僕も、加藤も堀井も、何だかんだで怜也に甘えてるのさ。あいつの側そばは居い心地ごこちが良いからね？」

「それは、分かるけどサ。ホリィも、お坊ちゃんもってどゆこと？」

「あいつは何も否定しないし、極論で言えばきっと何もかも〝どうでもいい〟んだよね」

　その言葉にアイは微かすかに胸が痛んだ。自分でも何故なぜか分からないけれど、確かに痛んだ。

「僕らは皆、揃そろいも揃って面めん倒どう臭くさい。色々持ってるから利用のしがいもあるし、持ってる事が気にくわない連中だって沢たく山さん居るさ。善意や悪意の話でもないし、自覚の有る無しも関係無い。けれど、そんな僕らにとって丁度居心地が良いのがアイツなんだ」

「……あれ、これもしかしてノロケられてる？　つーか……嫉妬ってマジ？」

「あいつが女の子ならなあ、って思う時はある」

　やべえガチだ。アイは背筋に今までと違う冷や汗あせを感じる。

　実際、あのドラゴン退治から後に怜也も気付いて無い所で丈は彼らの防ぼう波は堤ていになっていた。何せ今、１年で最も勢いがあるパーティに１人空きがある。

　それにすり寄る〝ハイエナ〟達に対し、裏に表に丈は〝お引き取り〟願っていた。これは怜也と瑞樹もある程度は気付いて居たけれど、全部を知ってる訳でもない。

「僕は気に入った相手にはどうやら過保護みたいでね。キミが単に怜也の事を気に入ってアプローチをしてるだけの子なら良かった、それこそ怜也が加藤じゃなくて蝶野を選んだとしても構わない──だけど、怜也を利用しようとしてるのは良くないな」

「それこそ何の話か分かんないんだケド」

「ドラゴン退治の立て役者。あの結末はさぞ学校側の思おも惑わく通りにいかなかった事だろうね」

　その言葉にアイは動どう揺ようを表に出してしまった。しまった、と思った時も丈の様子は何ひとつ変わっていなかった。

「蝶野の素性も大体分かるさ。学校側の人間で調整役って所かな？」

「それを確かく認にんしてどーすんの？　アタシが学校側なら、お坊ちゃんも強気じゃいらんないんじゃない？」

　丈はここでの会話を怜也たちにするつもりは無いと言った。だが正直この男を見誤っていた。モラトリアムを過ごしに来ただけのボンボン、そんな甘い認識があった。

「何、確認に来ただけさ。別に君ら〝学校側〟がやってる事を壊こわしたい訳でもないし、吹ふい聴ちようするつもりも無い。調整役がいて当然だとも思ってる──だから、友人としての話さ」

　丈の口元からうすら笑いが消える。

「──怜也の事を気に入ってるなら、誠意を忘れるな。そういう事さ」

　それだけ言うと、肩かたを一度叩たたき丈は歩いて行く。

　──その間、アイは動くに動けなかった。

「……んな事、分かってるっつーの」

　分かっている、いや分かっているつもりだった。しかし調整役だからとそこで考えるのを止やめて目を背そむけている部分は確かにあった。

　そこから目を逸そらすな。丈はただそれだけを言いに来たのだ。いざ自覚してみれば、思ったよりも〝重い〟。

「ははは、参ったなー……」

　アイはしばらくそこから動けなかった。遠く、体育祭のアナウンスが響ひびく──。
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　体育祭には、いくつか花形の競技がある。

　普ふ通つうの学校なら騎き馬ば戦せんだとかクラス対たい抗こうリレーだとかそういう大型競技だ。

　この学校も例に漏もれず「陣じん取とり合戦」という大型競技があった。

　ルールは簡単。各クラス全員参加、そして自陣の「旗」を破は壊かいされたら脱だつ落らく。そうして最後まで旗を守りきったクラスの勝利になるという、ＭＭＯＲＰＧやＦＰＳで言う所のフラッグ戦をそのままやるような物だ。

　旗にもＨＰはあるから、即そく破壊という訳にはいかない。

　この陣取り合戦は午前の最後に１回、そして全競技の最後に陣地を変えてもう１回行われる。その１回目、午前最後の競技を前に、俺達は皆クラスのスペースに戻もどって来ていた。

　流石さすがにクラス対抗戦を前に蝶野は自分のＢ組に戻って居てここには居ない。

「──これまでに起きてるリタイアの理由が概おおむね分かった」

　頭脳労働担当の面めん目もく躍やく如じよというべきか。とりあえず知りたい事は調べる事が出来た。

「お、早いな？」

「加藤も一いつ緒しよだったからスムーズだったよ」

「わたし、横で聞いてただけで、役に立ってませんでしたよ？」

「まさか。加藤が居たから素す直なおに話して貰もらえたんだよ」

『ドラゴンスレイヤー』は怖こわがられてるばかりじゃない。１年最強の戦士には敬意だってちゃんとある。その加藤が「お願いします」と言うんだからスムーズに事は運んだ。

「結論から言うと、半分はモンスター。もう半分は同士討ちの結果みたいだ」

　──体育祭というイベントの仕様なのか。普ふ段だんとモンスターの出現構成が違ちがっていた。本来なら同時出現しないグループ、例えばしらたまと大おお蝙蝠こうもりとかその辺も一緒に襲おそってくる。さらに一回にエンカウントする数が多い。

「確かに、パーティも組んでないのにやたらとモンスターの数が多いのよね」

「ああ。まあ倒たおす必要は無いから避さければ良いんだけど、必ず逃にげられる訳じゃないしな」

　それがリタイアの多い、最初の理由だった。

「ふむ。けど半分は生徒同士なんだろ、これはリタイアが呼び水になったって事かな？」

「だろうな。迷めい宮きゆうの中でやった側はノーペナ、やられた方もその競技がリタイアになるだけだし、カメラはともかく誰だれかがそこで見てる訳でもない。魔まが差してもおかしくない状じよう況きようが整ってる」

「不ふ機き嫌げんそうだな？」

　丈はいつもの調子だけど、本心ではこの状況を面おも白しろがっては居ない事くらい分かる。

「俺はミスリードを誘さそうマスターやイベントはあまり好きじゃないんだよ」

　個人ではなくて集団で戦わなければならない状況に対して、ＰＫを誘うのは意地が悪い。傍ぼう観かん者ではなくゲームに参加する身としてそこに文句を言ってもバチはあたらないだろう。

「とはいえ、次の競技はその辺りを気にしてもしょうがないでしょう？　どうせ全員敵なんだから」

　加藤の言う通りだ。次は集団対集団。そもそも他ほかのクラスは倒さなければならないし、クラスメイトは仲間で戦力なんだからＰＫする意味が無い。

「そうだよなあ。そうなんだけど……」

「何か気になる事でもあった？」

「そこに問題が無さそうなのがなー。疑いすぎなのかもしれないけど」

　今まで素直に事を運ばせてくれた事が無い。そして仮に俺がマスターだった場合。ここまで仕込んでおいてそれだけで終わらせるだろうか。

「おーい、ドラスレ班ー。打ち合わせしようぜー」

「ドラスレ班？　何だソレ」

「ドラゴンスレイヤーした班、お前等のあだ名だよ。かっこいいだろ？」

「加藤椎奈と仲間達じゃないのか？」

　皮肉もこめてそういうと、団平は挑ちよう戦せん的に笑う。

「へへへ、オレあの時現場で見てたからな。お前も体張ってたのちゃんと知ってんだよ、加藤サンだけで倒した訳じゃねえのも分かってんだよ」

　馴なれ馴れしく肩を組んで俺を引っ張って行く団平。

「いいの新田。あんたの旦だん那なが連れて行かれるわよ」

「それが事実だったら大変だな」

「あ、ちょっと。加藤──」

「あ、うん」

　こういう打ち合わせとかの時、加藤は自分から積極的に参加してこない。それは、俺達に任せるって信しん頼らいだけじゃなくて、自分が役に立たないって思ってるんだろう。

「どうしたんだよ。これから沢山人を斬きれるんだぞ。楽しみじゃないのか？」

「そ、それは楽しみだけどっ！　そうじゃなくて──」

　楽しみなんだ……。そんな皆みなの心の声が聞こえてくるようだった。




　１階部分はドラゴンを倒した後の２週間程ほどで大体踏とう破はされていた。

　他のクラスの陣じん地ちが何処どこかというのは知らされて居るから迷う事も無いだろう。

　Ａ組の作戦は俺が殴なぐられたり、加藤が蝶野と競きそってるという私し怨えんからまずはＢ組を狙ねらう事になった。これが通ったのは、狙うクラスは何処でも良かったからだ。なら、加藤のやる気が出た方がいいだろう、という事情だ。

　１階の四よ隅すみに各クラスの陣地はある。１クラス30人、つまり６つあるパーティを１単位として攻こう防ぼうの作戦を練った。

　そしてＡ組は俺達「ドラスレ班」がＢ組にアタックを仕し掛かけて残り５班は防衛。その後の動きを見て展開を決める事になった。

「本当は本陣に丈は残って欲しかったんだけどなー」

　迷宮内、前半戦Ａ組陣地。教室より一回り広いくらいの広場がありそこで俺は丈に文句を言っていた。

「酷ひどいな、同じパーティの仲間なのに僕だけ置いて行こうとするなんて」

「何で赤坂くんは新田くんだけ残したいんですか？」

　やはりドラゴンビキニは恥はずかしいのか、初期装備の胸当て姿の加藤が聞いてくる。

「こいつは指揮官をやりたくないだけなんだよ」

　俺達のパーティは、あのドラゴンからの流れで俺がコマンダーをやっている。だからここに居る限り丈はただ１人の精せい霊れい術師で良い。

「それなら赤坂くんが残って全体に指示を出してもいいんじゃないですか」

「俺じゃダメ。〝ドラゴンを倒したのは加藤椎奈〟なんだ、説得力が無いよ」

　加藤椎奈の仲間で、簡単に言えば肉にく壁かべ。戦士の落ちこぼれ。あの戦いの手て柄がらは加藤と堀井に集中してる。少なくとも俺に素直に従ってくれやしないだろう。

「……それってもしかして、わたしがあんたの手柄よこしなさいとか言ったから？」

「んな事に気を回さなくても可愛かわいい女の子２人が生き残ってドラゴンに勝ったっつー噂うわさの方が広がりやすいよ──なんだその顔」

　堀井がもの凄すごいもの言いたげな目で俺を見る。

「何度も思うけど、あんたの見た目が新田じゃなくて良かったと思うわ」

「怜也は自覚が無いからなあ」

　何故なぜ俺はこの２人に足りない子のような目で見られているのか。

「ともかく。丈ならドラゴンスレイヤーの１人でなおかつ入試最さい優ゆう秀しゆうっていうお墨すみ付つきがあるからやりやすいし、その気になれば司令官でもなんでも上手うまくやれるからな」

　しかし大問題として本人にやる気が無い。

「買ってくれるのは嬉うれしいけど、怜也ほど上手くはやれないさ」

「どうだろうなー。集団戦だとお前の方が上手いかもしんないんだよなあ」

　ゲームの攻こう略りやくとかそういう意味ではなくて、文字通り〝人を使う集団戦〟という方向で考えると丈の方がきっと上手い。

「つーかよ、お前等カチコミに行くのに４人でいいのかよ。オレ一緒に行ってもいいぞ」

　防衛班に残った団平がこっちを気にして声をかけてくる。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。というか、万が一の備えを考えるとむしろ──」

　攻こう撃げきする必要は無い。状況が動くまで完全に引きこもって居ても良い。何しろ１対１対１対１なのだ。けれどもそれじゃ面白く無いから状況をかき回す為ために俺達が出向くのだ。

　それをきちんと伝える事は出来なかった。

『──１年の競技、陣取り合戦の開始です。カウントダウン、５、４、３──』

　迷宮内のスピーカーから競技開始のアナウンスが流れる。

　加藤だけではなく、皆自分の武器や手帳を手に息を吞のむ。

『２、１──はじめ』




　──その時、全すべての陣地で異変が起こった。




　──ぼこり。ぼこり。

　地面を掘ほって現れるようなエフェクトと共にモンスターが現れる。

　甲こう殻かくに覆おおわれ、細い関節で繫つながるその身体からだ。

　堅かたそうな顎あごに黒光りする頭部。巣穴を水みず攻ぜめにしたり埋うめる道は誰もが通っただろうシルエットが現れる。

「あ」

　周囲にボコボコとわき上がるそれに気づき、皆が声を上げ始める。

「赤坂くん、コレは──」

「アリだー！」

　そう。後ろ四足で立ち上がり前足で武器を持つとか、虫としてどうなのという感じではあるけれど、どこからどう見てもアリ型のモンスターだった。

「そんなん見ればわかるて！　なんなんこれ！」

「今のはゲーマーとして言わなきゃならない所だったんだ。ともかく、何だろうな」

　アリの出現は止まらない。地面から出て来てみれば俺達と同じ位──いや、中には明らかに大きい高さ２ｍを超こえるヤツも混ざって居た。

「ちょっとちょっと、どういう事よこれ……！」

「ははは、ココは僕らＡ組の陣地じゃなかったのかな」

　俺達は旗を中心に円えん陣じんを組む。Ｂ組を襲しゆう撃げきするとか、そんな事を言っていられる状態でもない。防衛とは言ったけれどＡ組の指揮は誰がどうとるか最後まで決まらなかった。それも俺が丈を残したかった理由だ。

「──予定通り、各パーティで対応！　旗を守ろう、行くぞ加藤！」

「任せてっ……！」

　俺達が動けば皆も動くだろう。それに期待し、加藤を伴ともなって俺達はアリ型兵士の群れに切り込んだ。




　──１年生全員参加競技・陣じん取どり合戦・前半戦

　結果・全ぜん滅めつ




　こうして俺達１年の午前の競技は全て終わったのだった。






















「全滅かー」

　みんな揃そろって全滅、そして控ひかえスペースに戻もどって来てやっと声が出た。

　Ａ組だけではなく１年生全体に重いムードが漂ただよっていた。

「……すみません、役に立たなくて」

「いや、加か藤とうさんが役に立たなかったら僕ら全員揃って無能だから」

　フォローなのか良く分からない事を言う丈じようも、普ふ段だんに比べて気が重そうに見えた。

「まあ、中身はともかく予想通りっちゃ予想通りだったけどな」

　何か仕掛けて来るだろうとは思ってた分はショックは無い。ただ、まさかそれが１年生を全滅させるような仕掛けだったとは。

「何なんだあいつら、本当によー。剣けんで斬れねえし、殴られるとやたらいてーし……」

「虫だからなあ。アリって自分の20倍以上の物を運べるって言うし」

　男子の平均で考えると１トン以上の物を動かせるって事だ。まあ、その基準が当てはまるかどうか知らないけど。

「──アリの兵士相手に、加藤なら勝てる。けど他ほかの戦士じゃサシじゃキツイ、と」

「まーな。オレだってすげー強くはねえけど、戦士ん中じゃそれなりだぜ？」

　態度は軽いけれど、こう見えて団だん平ぺいは１年の中じゃかなり強い方だ。それでもアリ兵士１匹ぴきと相打ちにすら持っていけるかいけないか。

　そのアリ兵士が地面からそれこそ無限かと思えるペースで湧わいてくれば全滅もする。

　しかも手帳で中の様子を見る限り、１階に出現したその虫共は消えずに居座っていた。

「やっほ───うっわ、こっちも滅め茶ちや苦く茶ちや暗いじゃん！」

　そしてその空気の中、かるーい調子で蝶ちよう野のが昼飯片手にやってきた。

　今は昼休きゆう憩けいの時間で、飯の時間だ。クラスを跨またいで飯を食ってもだれも咎とがめやしない。というか、そんな気分になってなかった。

「おう。こっちもってやっぱりＢ組も似たような感じか」

「そそ。っつーか１年全体がこんな感じ。どこもかしこも自分の陣じん地ちにモンスターがわっさあ出て来てそのまま全滅ってね。ウチのトコもハチみたいなのがブンブン飛んでてキツイのなんのって」

「……ハチ？　アリじゃなくて？」

「あれ、Ａ組は違ちがうの？　もー大変だったんだって。飛ぶから武器届かないし、針飛ばしてくるし、つっこんで来るのもいるし」

「クラスによって、出て来たモンスターが違う……？」

　てっきり、アリの大行進が起きて埋め尽つくされたと思ったのだけど、どうやらそれだけじゃないらしい。

　けれどそれが事態を好転させる事にはならない。むしろ、対策が増えたとも言える。

「……ハチの方が、刃はの通りは良いかなあ」

　ぽつりと加藤がつぶやいた時だった。

「あーもう！　まだ空気が重いっ！」

　昼休みに入るなり、別の所に行っていた堀ほり井いが帰ってきた。

　──チア姿で。

「わ、瑞みず樹きちゃんかわいい！　ナニソレ、どしたの」

　それを見た加藤が子供みたいにテンションを上げる。どうやら居ない間に着き替がえに行ってたらしい。そして堀井のチア姿を見て、男子も少し嬉しそうな楽しい気配になっていく。

「どうしたのって、午後の最初は応おう援えん合戦からでしょ？　わたし女子の応援団だもの……え、加藤もしかして気付いて無かった？　練習とかしてたじゃない」

「いつもダンスの練習とかしてるから、それだと思ってて」

　堀井はちゃんとアイドルとしてのレッスンもしていて、ダンスや発声の個人練習をしてるから勘かん違ちがいしたのも仕方ない。

「……ま、ちゃんと言って無かった気はするけど。おい男子共、この後ちゃーんと応援してあげるんだから少しはやる気出しなさいよ」
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　ポンポンは持って居ないけど、チア姿でヘソも出した堀井に上から仁に王おう立だちで叱しつ咤たされて、流石さすがにうつむいてはいられない。

「──って、こっちの２人はそんな落ち込んで無いわね」

　俺は予想してたし、丈もタフだから他の皆みなよりは元気だった。

「僕らも落ち込んでたら応援して貰もらえたのかな」

「そりゃ落ち込んでたらね。でも新につ田たは絶対そんなトコ顔に出さないでしょ？」

　堀井の言葉に丈は肩かたをすくめる。

「……しまった、もうちょっと暗い顔をしておけばよかったか」

「──赤あか坂さかくん？」

　俺が思わずこぼした言葉に、加藤がぴくりと──微かすかな威い圧あつ混じりで反応してくる。

「くぁああああ───！　怜れいクン、チア好きかー！　その手があったなら面めん倒どうとか言わないで誘さそわれた時に応援団やっとけばよかったー！」

　そして横で蝶野が頭を抱かかえてすげえ後こう悔かいしてた。

「……赤坂、あんたチア好きなの？」

「わ、割と」

　ウチの学校のデザインは学校的じゃないというか、やぼったさが無いというか。堀井のチア服もアメリカのチアチームみたいで、ヘソも出てるしスカート丈も短いしで、平たく言うとなんかゲームのコスプレみたいでドキドキしてしまう。

　そんな俺を知ってか知らずか、腰こしを折って前まえ屈かがみになると俺の顔をのぞき込んで来る。

「──あんたってコスプレっぽい服好きよね？」

「き、着てる人に似合ってるのが大前提デスヨ？」

　目を逸そらしてしまうと、堀井だけじゃなくて、加藤と蝶野にもジト目を向けられる。

「んで、どーすんの。あんたこのまま泣き寝ね入いりするような根こん性じよう無なしじゃないでしょ」

「もしかして俺、期待されてるのかな？」

「そうね。一いつ緒しよにドラゴンと戦った仲だもの、赤坂ならどうにかするんじゃなんて期待くらいはするし、応援しろっていうなら個人的に応援してあげてもいいわよ？　する？」

　むしろ淡たん々たんと言うその様子と信しん頼らいに、男子勢から嫉しつ妬とのオーラを浴びる。

「すげえしてもらいたいんだけど、今それやると迷めい宮きゆうの外でもボコられそうなんで延期で」

「延期かよ!?　独り占じめかっ！」

　団平はじめ男子からブーイングが上がる。

「うるせえー！　俺はこれからあのモンスター共を全滅させて堀井に褒ほう美びで応援してもらうんじゃあー！」

「応援して貰う為ために頑がん張ばるとか、逆じゃねえか！」

　意外と元気の出て来た男子にもみくちゃにされながら、その中にこっちから飛び込んで埋うまって行く。

「……ま、上手うまくやったらそのくらいしていいけど──ねえ、加藤？」

　急に呼ばれて加藤が背をびくんと伸のばす。

「え、あ。ハイぃ。赤坂くんなら、何とかしてくれるんじゃないかなーって」

「へえー。怜れい也やも随ずい分ぶん期待されてるな？」

　ニマニマ笑って、もみくちゃにされた俺を丈がひっぱりあげる。

「当然、攻こう略りやくする。当たり前だろ」

「──怜クン出来るの？　だって１年全ぜん滅めつしてんだよ」

「その程度で何言ってんだ──勝つまでやるんだよ、やり直せるんだからな？」

　──後に堀井曰いわくこの時の俺は「あんたの目が正気じゃなかった」との事だ。

「だけど、どうすんだよ赤坂、あのアリ共洒落しやれになんねーぞ」

「情報を集める。この迷宮に限って言えば攻略法は必ずある」

「……そんなに瑞樹ちゃんに応援してもらいたいん？」

　加藤も本気でそうは言ってないだろうけど、珍めずらしく皮肉を感じる。

「そりゃ終わった後のお楽しみだな。そんなん関係無くて、目の前でイベントが起きたんだから全力でクリアするに決まってんだろ──ゲームとの勝負だよ」

　俺はゲーマーだ。

　そしてこの迷宮は攻略法が用意された理り不ふ尽じんなイベントが起きる。

　だったらその攻略法を見つけて「クリアしてやったぜ！」って快感が欲しい。それだけの話だ。

「こいつ、ホントに色気よりゲームなのよね。自信無くしそうだわ」

　そんな堀井に、俺はすまんとも何とも言えなかった。

　その横、加藤が元気無く笑いを浮うかべて居た。
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「で。あのメガネと腹黒はとっとと情報集めに行った訳だけど──」

　Ａ組のスペースに残ったのは椎しい奈な、瑞樹、それにアイの３人だった。

　レジャーシートの上に並んだ弁当は、瑞樹とアイの分は学食で買えるランチバッグで、椎奈の物だけが二回りほど大きい弁当箱。その中にはおにぎりがぎっしり詰つまって居た。

「あれ。カトーもしかしてそれ、怜クンの為にお弁当作って来たとか、そういうの？」

「あ。１つくらい渡わたせば良かったかなあ」

「……ソレ全部加藤の分よ。今日はいつもよりちょっと多いけど」

「へ、へぇ……？」

　一家族分ほどは有りそうな量を前に、アイは薄うすく笑いを浮かべてしまう。

「加藤は何でさっきから元気無いのよ」

　レジャーシートの上で一番姿勢が良いのは正座で背筋を伸ばす椎奈。アイは正座を崩くずした横座りで、１人スカートの瑞樹があぐらをかいていた。下はスコートとはいえ、こういう所で元とはいえ体育会系の癖くせが出る。

「……さっき、また負けてがっかりさせたかなあって」

　後悔し落ち込んでいるのは確かなんだろう。けれどおにぎりが消えるペースが落ちない、というか何処どこに消えてるのか、胸か。そんな事をアイと瑞樹は思ってしまう。

「負けって、じゃあどーすればカトーの勝ちだったの。１人ででも生き残ってあの虫のモンスターを全滅させたら？」

「それは、多分無理だけど……」

　椎奈はドラゴンの時のようにゲップ一発であっさり負けた訳ではない。むしろ剣けんの範はん囲いに入ったアリ兵士は首か手が飛ぶような人間フードプロセッサーのような活かつ躍やくを見せた。

　だがしかし多勢に無勢。それに椎奈の戦い方をフォロー出来る生徒はおらず、孤こ立りつした所を囲まれて、そのまま虫に集たかられて圧死した。

　相あい性しようの問題もある。神経の都合か虫は斬きられても痛みでうろたえないし、首が飛んでもしばらく動く。一いち撃げき必殺であろうと相手は動き、そのまま押し切られた。

「さっき、蝶野さん言ったでしょう。１人で全部斬る事なんて出来ないって、だからもう今日は役に立てんのかもなぁって」

「……まあ、加藤の言う通り。ドラゴンみたいな１匹ぴき倒たおせば良いような強敵じゃないし、極論で言えば加藤が居なくてもあのメガネなら何とかするかもしんないけど」

　瑞樹の容よう赦しやのない言葉に椎奈はショックを受ける。自分でも気付いて居た事を再さい認にん識しきしただけとも言う。

「ちょ、ちょっとちょっとホリィ。言葉キツくない？」

「事実よ。あのメガネ、ゲームに関して言えば誰だれよりもリアリストなのよ。手段は選ばないし、ドラゴンの時に関して言えば〝わたしは居なくても良かった〟って思ってた筈はずよ」

「──だ、だって。あの時、わたし達２人に手伝って欲しいって言ってたよ？」

「加藤は絶対必要だったから。別にあいつも悪人やりたい訳じゃないし、足りない部分はわたしでも大だい丈じよう夫ぶだった、そう思ってただけの話でしょ？」

　ドラゴンを倒す打ち合わせの際、瑞樹はそれを実感していた。怜也は瑞樹に対して、普ふ通つうに癒し手で出来る事しか注文しなかった。椎奈や、あるいは術師なのに囮おとりに使った丈のような、特別な起用法をしていない。

　それに勝手に腹を立て、ついつい反骨心でドラゴンの牙きばをへし折ったのだ。

「あいつは良いヤツよ、友達だと思ってる。だけど加藤、あんたも──あと蝶野さんも赤坂が手に負えない八方美人だって気付いてるんじゃないの？」

「うーわー、ホリィそういう事言う？」

　何も瑞樹は楽しくてこんな話をしてる訳じゃない。ただ、アイが居るのも都合が良かったし、伊達だてにこの物ぶつ騒そうなルームメイトを１ヶ月見て来た訳じゃない。その悩なやみも大体の見当がついていた。

「……うん。赤坂くんは、優やさしくて……その、優しいし」

　椎奈だって、ただ能天気に飯を食って剣を振ふり回してるだけじゃない。どうして怜也は自分に優しいのか、考える時だってある。

　──自分は１年最強の戦士だ。そして怜也はとにかくこの迷宮を攻略したい。

　だから、優しいんじゃないか。

「（ま、加藤が不安を感じてるのも特別扱あつかいして貰いたいって事なのかしらねー）」

　瑞樹の周りに今まで怜也みたいな男友達は居なかった。本人は否定するかもしれないが、結局は瑞樹も丈と同じような居い心地ごこちの良さを怜也に感じて居た。

「（ただ、散々優しくしといて、それが自分だけじゃないって気付いた時に不安にさせるとか。アレが悪人だったらどんだけ酷ひどい事になってたか）」

　ついでに言えば、怜也はゲームに関しては誰よりもリアリストだ。色気よりゲームは冗じよう談だんでもなんでもなく、ゲーム攻略の為にどうしても選ばなければならないなら女を捨てるだろうと瑞樹は確信していた。

　──椎奈も、それは薄うす々うす感じて居た。

　どこまで怜也にその自覚があるか知らないし、優しい──人を否定しないのは元々の下地だろう。けれども、周囲とギスギスして上手く行く事なんて何も無いし、それならば上手く回した方が良い。そんな怜也の〝理由〟を垣かい間ま見みてしまっている。

　それは例えば、美少女にしか見えない体の弱い親友が居たから身に付いた事だろうし。あるいはゲームに命を賭かける身として、周囲に軽かろんじられない為に身に付けた事だろう。そんな事を怜也を見ていた同じパーティの３人は──そして、監かん察さつ役のアイは気付いて居た。

「どうしよう、瑞樹ちゃん、蝶野さん。わたし、赤坂くんに──剣けん士しとして、がっかりされたくない」

　その言葉に、瑞樹もアイも肩が落ちてコケそうになる。

「な、ななななな、加藤!?　あんたソコなの!?　もっと、こう、無いの!?」

「え、ええ？　だ、だって。いつも戦士だなんだって偉えらそうにしてるのに、結局斬るもんも斬れんかったら、恥はずかしくて……」

「じゃあ斬るもの斬ればいいじゃない、モンスターでも他ほかの戦士でも何でも」

　向こうから「やめろぉ！」という戦士一同の悲鳴が聞こえるけれど瑞樹は意図的に聞かなかった事にする。

「好きにすればいいのよ。あいつの優しい所に甘えてるって思ってるなら、もうとことん最後まで甘えればいいのよ」

「……それって良いの？」

　アイがおずおずと瑞樹に聞く。

「いいのよ。甘い顔してんのはあのメガネなんだから。こっちが全力で甘えた時に文句言ったら言い返してやればいいのよ。『お前が甘えさせるから』って」

「だ、ダメな男の言い訳にしか聞こえないよホリィ……」

　軽く引くアイだが、瑞樹は至って本気だ。それに、彼女なりに思う所がある。

　加藤椎奈は、不器用だ。

　そして恵めぐまれた容姿から繰くり出される現代にそぐわない人ひと斬きりスピリットを受け止められる男がどれだけいるのか。

　もしも怜也が受け止められるなら、それは良し。受け止められないならそれはそれで良いんじゃ無いかと思う。出来るか出来ないか分からないのが一番良くない。

「横見なさい、加藤よりよっぽど遠えん慮りよしてないのがココに居るでしょ」

「し、してる！　ある意味カトーより遠慮してる！」

「方向性が違ちがうだけよ、何言ってんの」

　大上段から斬り捨てる瑞樹。

「……あのさ、ホリィ。いっこ聞いていい？」

「何。まさか新田みたいにわたしが赤坂の事気にしてるかどうかとかつまんない事聞かないでしょうね」

「じゃなくて。なんでそんな男らしいのにアイドルやってんの？」

「男らしいって言われるのがイヤでアイドル始めたのよ!!」

　それはもっと根本的な問題じゃないかなあ。

　口には出さずとも、蝶野だけではなくＡ組の心が一いつ致ちした瞬しゆん間かんだった。
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　──俺と丈は手分けをしていた。何しろ午後の競技が始まるまで時間が無い。

　俺は今の段階で出来る準備を、そして丈はクラスの代表を集めての情報交こう換かんとこれからの方針の話し合い。

　流石さすがにこれを逆には出来ないのもあって、丈は渋しぶ々しぶ引き受けてくれていた。

　その情報交換も、さっきの布石や１年全滅という事態。そしてそもそもドラゴンが出現した時に連れん絡らく先を交換してた事もあって予想以上に早く始まって居た。

「元々、学校側もこういう事態と行動を想定してたとしか思えんのだよなー」

　手帳を開けば、学校側のサーバーに用意された情報共有サイト・今年度１年用のページが続々と埋うまって行く。

　共有されていく地図とモンスターの情報。それは丈が交こう渉しようの席で引っ張り出したからこそ埋まって行く物だった。

「やっぱ人前に立ったり喋しやべったりはあいつに任すべきだよな」

　一体どんな話し合いが行われてるのか知らないけれども、俺は購こう買ばいに行ったりしつつ、その増えて行く情報にあわせてこれからの予定を練っていた。

　メインで考えるのは今回の攻こう略りやく法。

　そして色々なケースに合わせての準備をしておくに越こした事は無い。

　──そう、何が起きても対処出来る限りはする。

「やっほ、怜クン。来てくれてありがとね」

「蝶野か。何か用か？」

　俺はその準備の最中、蝶野に呼び出されていた。どうしてもやらなければならない事があって、少し遅おくれたけれど校舎裏で蝶野は待って居た。

「女の子が男の子をこっそり呼び出してるのに、何か反応薄くナイ？」

「それが本当だったら良いと思うんだけど。そういう話なのか？」

　蝶野の様子がいつもと違う──なんて気づくのは、間違い無く紺こんとか丈とか普ふ段だんから笑え顔がおで色々企たくらむやつが側そばに居たおかげだろう。

「──そういう話でも良いよ」

「蝶野？」

「なんて思ってたんだけどねー。さっきカトーとホリィとゴハン食べてる時に少し考え直したんだよねー」

　そういうと蝶野は俺の方に歩み寄り、正面から抱だきついて来る。

「……どうしたんだ」

　普段のオープンな様子はなりをひそめ、しおらしくしてくる様子に戸と惑まどってしまう。今も俺にくっついていいものか迷って居るようだった。

「……怜クン。ちょっと甘えてもいい？　アタシのワガママ、聞いてくれる？」

　２人と何を話したのか気になる。ただそれ以上に今の蝶野をほっとけなかった。こういうのは全然慣れて無い。これでいいのか、と思いつつその肩かたと頭をそっと抱き締しめる。

「……女って狡ずるいよなあ」

「あはは、そうそう。女なんだから武器の１つも使わないと、ね？」

　俺から少しだけ離はなれ、顔を見上げてくる。

「……終わったら、さ。ほんと、何でもするから」

「男相手にする約束じゃないな、ソレ」

　なんて冗談めかしていうけど、蝶野は微かすかに笑う。

「──いーよ。〝そういう事〟でも」

「……おいおい」

　蝶野は冗談なんて言ってない。今までと違い過ぎる様子に戸惑ってしまう。

「怜クンはゲームに命かけてるんでしょ、ならそんくらいしないと、ワリあわないし」

「……なら俺は何すればいいんだ」

　蝶野は俺にそれを伝えるのを躊躇ためらった後。

「──アタシのゲームに、付き合って」

　そう蝶野は言い、俺の手を引いたのだった。






















「ゲーム」は今に始まった物じゃなかった。ただルールが変へん更こうになっただけ。

　そして参加者にその連絡は直すぐに届いた。

「──瑞みず樹きちゃん。赤あか坂さかくんが、さらわれました」

「はぁ!?　どういう事、何してんのあのメガネ」

　ポンポンを手に昼食の後に応おう援えんの練習をしていた瑞樹が声を上げる。

「蝶ちよう野のさんとの勝負の続きです。蝶野さんが、赤坂くんを連れて迷めい宮きゆうに入ってて。わたしが見つけて取り返せればそれで勝ちだって……あと、他ほかの人には言っちゃダメだって。わたしの事を信じるから、とか色々──」

「はあ……誘ゆう拐かいじゃないってのはほっとしたけど。随ずい分ぶん勝手な」

「……こんな時に、こんな連絡をしてきたって事は。蝶野さん、やっぱり──」

「ま、そうね。何か目的があって加か藤とうだか赤坂だかに近づいて来てたんでしょうね。そもそもあのメガネがそんな２人も３人も相手にモテる方がおかしいのよ」

　今、人数がおかしくなかったかなーと椎しい奈なは思うけれど良いタイミングで言えない。あと、そのカウントに含ふくまれてるのが瑞樹なのか丈じようなのか紺こんなのか。

「──応援、終わったら準備しないと。助けにいかなきゃ」

「あ、あの。瑞樹ちゃんにも、甘えて良い？」

「……何よ」

　さっき甘えるだけ甘えろと言ったし、椎奈の面めん倒どうをそれなりにみてる自負もあって瑞樹はイヤだとは言えない。

「あの鎧よろい着るから。準備、手伝ってくれる？」

　良いの、と瑞樹は聞き返したりはしない。あの格好を仲間以外の男どもに見せるなんてもったい無いとは思う。けれど椎奈が決めた事だ。

「終わったらちゃんと赤坂に調節してもらうのよ？」

　そう言う瑞樹、そして椎奈の手帳に同時に着信する物があった。




　同じ頃ころ、丈の手帳にも同じ物が着信していた。

　それは怜れい也やからのメッセージといくつかのデータだった。

「どうかしたんですか？」

「──ウチの参さん謀ぼうからちょっとね？」

　クラスから１人か２人ずつ集まっての打ち合わせの最中丈は思っていた事があった。

　怜也を表に立たせるのは、確かに無理だ──と。

　ドラスレ班に居る最さい優ゆう秀しゆう１年生。そういった立場があってこその発言力を今いま更さらながら実感する。そして想像以上に、自分達の功績を知らない。

　そこに全すべての作戦立案をした司令官が居た事も知らないようで、何が代表だ──なんて胸の内で皮肉げに笑う。だけどまあいい。

　もう一つ思うのは、自分が表に立ってでも怜也の思うままに動かしてみるのは楽しいんじゃないか、なんて想像だ。

　自分が傀かい儡らいで単なるスピーカーになってでも、あの怜也の思うままに盤ばん面めんを動かしたらどうなるのか。この迷宮に潜もぐり、こんな大規模戦せん闘とうが起こったからこそ見てみたいと思った。

　それは紛まぎれも無くあのドラゴン戦があったからこその望みだ。

　ゲーマーという自分に馴な染じみの無い生き方をしている友人の描えがく盤面が見たい。今回、この話し合いの最中それが叶かなうかと思っていたのに。

　怜也から送られて来たのはデータと短いメッセージだけ。こっちは色々頑がん張ばって引っ張り出した情報を流したのに、怜也から細かい攻略法は一いつ切さい無し。

　ただ一言、丈に対しては「適材適所で頼たのむ」とだけ送られて来ていた。

　それを見て、軽く息を整え──頭のスイッチを切り替かえる。

　今の今まで、怜也にぶんなげて自分は現場で動けばいい、そんなつもりでこの話し合いに臨のぞんで居た。その為ために必要な用意はするし、手を抜ぬくつもりもない。しかしそれが叶わなくなった上に〝任された〟のだから、やる事をやらなければならない。

　つまり、お飾かざりから本物の司令官をやらなければならない。

「状じよう況きようを整理しよう」

　情報を怜也に届けるだけじゃない、それを自分で使わなければならない。そして丈がそんな気持ちの切り替えをしたとは誰だれも気付いていない。




　──１階の四よ隅すみ、Ａ～Ｄ組全ての陣じん地ちでモンスターが発生した。

　Ａ組はアリの群れ。

　Ｂ組はハチや蝶ちようといった飛ぶ虫。

　Ｃ組はカブトムシ、クワガタ、カマキリの強個体。

　Ｄ組はクモが現れ巣を作った。




「数で言えばＢ組が圧あつ倒とう的。Ｃ組は逆に３匹びきだけにやられたんだな？」

「はい、そうです。うちのクラスは術師が多くて庇かばいきれないまま全ぜん滅めつしました」

　Ｃ組の代表として来た髪かみの長い魔ま術じゆつ師しの女子が悔くやしそうにそう言う。

「我々の所はクモだ。前衛が糸で搦からめ捕とられてそのまま押し切られた」

　Ｄ組の代表は背が高く細い精せい霊れい術師の男子だった。神経質そうだが丈の見た限りここに集まった代表の中では１番頭の回転が速い。

「ウチは飛んでるヤツばっかでね。ぜんっぜん降りてこねえ上に、偉えらそうなのがもっと上に居てソイツが指示出してるみたいだったぜ」

　Ｂ組の代表は無口な男子で、ついてきた筋肉質の女子が言う言葉に対しそのまま頷うなずいている。何で代表に選ばれたのか後で聞いたら、それでもやる時は頼たよれるから、だそうだ。

「Ａ組はアリだ。地面から無む尽じん蔵ぞうに現れた。数、強さで言えばＣ組に現れた強個体３体ほどではないし、飛んだり糸を吐はいたりはしない。しいて言えばギ酸を吐いたくらいだった」

「──しかし平均的に強い、そして数も多い。厄やつ介かいな場所だな」

　Ｃ組男子が言葉を引き継つぎ、まとめたデータを表示する。




　アリ兵・強さＢ・数Ｂ・備考、ギ酸。

　ハチ類・強さＤ・数Ａ・備考、飛行、飛び道具、指揮官。

　強個体・強さＡ・数Ｄ・備考、極きわめて強力。

　クモ巣・強さＣ・数Ｃ・備考、既すでに敵の巣。糸が強力、増えて居る可能性大。




　そしてそれぞれのモンスターと戦った生徒から、詳くわしいデータが寄せられ、ツリー下に情報が増えて行く。

　──[image: 120]人が揃そろって全滅、そのまま迷宮は占せん拠きよされ次の競技もできない。学校側からのアナウンスは何も無い、つまり自分達でどうにかしなければならない。

　そんな状況をこの迷めい宮きゆう学園に集まった15歳達は許せなかった。他ほかの誰かに情報を渡わたす不利よりも、誰かと手を結んででも自分達をコケにした虫共を全滅させる……！

「決着は僕ら１年生の手でつけられるべきであって、こんな迷宮内の虫に邪じや魔まされて終わる訳には行かない──それを共通認にん識しきとして話をすすめたい。異存は無いね？」

　丈の言葉に集まった皆みなが頷き、そして彼らの反はん撃げきの為の話し合いが始まった。
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　午後に入り、１年生の競技が時間通り始まっていた。

　しかし虫型モンスターが通路にまで蠢うごめく今、それをそのままやろうとする１年生は誰１人いない。

　そして今、怜也達がドラゴンと激戦を繰くり広げた１階の大広間に１年生が全員集まっていた。

「や、ゴメンゴメン！　応援団の事すっかり忘れてたわ！」

　Ｂ組の副代表だった筋肉質の女子が遅おくれてやってくる。午後１番の応援合戦をすっかり忘れて会議に没ぼつ頭とうしていた彼女だが、実は１年女子応援団の団長だった。

　あわただしくガチャガチャと鎧の音を立てながら合流してくる。

「──さて、全員揃ったかな」

　あの会議を仕切った事もあり、皆の前に立つのは丈だった。その周りに各クラス代表達が並び、皆と向かい合っていた。

　そこに集まる１年は皆、戦闘準備を終えていて、張り詰つめた空気が満ちて居た。

「折角の体育祭にどうしてこんな事になった、そんな事を思ってる人も居るかもしれない。けれどそれは大きな間ま違ちがいだ、これは最初から学校側が予定していた〝イベント〟だ」

　その言葉に少なく無い動どう揺ようが走る。ドラゴンと同じく、誰かが起こした突とつ発ぱつ的な事故かもしれない。そもそも競技をちゃんと進行出来なくする意味があるのか、と。

「最初から仕組まれていたと思える事も多い。ただそれを今話しても意味が無い、必要なのはあの虫を壊かい滅めつさせて１年生の体育祭を僕らの手に取り戻もどす事だ──そうだろう」

　鼓こ舞ぶするような気合いも無い、けれども丈の声は通り、その一言一句が聞き取りやすい。

「（……その気になればホント、何でも出来るのよねアイツ）」

　チア衣い装しようのまま、上から防具を着けた瑞樹が呆あきれた顔をする。その横には、首から下をまるでてるてる坊ぼう主ずのように『防具・ボロ布のマント』を羽織った椎奈が意識を集中させていた。

　この場に──蝶野アイは居ない。

　そして椎奈は丈の言葉も聞いては居ない、その先の目標にだけ集中していた。その無言の椎奈１人が放つ殺気にも似た緊きん迫ぱく感かんに、Ａ組は唾つばを飲んで居た。

　ドラゴンスレイヤーがお怒いかりでいらっしゃる、と。

「敵はモンスターだけだ。邪魔をする虫を綺き麗れいさっぱり駆く除じよした後に、改めて僕ら生徒だけで競きそい合おう──」

「──行くぞお前らぁあ！」

「「「うぉおおおおおおおお[image: !!!!]」」」

　丈の言葉を引き継ぐように女子団長の彼女が雄お叫たけびを上げる。それに呼応するように怒ど号ごうのような響ひびきが返ってくる。

　──そういう気合いを入れるのは苦手だな、と丈が一いつ瞬しゆん気を抜いた時だった。

「新につ田た、上っ──！」

　瑞樹の声に丈は反応が遅れる。

　この広間は吹ふき抜けになっていて、ドラゴンが移動していたように１階のいろんな場所に繫つながっている。

　瑞樹が見つけたのはＣ組が遭そう遇ぐうした３体の強敵のうちの１匹ぴきだった。立ち上がったクワガタのようなその怪かい物ぶつは、羽音を響かせて天てん井じようの陰かげから一直線に落下して来る。

　その頭の大バサミで狙ねらうのは、この場のリーダーの丈だ。横に居たＢ組の代表も剣けんに手をかけるのがやっとだった。Ｃ、Ｄの術師２人は手帳すら構えていない。

「──団長、ジャンプ準備！」

　横に居たボロ布を羽織った椎奈が動いた瞬しゆん間かん、瑞樹が一いつ緒しよに練習をした女子団長に声を飛ばすと、反射的に膝ひざを落とし宙返りの土台になるためバレーのレシーブを受けるような姿勢に入る。

「支えて──」

　そこに迷い無く飛び込む椎奈は、女子団長の太もも、腕うで、そして肩かたを足場にして飛び上がる。──次の瞬間、ボロマントは翻ひるがえりドラゴンビキニ姿の椎奈が巨きよ大だいクワガタの首に抜き放った両手剣をたたき付けていた。

　剣は関節の隙すき間まを捉とらえ、首半ばまで食い込み──そのまま落下の衝しよう撃げきに体重を加えて無理矢理に叩たたき落とした。

　硬かたいカボチャを包丁で切るように力を込めると、ゴトリとクワガタの首が落ちる。

　そして椎奈が立ち上がり、マントの裾すそで虫の汁しるを拭ぬぐい剣を収めるまで広間は水を打ったように静かだった。

「──新田くん、怪け我が無い？」

「あ、ああ。助かった、ありがとう」

　立ち上がる丈もとまどい気味だ。真横に転がるのは間違い無く強敵と言われたモンスターの１匹で、不意打ちをしかけてきた。

　だがしかしドラゴンスレイヤーは即そく座ざに反応して一いち撃げきで仕留めた。

　しかもビキニアーマーで。

　──しかも、ビキニ!!　ビキニで[image: !!!]　色々な事が起こりすぎて上手うまく発散できない、そんな感情が広間の中に満ちあふれる。

「……行こう。赤坂くんがまっとる」

　うながし、迷めい宮きゆうの奥へ進む椎奈。先を焦あせっているのか、と思ったら。丈はその顔が真っ赤になっている事に気付いた。

　こんな人前であんな派手にビキニアーマー姿を晒さらした事が恥はずかしくて、とっとと行ってしまいたいのだ。

「そうだな、とっとと行ってその格好を怜也に見せてやんないとな──」

　向こうは出鼻をくじこうとしたんだろう。けれどその目もく論ろ見み通りにはいかなかった、こっちにはドラゴンだって斬きり殺す女が居るんだぞ──！

「あっはっはっは！　やるじゃん竜りゆう殺ごろし！　負けてらんないよ、あんた達!!」

　足場にされた女子団長は恐おそろしい程ほど上じよう機き嫌げんで、獰どう猛もうな笑えみを浮うかべると椎奈に続いて迷宮に飛び込んで行った──。




　──その頃ころ、俺と蝶野も迷宮の中に居た。

　ここまで虫型のモンスターとすれ違ちがう事もあったけれど、襲おそわれる事は無かった。

　今、俺達が居るのは１階の最さい奥おう。しかも恐らくは、今まで誰も見つけて居ない隠かくし扉とびらの奥にあるスペースだった。

　教室よりも一回り広いスペースのそこには、巨大な卵があり、時折中で何かが動いているような気配があった。

　……やっぱりココ、隠し部屋あったんだなあ、そんな事を思いながら辺りを見回す。

　卵は巨大で、中身が出て来るとすればそれはアリの兵士に比べて２倍以上の大きさになるだろう。下手をするとこの間殴なぐったドラゴンよりも大きいかもしれない。

「で、コレが今回のイベントの時限式のボスって訳か」

「何で見ただけでそこまで分かるかなー」

「見れば分かるだろ、こんなもん」

　時限式でなければそのままボスをおいて置けば良い。あるいは目の前で孵ふ化かする演出が欲しかったのかもしれない。

「ここまで来たんだ、予定を教えてくれてもいいだろ」

「……ま、いっか。この卵は今、怜れいクンが言った通り時間で出てくるボス。止めるには出てくる前に壊こわせばオッケ、孵化前に割れば激ヨワだから、どうにでもなるよ」

「……激ヨワっつっても俺１人じゃ倒たおせないんだろうなあ」

　この巨きよ体たいだ。勝手に崩くずれてくれるとかじゃなければ厳しいだろう。

「つっても孵化したらこないだのドラゴンより強いからね。そんで、そのドラゴンを怜クンに倒されて予定が狂くるったんで学校側としても出来ればコイツは孵化させたい」

「──つまり、時間内にここにたどり着いても即そく割れるって訳じゃないのか」

「そ。だからアタシが邪魔をする。見た目は変えさせて貰もらうけどね」

　そう言って蝶野が手帳を弄いじると、一瞬で見た目が仮面をつけた女忍にん者じやめいたファンタジーな物に変わった。蝶野はその仮面を横よこ被かぶりにして俺に顔を晒す。

「って感じの流れ。陣じん地ちのモンスターにヒーヒー言ってるとトンデモ無い目に遭あうってスンポーよ」

「例えば俺が今、ここでこの卵をかち割ったらどうなる？」

「させないって。ついでにいうとその場合、怜クンをボコって死神に引き渡さなきゃならないから出来ればやめてね？」

「しょうがない、それなら大人しくするか」

　俺は手近な出っ張りに腰こしを下ろすと、蝶野が呆れた顔でこっちを見る。

「アタシの隙すきを突ついてとか考えて無い？」

「そんな事させたくてわざわざ俺を連れて来た訳じゃないだろ。それに死神に引き渡されたら蝶野と話もできやしない。何かするなら仲間が来てからにするさ」

「……誰だれか来るって信じてるんだ？　でも怜クン抜ぬきでココに来られるかな」

「さあ、その時が来れば分かるさ。流石さすがに今直すぐには無理だと思うけどね」

　俺の態度に蝶野が不思議そうな顔をする。

「……怜クン、もっと怒おこると思ってた。折角楽しい迷宮攻こう略りやくなのに邪魔すんなって」

「言う通りにすれば蝶野が後で良い事してくれるからなー──ってのは冗じよう談だんとして」

　ここでそれを言うと、思い詰めた様子の蝶野は本当に後で何かスゴイ事をしかねない。

「蝶野がここの学園長本人で全部のイベントの設計しててこうしたってんなら文句もあるけど、誰かの手伝いしてるだけだろ？」

　加藤達とこんな楽しそうなイベントを攻略出来ないのは本当に残念だ。ネットゲームでイベントが始まったのに、お前こっちなってその経過だけ見せられてるようなもんだ。それに対しては後で運営側に文句もたっぷり言うつもりだ。

　けれど、その手伝いをしてるだけで主犯じゃない蝶野に怒るのは筋すじ違ちがいだ。

「ただ、折角なんだ。ちょっと話しないか？」

「……話？」

「どうせ誰かが来るにしても時間はかかるんだ。今まで蝶野の事をちゃんと聞いた事無かったからな」

　気にならなかった訳じゃない。けれどいつでも蝶野はその辺りの話になるとあれやこれや、胸を押しつけてきたりしてはぐらかしてきた。

「ここでこんな状じよう況きようになったんだし、そうじゃなくてもお前の事もうちょっと知りたいって思うんだよ」

「……ホリィの言ってた意味が分かった。怜クンって自覚無く女の子に思わせぶりな事いうよね」

「ついに堀ほり井いまで紺こんみたいな事を言い出したか……」

　俺に対する正しい認にん識しきというやつなんだろうか……。

「でも、いいよ。アタシの事で良ければ、ハナシたげる──」
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　元Ａ組陣地。

　現在はアリ型の兵士モンスターが跋ばつ扈こするまさに蟻ありの巣と化していた。

　ここに挑いどむのはＣ組、髪かみの長い女術師が代表を務める術師の多いクラスだった。

「入り口、死守！　蟻共を部屋から出さないで下さい!!」

　怜也よろしく、巨大な盾たてを構えたＣ組の男子戦士達が入り口にみっちりと詰つめて通路への進出を阻はばむ。

　ここまでのモンスターは既すでに掃そう討とう済みなので、危険なのはその盾を持った戦士だけだ。たとえギ酸を飛ばされても、盾で防ぎ、あるいは後ろに控ひかえた癒し手がそれを回復する。

　そして行うのは──術による遠えん距きよ離り攻こう撃げきだ。

「代表！　奥に居る蟻が何か餌えさみたいの運んでて、ソレ食ったヤツが元気に酸吐はいてるっすよお!!」

　ぴょこぴょこと元気に跳はね回る斥候の少女の報告を受けて、女子代表が杖つえを向ける。

「皆みなさん、奥の回復役から狙って下さい！　前衛の人達、それまで耐たえて下さいね！」

「「おぉおおお────!!」」

　盾の壁かべを提案したのは丈だ。

　Ｃ組は戦士が少なく、殴り合いにはそもそも向いて居ない。しかしだからこそ、こうして最小限の数で通路を塞ふさぎ、あとは人数の多い術師で一いつ掃そうする。仮にそれで残ったとしても、あとは戦士や斥候達の出番だ。

　もしもそれで倒しきれなければ？　その時は攻略失敗だ。別の手を考えよう。

　──しかしその心配は誰もしていなかった。

　術師は、迷宮学園において最大の火力でありすなわちパワー。攻撃範はん囲いにも優すぐれ、部屋の中で密集している相手に叩き込めば、最小限の労力で最大限の成果を出す事が出来る。

「いっきますよー……!!」

　術師毎ごとに得意な魔ま法ほうというのがある。それは例えばタッチパネルでの入力の癖くせや精度であったり。そうして自分の「しっくりくる術」を見つけていく。

　代表の得意な温度を下げ、凍こおり付かせる範囲術を叩き込まれ──蟻たちは見る間に動きを鈍にぶくしていく。

「げーっへっへっへ！　しょせんは虫っころ、冬に生きてはいけぬのだぁー！」

「こら、調子に乗らない。ＳＰ尽つきたら攻撃代わって下さい！」

　斥候の少女をたしなめると、ＳＰの限り彼女は攻撃術を叩き込み続けた。
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　俺と蝶野の２人が居るこの部屋は石造りで、松明たいまつだけではなく卵そのものが淡あわく光っている事もあって迷宮内の他ほかの場所よりは明るい。

　いや、卵だけじゃなくてそこから部屋に広がったカビかねばついた糸みたいな物もうっすらと光って居た。……この卵の中身、何なんだ。

「なんでこんな役回りやってるんだ？　普ふ通つうに入学してこうなった訳じゃないんだろ」

　けれど今は卵よりも蝶野の事が気になった。

「ま、ね。アタシ、学園長の養子っつーかそんな感じの子なんだよね」

　──聞いたことがある。

　迷宮学園の学園長は世界有数の大だい富ふ豪ごうだ。しかしトラブルを避さける為ために表に出るのも常に代理人で、本名すら公開されていない。その大富豪は慈じ善ぜん活動もしており、身よりの無い子供を引き取って育てているなんて話を聞いたことがある。

「そういう施し設せつに居てね。そんなかで見所があるってんでこっち側に引き取られて、学校ついでに手伝う事になったの」

「へえ、そんじゃ同い年なのにここで働いてるって事か。偉えらいしスゴイな」

「（──怜クンって、かわいそうとか言わないんだよねえ）」

　また変な事を言ってしまったのか、微び妙みような表情を浮かべられる。

「あと、多分同い年じゃないよ。ちゃんとした歳とし分かんないけど、アタシ多分怜クンより１コか２コ歳上だと思う」

「……１つ２つ上でも、やっぱ黒のレースは早いと思うんだ？」

「そういう感想!?　なんかこう、もうちょっと無いの!?　何だよババアかよとか」

「ん、んん？　俺、歳下趣しゆ味みは無いけど、むしろちょっと歳上とか好きかもしんない？」

　こっちは精せい一いつ杯ぱいの返事だったのに、また求めてた答えから外したのか、呆あきれた顔をされてしまった。

「……怜クンがイヤじゃなきゃいいんだけどさー。まあ、そんな訳で結構ちっちゃい時からずーっとこの辺で遊んでたし、家鴨あひるちゃんとかにも色々習ってたんだよね」

「ああ、だから手帳見た時にステータスがおかしかったのか」

　今度こそ「んん？」という顔で俺を見る。

「え、いや。手帳のステータスって学園長直々に上書きしてたハズなんですケド」

「だって斥候って『黒のレース（紐ひも）』装備出来ないだろ？」




　──その時、学園長室。

「学園長、これはそちらのケジメ案件では？」

「待つんだ家鴨先生。後からアイが装備した物に関しては情状酌しやく量りようの余地があるだろう」

「装備出来ないようにしとくか誤ご魔ま化かしとけばいいんじゃないですかー」

「……やったんだが、いいかげんアイテム数多くて。設定漏もれしたのは認めよう」




「ちょっと待って、怜クンなんでそんな事まで……え、もしかして普ふ段だん興味無いふりしてたのに、実はやっぱり超ちようムッツリだったとか!?」

　普段、俺に胸やら足やら押しつけてくる相手が引く事なのか。

「違う、あとやっぱりって何だ!?　諸事情で見た目が変わる装備について調べた事があって、その時に見た中に名前があっただけだよ」

　決して下着とかエロ装備絡がらみの物ばかり調べてた訳じゃない、その辺は流し見しかしてない。見て無いとは言わない。

「つか、もしかして──」

「蝶野が色々隠かくしてるのは気付いてたよ」

　自分ではもうちょっと上手うまくやってるつもりだったのか、頭を抱かかえてうずくまる。

「いや。怪あやしまれてるとは思ってたけどさー。気付いてたのってど、どの辺から？」

「え、最初に会った時」

　今度こそ蝶野は崩れ、うずくまったまま動かなくなる。そこに追い打ちをかけるのは気が引けたけど、これまで黙だまってたんだし、とついつい続けてしまう。

「蝶野と最初に会ったあの隠し地下。あそこに俺が転がり込んだ時点で仕組まれてたんだろうし、ステータスの偽ぎ装そうとか。他にもちょいちょい１年生が知らない筈はずの事とか知ってたしなー」

　普通に話したり迷めい宮きゆうに潜もぐってる分には、蝶野が物知りだという程度で済む。けれども、それまでの経歴も考えれば、俺も知らないのに蝶野が知ってるのが不自然な事が多すぎた。

「な、何で、黙ってたの？」

「女が隠し事してるのにつっこむと面めん倒どうそうだし、言って欲しく無さそうだったから」

　──この時遠くで丈がくしゃみをしてたかどうかは知らない。

「というか、言う必要も無かったしな。まあ、今はこうして俺がイベントに参加出来なくなってる文句代わりに八つ当たりしてるようなもんだけど」

　今なら言っても良い頃ころ合あいかな、というのもある。必要は無くても隠し事は無い方がすっきりする。

「最初っからって言うけど、それじゃアタシどうすれば良かったのよ……」

「あのなあ、そもそも大前提として俺が蝶野みたいな美人にあの程度でモテる訳が無いだろ。その時点でおかしいだろ」

　最初に怪しむ原因になったのはどうしてもソレだ。

「あ、ソコは別になんも誤魔化して無いから。フツーに結構好きダヨ？」

　──ここに来て初めて告げられる衝しよう撃げきの真実だった。こっちの大前提が間ま違ちがってたとは。
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　ところ変わり、ここはＣ組陣じん地ちだった場所。

　元は３匹びき、１匹は椎奈が斬きり捨てたので２匹になった強敵が居座る部屋に挑むのはＤ組だった。

「兄ちゃん兄ちゃん、何でココがウチの担当なんだ？　あの竜りゆう殺ごろしが１匹倒たおしてくれてやりやすくなったのはラッキーだったけどさ」

　小こ柄がらな少年が代表に親しげに話しかける。

「親しん戚せきだが私はお前の兄ではない。ここをＤ組が担当したのは適材適所の結果だ。ウチの特とく徴ちようを言ってみろ」

「んんー？　何かみんな尖とがってるって感じかなー」

「その通りだ。だからこそ搦からめ手に対して個々の対応力が弱い、とにかく正面からねじ伏ふせられる範囲でないと押し負ける」

　残ったのはカブトムシ型とカマキリ型の昆こん虫ちゆう人型モンスター。

　カブト型は力が極きわめて強く、その甲こう殻かくは生半可な剣けんは弾はじくし、突とつ進しんに巻き込まれれば大ダメージは逃のがれられない。

　カマキリ型は恐おそらくカブトとクワガタに比べれば柔やわらかいだろうが、その鎌かまの切れ味、そして攻撃速度はすさまじく近づくだけで切り裂さかれる。

　それに対して出した対策は１つだ。

「だから、力押しをする──カブトを任せる、いけるか？」

「ばっちこいですよー！」

　呼ばれて一歩前に出たのは、瑞樹ほどの小柄な少女だった。だがしかしＤ組の誰だれ１人として彼女が選ばれた事に疑いを持たない。

　彼女の得物は今回の為に新たに調達された自分の身長程ほどもありそうなハンマーだった。しかしそれを苦もなく担かつぎ、重さを確かめるように振ふり回す。

　Ｄ組最強の戦士はこの小柄な少女だった。そのステータスは何と筋力Ａ、まぎれもなく１年最さい高こう峰ほうのパワーの持ち主だった。

「で、兄ちゃん。カマキリの方はどうすんだ？」

「──お前だよ」

「ひぇっ？」

「１匹ずつ片付ける。その間、あいつの気を引いて時間を稼かせげ。出来るな？」

「鬼おに、悪あく魔ま！　出来るだけ早くね！」

　──出来ないとは言わないんだ。クラスの心は１つになるが、それも無理な話ではない。彼もまた敏びん捷しようＡ。これまでの一ヶ月、どんな相手にもクリーンヒットを食くらった事が無い身のこなしを備えている斥候だった。

「それぞれ、敵の攻撃は彼女とコイツが受ける。全員、まずはカブトから片付けろ！」

　合図にあわせ、雄お叫たけびと共にハンマーを振りかぶりつっこむ猛もう女じよと、悲鳴をあげながらカマキリに挑いどむ少年。

「──ところで代表、クワガタが残ってたらどうするつもりだったんですか」

「１人ずつつっこませて時間稼ぎをしていただろうな」

　そういう意味では誰にとっても運が良かった。この代表は必要なら絶対にやる。そういった意味では怜也にも似たタイプだった。

　そうならなくて良かった、クラスの面子メンツが胸をなで下ろす中──小柄な猛女とカブトムシが正面からぶつかりあった──。
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「は、え、は？」

　蝶野から告げられた衝撃の真実に俺の方の理解が追いつかなくなっていた。

「つーか怜クンその辺自覚なさすぎ。カトーとホリィが一いつ緒しよに居て、あんな仲良かったらフツーに女の相手すんの手慣れてると思うじゃん」

　戸と惑まどう俺に呆れた顔を向けて来る蝶野。

「いや、いやいやいや。だって今まで女友達とか居なかったし!?」

　女みたいな友達はそりゃ居たけど、アレはノーカウントだろう。

「ええー？　そのワリにはアタシのあしらい方とか手慣れてたし。カノジョとかいなきゃあんな風には出来ないって──家鴨ちゃんが言ってた」

　蝶野が何か隠してるのは分かってたし、そこで浮うかれる訳にもいかなかった。それにくっついてくる相手は紺で慣れてたからどうにかなってただけだ。

　……そしてここまで聞くと、蝶野の言う女とかカノジョの位置にあの親友が座るのではなかろうかという気がしてきてしまう。

「その辺は、まあ、慣れがあったのは認めるけど、そういうのじゃないからな？」

　言えば言う程ほどドツボにはまってる気がするけど今はそういう問題じゃない。

「ふーん？　まあともかく。最初はてっきりカトーをオトしてイチャこらしてると思ってた部分もあったからさ。これはもう頑がん張ばって気を引かなきゃって思ったワケよ」

「……だから最初っからあんなにベタベタしてきたのか」

「まあねー。つっても別に仕事とか役目だけで怜クンに色いろ仕じ掛かけしてたワケじゃないからね？　そこ勘かん違ちがいされるとちょっと悲しいなー」

「普ふ通つうなら俺から聞く程酷ひどい事も無いと思うけど、ハニートラップじゃないならどういう事なんだよ。前に会ったこととか無い、よな？」

「無いよ。んー、乙女おとめの勘かん？　この人なら大だい丈じよう夫ぶそうってビビッと来た……？」

「何でそっちが疑問形なんだ」

「っていうのは半分冗じよう談だんだとして。残り半分は興味と好みの範はん囲いかなー♪」

　そうやって俺に向ける笑え顔がおは、お世辞抜ぬきで魅み力りよく的に見えた。ただ、悲しいかな。彼女が居た事も無い俺は、そんな笑顔を向けられても「どうして」という疑問がぬぐえずに、素す直なおに喜べなかった。

「──アタシね、ドラゴンと戦ってる怜クンを見てたんだ」

　不思議そうな俺に、まるで子供に言い聞かせる大人のように話し始める。

「正直、怜クンはここでやってくには弱っちいよね。なんとか戦士としてギリギリ引っかかっただけ。だけど、すごい頑張ったよね。倒たおした時だけじゃなくて、その前も何度も何度もドラゴンと戦って、やられながらアイツの倒し方を調べてた。アタシは、それを全部見た」

「……負けてるトコ見られるのは、恥はずかしいんだけどな」

　最終的に勝ったとはいえ、それだって加藤達の助けがあったからだし、そもそも俺の立てた計画だけじゃきっと負けていた。

「最後に勝ったのは、みんなのおかげだ。俺が勝ったワケじゃない」

「──そう言えるし、そう思ってる。そんな怜クンの事、ケッコー好きだよ」
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「──お前等ぁ！　ウチらはあのクモを蹴け散ちらすよ！　覚かく悟ごは良いか！」

「「うぉおお───！」」

　女子団長のかけ声に、Ｂ組の荒あらくれ者が雄叫びで返す。

「あいかわらず乱暴だこと。ま、今日に関しては役に立ってるみたいですけど」

　無口な代表の横にはパーティの仲間である癒し手の少女と、三角帽ぼう子しの術師──魔ま女じよの子が寄り添そっていた。

「……というか、ソレ。何？　何してるのよ貴女あなた」

　魔女の子が女子団長を指差す。さっきまで着込んでいた鎧よろいのパーツの大部分が外されていて、腹と背中、太ももが丸出しになりまるでビキニアーマーのようになっていた。

「ん？　ほら、竜殺しが随ずい分ぶん動きやすそうだったから。あたしもやってみよっかなーって」

「まるで痴ち女じよね」

「黄色い全身タイツのお前に言われたくはねぇなあ!?」

　ぴっちりした全身タイツに青い前まえ掛かけの癒し手の少女と、ビキニアーマーになった筋肉質の女子団長が額を突つきつけてにらみ合う。

「大体、てめぇ竜殺しにも同じ事いえんのか、おらぁ！」

「りゅ、竜殺しの方は何て言うか……可愛かわいらしさがあったもの！　貴女みたいなマッチョとは訳が違ちがうわ！」

「……なんでそこで赤くなるの」

　このタイツの癒し手の狙ねらいがまさか魔女であるとか、筋肉質の方に対してもいやよいやよも好きのうちとか、そういう業ごうの深い趣しゆ味みを知っている代表の少年は何も言わない。

「──で。リーダー、アタイらはどうするの」

　偵てい察さつに出ていた褐かつ色しよく肌はだの斥候の少女が戻もどってくる。そしてクモの巣の様子や、周囲の状じよう況きようを一通り聞いた後、Ｂ組代表が剣を抜き、正面を指し示す。

「ガンガンいこうぜ！」

　それは本当に作戦なのか、しかし30人に対し細やかな対処など望めない。基本的な方針を示し、あとは各自の判断。

　他ほかに８つの合図を決め、それに従うという戦せん闘とう手段を選んでいた。

「よっしゃあ！　突とつ撃げきい！」

　女子団長を先頭に敵の巣へなだれ込む一同なのだった。
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「──知らないトコで見られてて、勝手に気に入られるのは苦手？」

「……慣れて無いのは確かだな」

　紺は大会に出る度たびにこんな気分だったのかもしれない、なんて思う。見た通りの見た目だし、ゲームも得意で態度も明るい。界かい隈わいではファンみたいなのもついていたからこそ、何処どこに行くにも俺にべったりであえて彼氏が居るなんて誤解をさせていた。

「そういう意味じゃ、アタシって怜クンのファンなのかもしんないな。うん、何かそれはしっくりくる」

「俺も一ひと目め惚ぼれされたとか言われるよりは分かりやすいよ」

「あはは、だよね。ま、ファンだ何だって言っても偉えらい人に観察してこいって送り込まれて、今はこんなトコ連れ込んでるんだからなんだかナーって感じだよね」

「そこが分かんないな。何で俺なんだ？　加藤や丈が全体のバランスを崩くずすかもしれないっていうならまだ分かる。一緒に観察しろって言われたのかもしれないけど──」

「違うよ。迷めい宮きゆうの主、学園長が見て来いって言ったのは怜クンだけ。カトーもお坊ぼつちゃんも、あの位なら今までも居た。まあ、怜クンみたいなのも居たっちゃー居たんだけど、今回はそれが〝揃そろっちゃった〟から」

「……加藤みたいなのが居たってのも、なんか罪深いなこの学校」

「まー強さって意味で。ただそういう人って強さにプライド持ってたり、指揮官出来る人も怜クンみたいに腕うでっ節ぷしの方はへっぽこだったりするワケよ。そうなると、お互たがい上手うまくやるのってもっと時間かかるのがフツーだったの」

　加藤も剣けんの腕には自信を持ってる。正直な所、その辺に関しては俺がどうのこうの言っても全く聞き入れてくれないだろう。そして「強い」人は自分より「弱い」相手の意見はそうそう聞き入れない。それは、分かる。

「だけど、何をどうしたのか。怜クンとカトーは上手いことお互いのたんないとこを分担して、すごい上手く回ってる。お坊ちゃんだって、アレは面めん倒どうだったり人に任せるのが楽しいからだけど、怜クンの言う事を聞いてる。だから〝授業の予定が狂くるった〟の」

「──俺達がドラゴンを倒したから」

「そのとーり。ホントはもっとアレが暴れ回って、個人じゃどうにも出来ない相手が居るとか、どうのこうのとか。まあ、今、虫モンスが暴れてるような事を理解させる教材だったんだよね、アレ」

「そう言われても敵が居るなら倒すだろ」

「そだね。ただほら、今回も怜クンってばさっさと意図に気付いて攻こう略りやく法作ろうとしてたじゃん？」

「……蝶野はそう言うけど、別に俺はそんな大したもんじゃないぞ。俺が考えてる事なんて、10年20年ＲＰＧやってりゃ誰でも思いつく事だ」

　けれども言わんとする事は分かった。きっと、その程度の想像力はここで１年２年過ごしていれば皆みな、自然と身に付く。そういう〝迷宮攻略授業の教材〟が揃って居るんだろう。

　伊達だてに迷宮攻略を学ぶ為ための学校じゃないという事か。そして俺と加藤、丈に堀井が揃って上手くやると、段階をすっとばしてしまう。

「──他ほかのやつにも攻略の喜びを残しておけって言い分も、分かる」

　この迷宮学園は攻略本は無いけれど、情報を共通できるデータベースはある。こんな事が進めば、皆は自分で学ばずに攻略サイトを見てしまう、そういう状況になりかねない。

　俺１人なら何を大げさな、と言っただろう。だけど加藤という突とつ破ぱ力がある以上向こうの言い分も分かる。

「カトーは怜クンと切り離はなせばただ強いダケだかんね。だけど、わっかんないなー。別にカトーと付き合ってたり弱みを握にぎったりしてるワケじゃないんだよねー」

「そういう関係じゃないな」

「じゃ、なんでカトーは怜クンの言う通りにすんの？」

　あのドラゴンを倒してから、加藤は俺の事を信用してくれている。

　だからこそ、俺はその蝶野の疑問に答えられた。

「そりゃ俺達はお互いに負けないように意地張ってるからな」

「意地ってナニソレ、良いトコ見せたいとかじゃないの」

「いや？　俺と加藤のプライドの話。俺だってただ都合良く加藤の強さを利用してるつもりじゃない、あいつを最大限使えないなら、その時点で俺は役立たずだよ」

　そりゃ加藤みたいな女の子に良い所を見せたいなんて見み栄えは俺にだってある。けれど俺達の関係はそんな好きとか嫌きらいとか言い出すような関係じゃあない。

「俺は加藤がこの迷宮できちんと戦えるようにする、敵に負けない方法を教える。加藤は俺が斬きれって言った相手を斬って見せる。そんな意地の張り合いだよ」

　──お前なら出来る。

　俺と加藤はお互いにそう言い続けているんだ。そして相手を失望させないか、がっかりさせやしないだろうか。

　それは、信しん頼らいを裏切る怖こわさとの──戦いだった。少なくとも俺はそう思っていた。

「つまり、プライドの話だよ」
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　Ａ組が出向いていたのは元Ｂ組の陣じん地ちだった。

「元より狙ってた場所ではあったんだけどね」

　怜也は不在だし、代表として前に立った以上はと丈が指揮官を引き受けていた。

　そのＡ組の中にパーティの仲間は堀井１人しかいない。

「なあなあ新田、なんで赤坂と加藤いねえの？」

　代わりに司令官を守る役目を買って出たのは団だん平ぺいだった。

「怜也と加藤さんにはやる事があってね、そっちに向かって貰もらってる」

「それだけだと、２人してどっかでイチャイチャしてるんじゃないかって思われてもしょうがないわね」

　あの２人の仲の良さというか、いつも一いつ緒しよなのは皆見ていた。けれども実際の所瑞樹の言うような邪じや推すいはあまりされていなかった。

「そっかなー。赤坂ってゲームバカだし、むしろ女ほっといて迷宮攻略してそうじゃね？」

「認にん識しきが正しいのは良い事だね」

　どうやらルームメイトはサボっているとは思われて無いようだったし、加藤が今居ない事にもさほど不安や反感は無いようだった。

「てっきり、加藤が途と中ちゆうで他のトコ行くって言ったら文句が出ると思ったのに」

　最大戦力として期待されているだろうと思っていた。それに椎奈の価値はそこにある、Ａ組はそう思っているだろう、と瑞樹は言っているのだ。

「だって赤坂と一緒なんだろ？　だったらどうせ何か倒しに行ってるだろーって思うさ」

　団平は、ドラゴン退治の時に離れた集団の中に居た。怜也が開幕直後に炎ほのおを受け止めた所も、盾たてごと口の中に身をつっこませて時間を稼かせいだ所も見ていた。

　それからだ。メガネのヒョロいのが戦士とか無茶してんな、と思っていた自分を恥ずかしく思った。そこからはある意味、怜也も尊敬する相手になっていた。少なくともサボっているだなんて思う事は無い。

「赤坂と加藤の事は良いとして。新田がちゃんと自分でやる気になってる所見るの初めてじゃないかしら？」

　不ふ真ま面じ目めだったワケじゃない。けれども誰だれに言われる訳でもなく自分から動く様子は珍めずらしかった。

「今までは怜也に任せて楽してたからね」

「じゃあどうして今回はやる気になってるの。赤坂が居ないから？」

「違うよ、怜也に頼たのまれたからさ」

　きっぱりと言い切る丈に、瑞樹は何とも言えない感情が生まれる。それはやっぱり怜也ありきの話ではないのかと。

「怜也はさ、知っての通り迷宮に挑いどむのが楽しくてしょうがないんだ。寝ねる間も惜おしんで攻略法を考えて、情報を集めて、とにかく本気でクリアしようとしてる」

「……そうね。ほんと、いつの間にか色々調べてて、攻略本みたいになってるもの」

　今までは既き存そんのゲーム知識に照らし合わせてばかりだった。しかし実地で潜もぐれるようになり、また情報共有出来るデータベースがある事から、加速度的に知識を増していった。当然、負担も大きく授業中に居い眠ねむりしそうになったりしているのもしょっちゅうだった。

「今回だって言ってみれば特別イベントだ。アイツもさぞ参加したかっただろうさ」

　しかしその怜也はどういった事情かアイに連れ去られた。それを知っているのはパーティの仲間だけで他には言っていない。

「居ないからって手を抜ぬいたんじゃアイツに悪い。任された以上、僕なりにベストを尽つくしても良いと思ったんだ」

「新田って友達思いではあるのよね」

　友達より遠い距きよ離りになると途と端たんにドライになるけれども、とは言わない。そしてこの男がやる気を出している状況に、邪推ではなく瑞樹も思う所はある。

　丈だけじゃない、椎奈も恥はずかしい筈はずなのにドラゴンビキニを選んだ。アクシデントではあったけれど、１年全員の前でその格好を見せつけ、ついでにその戦闘力も見せつけた。

　別れるまでも、出会う側そばからモンスターを斬り捨ててその道を切り開いていた。実際、各クラスが別れるまで先頭に立ち続け、誰よりも多くモンスターを斬り捨てた姿は、まるで戦場に降り立った戦いくさの女め神がみのようだとも噂うわさされるようになっている。

　竜りゆう殺ごろしから戦女神へ。その変化は見た目、ドラゴンビキニのせいではあるけれど。

「──わたしばっかりワガママ言ってらんないか」

「うん、どういう意味かな」

　チア姿のままの瑞樹は、意識を切り替かえると、ここに突とつ入にゆうする直前に新調したロングメイスを握り直す。

　椎奈はドラゴンビキニを選んだ、丈もやる気を出している。言葉はいらない、態度で示すべきだ。

　そしてＡ組はＢ組の陣地に乗り込む。そこはハチやチョウのような翅はねを持った虫型モンスターの巣そう窟くつになっていた。天てん井じようは高く、恐おそらく他ほかの道にも通じてるだろう。

　そしてその頂上には、一ひと際きわ大きなハチがせり出した壁かべにはりつき、こちらを見ているようだった。

　ガッチガチガチ──。

　その顎あごを打ち鳴らすと、編隊を組み、モンスター達が飛来する。予定ではＣ組同様に飛び道具に対し盾で受け止め、後は臨機応変。普ふ段だん、家鴨に振ふり回されているからこそ、その場の判断で戦う。そんな理由からこの面倒そうな陣地の攻略をＡ組が引き受ける事になったのだが。

「堀井？」

　その盾を構えた男子を押しのけ、真正面に瑞樹が立つ。

　──バッターボックスに入った瑞樹はメイスとスイングの調子を確かめる。そうなると盾を構えて待つ戦士はまるでキャッチャーのようだった。

　その尾おの針を構えるように突とつ進しんしてくるハチの大きさはバスケットボールよりも大きい。

　ソレが空中で軌き道どうを変えて襲おそい掛かかってくる。殴なぐるにしろ防ぐにしろ、それがどれだけやりづらいか、ハエや蚊かを追った事があれば分かるだろう。

　──だが。

「──せぇのっ!!」

　皆が固かた唾ずを吞のんで見守る中、先頭に飛び込んで来たハチ型モンスターを、瑞樹はメイスの真ま芯しんで捉とらえ打ち返した。

　強きよう烈れつなフライになったモンスターは、しかし壁にはりつく女王バチの脇わきをかすめて壁にたたき付けられた。

「次、真正面たたっこむわよ」

　打だ撃げき姫ひめ、殴り愛系、迷めい宮きゆうに降り立った四番打者、スラッガール、撲ぼく殺さつ天使。呼びたければ好きに呼べ。

　ここで後ろに引っ込んで、回復術で仲間のサポートをしているだけが「かわいいアイドル」だというなら、今はそうじゃなくてもいい。ここで自分が出来る事は他にもある。

「変化は大きいけど、時速もせいぜい70㎞以下。バッティングセンターの最低速度よりも下とか、むしろ遅おそくて狙ねらい辛づらいくらいだわ」

　流石さすがに真っ向から殴り飛ばされたのを見たせいか、他のハチは周囲を窺うかがうように飛び──今度は、針を飛ばしてきた。

「──風かぜ妖よう精せい、頼むよ」

　しかしそれは全すべて風のバリアで方向を逸そらされ勢いを殺されると地面に落ちた。

　丈の肩かたには半はん裸らの少女のような姿の風妖精が召しよう喚かんされていて、周囲に飛び道具に対する防ぼう御ぎよを敷しいていた。

「レベルが足りなくて針くらいしか止められないから、本体は各自よろしく。それじゃ」

　瑞樹はメイスをバットのように構え女王バチに対し予告ホームランする。

「──かっとばすわよっ！」




　　　　[image: †]




「向こうは何とかなるかなー。これで全ぜん滅めつとかしちゃっても良いっちゃ良いんだけど」

　手帳越ごしに今の１階の様子を確認してる様子の蝶野。いつ自分の出番が来るのか確認するのは必要だろう。

「まさか。ちゃんと全部倒たおしてここにも誰か来るさ」

「どうしてそう言えんの？　最初は１年全滅したし、ココの隠かくし扉とびら、ぶっちゃけノーヒントだよ」

「全滅したって言っても敵の情報は集められる程度には戦ったし対応が分かればどうにでもなるだろ」

　初見でやられても、対策出来れば大たい抵ていの事はどうにでもなる。

「もしかして怜クンなんかしてきたの？」

「ほとんど何も出来て無い、何かする前にここに連れ込んだのは蝶野だろうが」

「うん。だから、どうしてそんなに自信満々なのか分かんなくて」

「そもそも、俺をどうにかした所で丈も押さえなきゃ意味無いからな」

　ドラゴンを倒す時から、丈にはかなり相談に乗って貰った。あいつは確かにゲームには詳くわしく無いしパターン化とかそういう攻こう略りやくを組み立てる為ための知識は無い。

「元々俺より頭の回転は速いんだ。情報が揃そろってて対策立てられないヤツじゃないし、他のクラスにだって出来るヤツは居るだろうからな」

　俺１人がスゴイなんて思った事は無い。さっきの話で言えば、俺の言った通りに加藤が敵を斬ってくれるように、誰かが作戦を立てて、それが出来る別の誰かが敵を倒せば良い。

　戦士だとか術師だとか、それだけじゃない向き不向きの役割分担くらい皆みな出来る。

「あの虫のモンスター共はそれをさせる為の教材なんだろ。だったら誰か正解を出すさ」

「そう言うならそうなんだろうし、そこまでは予想外じゃないんだけど」

　蝶野が巨きよ大だいな卵によりかかる。淡あわく光るソレは、いつ孵ふ化かするのか。

「コレに関しては別。ここの隠し部屋もこれが外に出る時に初めてバレる想定だし、さっきも言ったけどノーヒント。陣じん地ちの敵を倒したからって何か分かる訳じゃない。ついでに言うと、こいつ増えるんだよね」

　──本体はこの卵から出てくるヤツだけ。けれどもその後に自分の分身とも言える、一回り小さい【親衛隊】を呼び出すのだと蝶野は言う。

「戦せん闘とう中にもその親衛隊は呼び出せるのか？」

「ううん、流石にそれは無理。だから誰かが戦い続ければオッケーなんだけど手加減無いからコイツは親衛隊を呼んでから外に出てく」

「ふぅん、じゃあ何とかなるんじゃないかな」

「うん、どゆこと？」

　俺は蝶野に対して言って無かった事がある。

　それを話そうとした時に、遠くから石積みの何かが崩くずれる音が響ひびいた。

「え、ウッソ。これってもしかして──」

「悪い。俺、この場所の事を加藤達にもう伝えて〝あった〟んだよね」

　扉が開く。

　そしてそこに立っていたのは──。

「赤坂くん、遅ぅなってゴメン！」

　ドラゴンビキニにボロ布のマントを羽織った加藤だった。






















　──時間は少し戻もどる。

「加か藤とうさん、そっちは１人で良いのか？　僕と堀ほり井いくらいならそっちに行けるよ」

　Ａ組から別れようとする椎しい奈なに丈じようがそう声をかける。

「ううん、１人で多分大だい丈じよう夫ぶ。というかその方が早いから」

「悔くやしいけどわたし達じゃ足手まといになるわね」

　追いつけない。その悔しさも瑞みず樹きがかわい子ぶるのを止やめる理由だった。

「しかし、これなあ……怜れい也やが言うならあるんだろうけど、隠し部屋か」

　──１年が１階を虫モンスターから取り戻す。そう決意した時に多くの情報が攻略用データベースに集まった。その中には１階の地図もあった。

　１年生が踏とう破はした場所だけ、そして地図の描き間ま違ちがいの可能性もあっただろう。けれどその寄せられた地図を見た怜也は奥の一角に『隠し部屋』があると当たりを付けていた。

　今回のイベントに関係するかどうかは分からない。けれどもそういう物があるぞ、とアイに連れて行かれる前に椎奈、瑞樹、丈には予想図と一いつ緒しよに連れん絡らくしていた。

　怜也はそこに連れて行かれた。

　椎奈に送られて来たアイのメッセージもふまえればそこに居ると考えたのだ。

「行って、取り返してくる。だから瑞樹ちゃんと新につ田たくんはそっちをお願い」

「分かったけど、普ふ通つうこれ男女逆よね……」

「僕もそう思ってたけどあえて黙だまってたのに」

　か弱い仲間が、悪い斥候に連れて行かれてそれを学年最強の戦士が助けに行く。お姫ひめ様さまを王子様か騎き士しが助けに行くような展開ではある。

「それじゃ、行ってくる」

　仲間達に別れを告げ、勝利を信じて椎奈は１人迷めい宮きゆうの奥に走り出した。




　途と中ちゆう、何匹ひきものモンスターに出会った。

　遭そう遇ぐうしたモンスターはあの部屋から溢あふれ出したらしいアリの兵士が多かった。

　堅かたい、力が強い、ギ酸を吐はく、数が多い。しかし、それは椎奈にとっても一度戦った相手だし、剣けんが効く相手に過ぎない。

　流石さすがに虫の急所までは分からないけれど、触しよつ角かくを首ごと飛ばせば周りを見る事は出来ない。腰こしから断たち切れば攻こう撃げき手段が集まってる上半身はまともに動かない。

　これだけ分かりやすく関節を露ろ出しゆつしていれば、甲こう殻かくから滑すべらせるようにして刃はを食い込ませる事は出来る。つまり斬きり放題だった。

　斬った後、どの程度動くのかも既すでに分かっている。だから無む謀ぼうな事はしないし、見切った相手に苦戦する加藤椎奈ではない。

「──虫は、何か手て応ごたえが独特なんね」

　刃を通す時の感かん触しよくがやっぱり違う。そんな事を思いながら奥へ進む。

　山歩きにも慣れて居る椎奈は、地図を覚えれば迷わない。彼女に無いのはゲーム的な超ちよう常じようの知識だけで、アウトドアに合がつ致ちする内容であれば上手うまくやってみせる。

　そして怜也が「怪あやしい」と示したポイントにはそれとなく、一回り大きなアリの兵士が陣じん取どっていた。

　何も知らなければただ少し大きなモンスターが居るだけだと思っただろう。その程度にはこの辺りの敵は多く、感覚は麻ま痺ひしてくる。

　しかし奥に何かあるかも、と思えばそれは門番にしか見えなかった。

「──っ!?　反応がはやっ！」

　同じように斬りかかろうと踏ふみ出した瞬しゆん間かん、その大アリ兵は首をぐるりと[image: 180]度回して椎奈の方を向き、即そく座ざにギ酸を吐きかけてきた。

　横に飛び、避よけきれなかった分はボロ布のマントで何とか防ぐ。ここまで肌はだを隠かくす以上に役に立ったが既にボロボロでマントとしては穴だらけになってしまっていた。

　そのまま大アリ兵は石器の槍やりか斧おのかという武器を振ふり下ろしてくる。まるで木の枝かなにかのように軽く振り回すそれを椎奈は受ける事も出来ない。

　しゃがみ、転がり、這はうようにして避け──。

「その首、もらった──」

　かちあげるようにして、自分の頭より高い位置にあったアリの顔を断ち切った。金きん太た郎ろう飴あめのように半ばから斬られ、よろめく大アリ兵に対し追い打ちとしてきっちり両りよう腕うでを落とす。

　斬られた傷から、血ち飛沫しぶきのように酸を放ち倒たおれ込む。それをわずかに浴びるが、大したダメージにはならない。ボロ布になったマントで拭ぬぐい、そして壁かべを調べれば──小さなボタンがあった。

　躊躇ためらわず蹴けりつけると、壁はまるで張りぼてのように倒れ奥への道が開いた。




「──赤あか坂さかくん、遅ぅなってゴメン！」

　部屋に駆かけ込んできた加藤の格好はボロボロだった。首と肩かたで押さえたマントは酷ひどい有様で破れたストッキングみたいになっていたし、その肌にも切り傷や火傷やけどの痕あとのようなものが残って居た。

　けれども加藤はここに来てくれた。

「怜れいクン、ココに来てから外に連絡してないよね？　じゃあ、来る前に気付いてたんだ」

「あからさまに空間が残ってたら何かと思うさ」

　１年生が半月と体育祭をかけて、たどり着いていないぽっかりと空いた地図の空白。上や下の階からしか入れないスペースとも考えたけれど、隠し通路の可能性を捨てきれなかったし、それは予想通りだった。

「ふぅ。学校側からすれば、こうなるとは思って無かったろーね。だけどアタシは２人の事信じてたから、こうなるんじゃないかって気はしてた」

　蝶ちよう野のは立ち上がり、〝ボス用〟のくノ一姿のまま仮面を手に取り──しかし、顔を隠さずに加藤と向き合う。

　蝶野はミニの着物にオーバーニーソックスと長手て袋ぶくろ。腰にはアイテムバッグと、鞘さやに蝶の装そう飾しよくがされた大おお振ぶりのナイフ。ちらりと脇わきのスリットから見えてるのは例の黒下着の紐ひもかなんかだろうか。

　対する加藤はドラゴン製のビキニアーマーにボロ布、肘ひじまで覆おおう銅の手甲。そしてここに来るまでに振り回し、返り血のように虫の体液がこびりついた両手剣。

「ホントは色々言う事とか隠す事とかあるんだけど、カトー相手ならこう言えば良いかな──ここで勝てば例の勝負も勝ち、それでいいっしょ？」

「色々良く分かりませんけど、いいでしょう」

「へぇ、良いんだ？　何か聞く事とか無いの？」

「分かんない事は後で赤坂くんに聞くし、今も怒おこってないみたいだからとりあえずは」

[image: ]

　空気は張り詰つめてきたけれど２人ともまだ戦せん闘とうの態勢には入って無い。

「なあ、蝶野はココのボスって事でいいんだよな？」

「そだよ。何ならカトーと怜クンの２人がかりでも良いよ」

　けれど加藤が珍めずらしく、俺に対し駄だ々だをこねる子供のような顔を向けて来た。

「そんな顔すんな。蝶野と加藤の勝負なんだろ、それを邪じや魔ましたり割り込んだりするつもりは無いって」

「あ、えと。そうじゃなくて、赤坂くんがそうするしかないって言うなら、それでも構わなかったんだけど──」

「本当はどう思ってんだよ」

「……ひ、１人がよかよ」

　だろう、と俺は言って加藤の方に近づく。

「邪魔するつもりも無いし、加藤が負けたら俺も負けで良いけどその前にパーティの仲間としてちょっと準備くらいはさせてくれよ」

「あ、赤坂くん、そんな事せんでも、へぅっ!?」

　加藤の顔に何かの白いどろっとした物がくっついてたんでぬぐい取る。

「加藤がちゃんと全力で蝶野と戦えるように準備だけするって言ってるんだ。ここに来るまでに色々あったんだろ」

「そだね。流石にハンデとかあったらこっちもヤだし、カトーもちゃんとして貰もらいなよ」

　蝶野も気にしてないようなので、改めて俺は加藤を見て──ちょっと困る。

「あ、あの……えと、ど、どうかな？　瑞樹ちゃんが、赤坂くんこういうカッコ好きて言うとったから、イヤじゃないと思うけどぉ」

「……目の毒だな。やっぱもうちょっと何とかしないと、気になって仕方ない」

　何だろう、ビキニアーマーはともかく。ちょっと疲つかれてて息が上がってたり、少し汚よごれてたりマントがボロボロだったりするのに興奮しそうになる。

　いや、隠しきれて無い胸むな元もととか谷間とか太ももとかちょっとはみ出してる尻しりとかそっちのせいだろうというか、それもスゴイ目のやり場に困る。

　──という煩ぼん悩のうを押しやり、加藤に俺の回復薬を渡わたして飲ませてる間に剣を受け取る。

　剣の中では安物だった両手剣はボロボロだった。迷宮を出れば整備も出来るけど、ココじゃそんな事は当然出来ない。溶とけたようなあとがあるのは、やっぱアリの酸とかのせいか。

「……ま、元々渡すつもりだったしな。加藤、コレ使え」

　俺は加藤の手帳にカード化したアイテムを読み込ませてセットする。その程度は構わないのか、蝶野も何も言わない。

　そして流石に体を拭ふくのはやめておいて、顔だけは拭って綺き麗れいにしておく。

「こ、子供じゃないんだから……！」

「うるさい、綺麗にしないともったい無いだろ。ほら、これで良し──待たせたな蝶野」

「ううん、大丈夫。とゆーかホント、カトーって怜クンに甘えてんねー──妬やけちゃう」

　冗じよう談だん半分に言っているけれど、にじみ出るやる気は隠せなかった。

　そして俺は２人の邪魔にならない所まで下がる。

「俺は攻こう略りやくって意味じゃ加藤に勝って欲しいんだけどね」

「じゃあカトーの応おう援えんしてても良いよ？」

「止やめとく。仲間同士の決けつ闘とうだしな、その辺抜ぬきにして恨うらみっこ無しでやってくれ」

　加藤は俺の渡した装備をマントの下、腰のベルトに上手くはめてから向き直る。

「そうですね。恨みは無い方が良いです」

「……今、仲間って言ったけど。アタシこんな事してんだよ？」

　笑いながら言う蝶野は俺から見ると、悪い事をしたのを誤ご魔ま化かす子供みたいだった。

「これは、元々やってたわたしと蝶野さんの勝負の続きなんでしょう──」

　他ほかの理由は要いらない。そして加藤のスイッチが入るのが分かった。けれどもそれは怖こわいものには感じなかった。

　恨み無く、ただ果たし合いに臨のぞむ。憎にくいから斬るのでもなく、仕方なく斬るのでもない。

　──挑いどむのだ。

「ははははは、じゃあそうしよっか。カトー──勝ったら分かってんね？」

「そっちこそ──」

　空気が変わった。合図なんていらない、２人が距きよ離りを置いてにらみ合う。

　ココが何処どこか、後ろにある卵は何か。そんな事は今の加藤にはどうでもいい。

「──ほんと、２人とも。もうちょっと性格悪くてもイイのにさー」

　小さく蝶野が何かをつぶやいたけれど聞こえない。そしてナイフを手に加藤に向けて踏み込んだ。

　──ここで加藤が倒れれば、きっと学校の想定通りにイベントは進むだろう。突とつ如じよ現れた虫モンスター、それを協力して討うち果たした先に現れるのは、前回のドラゴンに匹ひつ敵てきする強力なモンスターだ。

　そんな物が疲ひ弊へいした１年達に襲おそい掛かかればその時はどうなるか。決して流れで攻略出来るような事は無いだろう。

「（……罪悪感が無い訳じゃない。みんな頑がん張ばってるし、学園長のイベントってちょっとドウカナーって思うし）」




　──蝶野アイは、生徒の１人でもある。クラスに友達も居れば、迷宮攻略の辛つらさだって分かっている。皆みなを苦しませる片棒を担かつぐ事に罪悪感はある、けれども手を鈍にぶくさせる程ほどに甘くは無かった。




　俺から見ても鋭するどく、加藤相手にもしかしたら──と思う程の速度で迫せまる。

　ギィンッ──！

　瞬間。蝶野の姿が消え、背後から加藤の首をかききろうとナイフが迫った。しかし、鋭い一いち撃げきに対して加藤は剣けんすら抜かず手てつ甲こうで受けて防いでいた。即座に飛び下がる蝶野の動きは、今まで見たよりも遥はるかに速く、軽く、まるで本物のニンジャのようだった。

　そしてナイフを逆手に構え身を低くし攻こう撃げきにも離り脱だつにも移れる姿勢で待ち構える。

「やっぱり今まで手を抜いてたんですね」

　けれども加藤よりもそれを防がれた蝶野の方が驚おどろいた顔をしていた。

「何で今のをあっさり受けられんのよ。まさか見なくても気配で分かるマンガ世界の人か何か？」

「そんな事が出来るのは弟くらいです、ただ、赤坂くんが見てる方向が分かっただけ」

「あんたの弟何モンよ……ただ、そっかー。怜クンの視線かあ、それはしょうがないけど」

　一撃を防がれた蝶野は、呼吸でペースを戻もどしていく。

「一応聞いておこっかな。カトーはさ、アタシの事をスパイかなんかだって気付いてた？」

「んん？　考えた事も無かったですよ」

　うぇ？　と蝶野が結局ペースを崩くずされて変な声を出す。そして加藤は加藤でちらりと俺の方を見る。

「胡う散さん臭くさいし、赤坂くんにベタベタするし、何考えてるのか分からなかったけれど、それを言ったら新田くんも同じですし……」

「あーうん……」

　その加藤のカテゴライズが妙みように納なつ得とく出来てしまって思わず頷うなずいてしまった。

「それに、何かあったらどっちも斬きれば良いだけなんで」

「……あのお坊ぼつちゃんと同じかー。だけどそれでいいの？　もっと早くアタシの事が気に入らないって言えば、とっとと追い出せたんじゃないの」

「それで斬ったらただのワガママでしょう。斬るならそっちが武器を抜くか裏切るかしてからでも遅おそく無いですし」

　それが加藤の剣の使い方なんだろう。怪あやしかったり気に入らないからと斬るのは心の弱い人間の暴力だ。もっと剣を賭かける状じよう況きようはあるし、それに自分が強ければ相手が裏切るまで待っても大だい丈じよう夫ぶ──強い人間の考え方で、場合によっては傲ごう慢まんにも聞こえる。

「別に蝶野さんの事は嫌きらいじゃないし、今だって嫌いだから斬る訳じゃない」

「──でもそれってさ、逆に言えば斬りたければいつでも斬れたって言ってんだよね」

　蝶野の目が細くなる。舐なめられた、そう思っているようだった。

「……ああ。そういう意味では、わたしは多分──蝶野さんを斬りたかったですよ」

　フォローではない。加藤は今直すぐにでも斬るつもりで蝶野を見ている。

「本当はね、さっさと斬って確かめようと思った事があったんですけどね」

「……ナニソレ、初耳なんだけど」

「言ってませんし、その時は赤坂くんに先に止められましたから」

　蝶野が俺の方を見る。わざわざ言うような事でもなかったけど。

「──事情があるんだろう、俺が斬って良いって言うまでちょっと待ってなんて頼たのまれたら、しょうがないじゃないですか」

「カトー、その時どう思った？」

「……さぞおっぱい押しつけられて嬉うれしかったし惜おしかったんだろうなーって」

「ち、ちちち、違ちがう！　そうじゃないぞ!?」

　事情が分からなかったし、仲間になるかもしれない相手を斬るのはどうかとか、真っ当な理由があったのに、そんな風に言われたらそうみたいじゃないか。

「んふふふふ、んじゃアレもばっちりきいてたと。それならそれで良かった」

　違うのに。いや、その理由が全くないって言うとウソになるけど。

「──少しだけ冗談ですよ。今まで赤坂くんにはずっとお世話になってたから、頼まれたらことわれなかった」

「……女の事都合良く利用してんなー悪い男ねー怜クンって」

「誤解しかねえ」

　俺の抗こう議ぎは欠片かけらも受け入れられない。

「ま、分かるよ。怜クン困ってる顔って超ちようカワイイし。それにさっきもまだアタシの事仲間だなんて言うしさー」

「赤坂くんを裏切った事、後こう悔かいしてます？」

　蝶野は何も言わない。ただ薄うすく笑えみを返すだけだ。

「どっちでもいいです。大丈夫ですよ、蝶野さんは今、ここでわたしが斬りますから──安心して、斬られて下さい」

「──ぶっちゃけ、ここでちょっとアンタに斬られて『失敗しました。てへっ』なんて言うのは考えてたんだけどさ」

　蝶野の気配が変わる。

「カトーとアタシの決闘で、どっちも応援しないって言ってくれたから。今は、そんだけって事にする。他の事情は全部無し、だから──怜クンの前でちょっとカッコイイとこ見せたい。今まで隠かくしてたトコ見せたい、スゴイねーってカトーみたいに言われたい」

「──ダメです。ちゃんとココで蝶野さんを斬って、ううん。わたしは、わたしが斬らんと、ならんから」

　──この時、加藤椎奈は今までとは違う剣の意味を実感していた。

　伝統や伝承、そして弟と父への逆ぎやく襲しゆうではなく剣を振ふるう意味を見いだした椎奈は、自分でも感じた事の無い意識に足を踏ふみ入れて居た。

「（──戦士っていうより、剣けん士し、あとサムライみたい。踏み込んだら、今度こそ斬られる。さっきは向こうが手を抜いただけ、殴なぐり合いじゃ勝てないのは百もしょーち。だけどココは、迷めい宮きゆうの中なのよねっ！）」

　蝶野が動く。空いた手で鞄かばんから小さい笛を取り出すと、それを加藤に向けて吹ふき付けた。

　響ひびいたのは笛の音ではなく──その先せん端たんからあのドラゴンのような火か炎えんが放射された。

「つぅ！」

　けど、それは加藤にとって見慣れた攻撃だったのが幸いしたんだろう。いきなり火を噴ふかれる、それはオオトカゲでも人間でも加藤にとっては同じくらいのサプライズに過ぎないのか。何とかその炎ほのおから身をかわす。ドラゴンビキニで火への耐たい性せいが上がっていた事もあって、ほとんどダメージを受けてない。

　蝶野の職業は斥候の上位職、忍にん者じやで間ま違ちがい無い。専用アイテムがあれば大たい抵ていの術は再現出来る。つまり、現実に存在しない未知の攻撃を苦手にする加藤と相あい性しようが極きわめて良い。

　学園側の蝶野がどれだけの専用アイテムを用意してるか分からないけれど、ボスを担当している限りはこれまでのパターンを考えるに、全く対処出来ないような物を用意する事は無いだろう。

「あはははは！　コスト考えないで好きに使えるのって楽しいー！　奢おごりでお寿す司し食べてる気分！」

　その炎を目め隠かくしにして、蝶野は加藤に一気に距離を詰つめる。

　忍者の術は本職に比べて威い力りよくが下がる、とも読んだ。アイテム効果だから術師ほどダイレクトに魔ま力りよくが乗らないとかなんとか。しかしそれにしても早々に距離を詰めたのは何故なぜか。

「（遠くからカトーをネチネチ攻撃したら、そりゃ勝てるかもしんないけどサー。アタシは迷宮の大だい先せん輩ぱいで、ここのボスで、一対一なんだから。んなコスい勝ち方してらんないっつーの！　出来る事なら近づきたく無いし、カトー相手に舐めプとかする気にもなんないけど。だけど、怜クン見てるし──アタシ、カトーも嫌いじゃないかんねっ！）」

　蝶野は、加藤相手に真っ向勝負を仕し掛かけた。

　そうする必要がない、そんな事当たり前だ。けれども蝶野はそうした。

　──その様子をモニタしていた家鴨あひるは「若いなー」とポテチを囓かじりながらつぶやいた。

　加藤は炎に遮さえぎられてどうなっているのか見えない。ただ、そこから脱だつ出しゆつは出来ていない。蝶野だってまさか勝算無くつっこんだワケも無いだろう。

　俺達より歳とし上うえかもしれなくて、実際学園長の下で何年も早く迷宮に触ふれて居た。忍者は斥候、術師、そして戦士の能力を併あわせ持つマルチな職だし、それを選んだ蝶野は間違い無くベテランだ。

　もしかしたら。外で剣の腕うでを磨みがいてきた加藤よりも、この迷宮の中だけで言えば蝶野の方が強いんじゃないか。

「──その首、貰もらったぁっ!!」

　蝶野の速度が上がる。体の使い方じゃなくて、恐おそらくそれも忍にん術じゆつ。さらに空中で何も無い所を足場にして回り込む。さっき使った背後からの奇き襲しゆうも似たような仕組みなんだと思う。

　そして加藤の防具はドラゴン製とはいえビキニアーマーだ。ゲーム的な防ぼう御ぎよ力はあるけれど、鎧よろいと違って硬かたい所で弾はじかれる、という心配がほとんどない。

　当たる──俺がそう思った時だった。

「（──カトーが、見て……る……!?）」

　それは、一いつ瞬しゆんの事だった。後になってゆっくり整理して改めて状況を理解した。

　炎の直ちよく撃げきを避よけた後、加藤はドラゴンビキニの耐性に任せて、あとは炙あぶられるままになり炎の中に身を隠していた。避けて姿勢を崩しているような事も無く、迎むかえ撃うつ用意は万ばん全ぜんだった。速度を上げた蝶野が大回りなのに対し、加藤はコマのように身を回すだけで正面は捉とらえられる。

　ただ、マントはこの炎で完全に焼け落ち、その手元が蝶野に見えて居た。何を狙ねらっているか気付いたけれど間に合わなかった。

「────」

　結論から言えば、加藤が炎の中から一いつ閃せんを放ち、蝶野が正面から真横一文字に斬きり捨てられた。

　小さく息を吐はいた瞬しゆん間かん、加藤の剣──〝刀〟は抜ぬき終わって居た。炎にちぎれたマントが飛ぶ、その下には紛まぎれも無い日本刀が下げられていた。

「さっき、赤坂くんに貰いました」

　加藤の剣はボロボロだった。ダンジョンを出る度たびに整備出来て、ほぼ新品に戻るとはいえ安物故ゆえの物足りなさは常に付きまとっていた。

　体育祭の最中にＧ円を獲かく得とくし、それをかき集めてギリギリ、この刀『数打・無む銘めい刀とう』に手が届いた。

　刀はお世辞にも迷宮探たん索さくに向いた武器だとは言えない。強度や刃はこぼれの問題、そして刃の通らない相手には堀井が持ってるようなメイス、鈍どん器きの方が余よ程ほど有用だ。

　けれども逆に言えば用よう途とを絞しぼれば──刃の通る人、あるいは人型の敵が相手で、加藤が習得してる刀を用いて人を斬る技術を発揮できる状況ならば、これほど適した武器は無い。

　そしてマントと炎を使いここまで隠し通し、居合いの一閃で蝶野を斬り捨てた。

　──だがしかし、ここは迷宮の中だ。現実じゃない。

　切り裂さかれた筈はずの蝶野の代わりに15㎝くらいのオモチャ、多分ゲーセンで取るプライズのフィギュアが真っ二つになってその場に転がった。

「あっぶなぁ────!?　超ギリギリだったんですけど───!?」

　そしてかなり離はなれた場所に冷や汗あせを滲にじませた蝶野が立っていた。

「変わり身の術とか、忍者ですか蝶野さんは」

「ふふん、この迷宮の中じゃアタシは本物のニンジャだからね──」

　残ったマントの留め具を加藤は外して捨てる。しかしその間も蝶野は攻せめあぐねていた。

　離れた位置で見ていて、剣けん術じゆつとかほとんど分からない俺でも分かる事はある。人を斬る道具を持った人斬りがいる。そしてその人斬りは蝶野を斬る気だ。

　道具、技術、標的。それが揃そろった加藤は、人斬りとして完成していた。

「ははは、刀一本で卑ひ怯きようとか言わないけどさー。ホントマジでヤバイねカトー」

「褒ほめ言葉として受け取っておきます」

「うん、マジで褒めてる。だけどアタシだってシロートじゃないっつーの！」

　斬られれば負ける。蝶野だって当然それは分かっている。しかしそんな事を微み塵じんも感じさせない動きで、加藤の機先を封ふうじるように仕掛ける。

　専用アイテムから放たれる数々の攻こう撃げき。雷かみなり、流水、冷気。あるいは斬ったと思わせればそれは影かげ分身だったり、俺も目で追うのがやっとな程で動いたかと思えば、空中を足場にして飛び去ったりする。

　離れた位置から投げられる手しゆ裏り剣けん、そして緩かん急きゆうを見計らって炎や冷気を放ってくる。

　つかず離れず、飛び回り、数々の術と接近攻撃を組み合わせて加藤を攻め立てる。遠目で見ている限り、対処法は思い浮うかぶものもある。

　けれどこれは加藤と蝶野の決けつ闘とうだ、始まってしまえば俺が口を出して良い訳が無い。手に汗を握にぎり、その勝負の行方ゆくえを見守るしかない。

　実際、加藤は追い詰められていた。ドラゴンが火を噴く事を知らなかったように、術の類たぐいに関しては本当に知らない。今こうして避けられているのは──後から聞いたら、蝶野の視線や狙いを読んで大ざっぱに避けて居たからという信じられない物だった。

　──ただ、それだけじゃなかった。

「……見て、覚える。必ず、決まり事がある、何でも出来る訳じゃない……」

　蝶野が術具を使うように、丈が持たせたのか加藤もありったけの回復薬を持ち込んでいた。決して深追いせず、蝶野の攻撃を避けて覚える事に専念し、そして隙すきを見て回復する。

　ドラゴンの時に見たように、加藤は蝶野の動きと術を見て覚えていた。忍術は道具での再現が可能な分、本職に比べ汎はん用よう性が低いという欠点もある。

　ドラゴンのようにプログラムされたようなパターンは無い。しかし、むしろ加藤にとってそれはハンデにはならない。人間相手の立ち会いに決められたパターンなんて物は無い、蝶野アイという人間と正面から立ち会い、彼女の出来る事、出来ない事、本人の癖くせ、動きを見み極きわめていた。

　ここに、赤トカゲが火を噴くなんてありえないと言っていた頃ころの加藤はもう居ない。

　人間が火や雷を口から吐き、空中を飛び回り、分身を作り、手裏剣を何枚も同時に投げつけてくる。それに対応し──徐じよ々じよに追い詰めていた。

　そして俺から見ても、蝶野が焦あせった。今までかすっていた攻撃を完全に避けられた。しかしそれだけ体勢を崩くずしている、そう思ったのかもしれない。巻物を拡ひろげ、水流を呼び出そうとする。それに足を取られれば加藤の動きだって制限される。

「──その動きは、さっき見た」

　しかし、加藤はその巻物ごと蝶野の腕を斬きり落とした。蝶野は一瞬間に合わなかった。

　腕が落とされるのは、それなりの痛みが走る。けれど蝶野は歯を食いしばり、構わず逆の手に持ったナイフで加藤に斬りかかった。

　度胸と瞬間的な判断で生まれた攻撃を、加藤は避けられない。刀は振り終わった後で戻もどせない──だから首に来る攻撃を腕で受けた。手てつ甲こうを壊こわし、深々と腕に食い込むナイフは、しかしそこで止まる。

「（今、カトーは手甲で止められるなんて思って無かった！　首じゃなくて、腕を迷わないで捨てたんだ……!?）」

　腕に食い込んだナイフを躊躇ためらったのか、それとももっと別の理由か一いつ瞬しゆん蝶野の動きが止まった。

　次の瞬間、残った片手で持った加藤の刀が、蝶野の胸を突つき背中まで貫つらぬいていた。

「──首を落とすのは、勘かん弁べんしてあげます」

「……そりゃ、どーも。どんな気づかいよ、まった……く……」

　加藤が刀を振ふり切ると、刺ささった刀は脇わきを抜け外に振り払はらわれ──それが致ち命めい傷しようとなり、蝶野は崩れ落ちた。

　加藤椎奈は迷宮産の忍者、蝶野アイに勝利したのだった。
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「ああぁああああ────負けたぁ─────！」

　そして戦せん闘とうが終わるや否いなや、制服姿に戻った無傷の蝶野が床ゆかをころげまわり、手足をばたばたさせて全身で悔くやしがっていた。

　つまるところ、例の黒レースが丸見えで、俺だけではなく加藤も照れる程だった。

「あぁああ──────！　もう──……あーくっそ、マジで負けたわー」

　膨ふくれながら起き上がるとその場に座り込み足の裏同士をくっつけるようなあぐらをかく。

　清すが々すがしい程の不ふ機き嫌げんさに、勝った筈の加藤が声をかける事を躊躇う程だった。

　なお。後に蝶野は姉貴分である家鴨先生に、

「うっわー。最後、手加減されて負けてる──[image: !!!]」

　と指を差して大だい爆ばく笑しようされたらしい。その心中、察するにあまりある。

「うっさいわ！　あーもう、勝ったんだからカトーもそんな顔しないの。わーってるわよ、もう怜クンに近づいたりしないでアタシ１人で怒おこられて来て──」

「──え？　そんな事頼たのむつもりありませんけど？」

「は？」と蝶野が間の抜けた声を出す。

「だってカトー、アタシが何してたか……ちょっと怜クン説明してやって！」

　確かに説明しないと加藤分かんないよなあ、と俺も思ってしまった。その上で判断した方がよかろうとも。

「迷めい宮きゆう内で起きる事が学校の想定通りにいくようにそっちから送り込まれた人、かな？」

　多分これ、その学校側の人もモニタしてるだろうに、と思うけど今いま更さらか。

「今回も、体育祭に用意された行事というか、出し物が滞とどこおり無く進むように──というか。蝶野の上の人が予定した通りにしようとしてたんだろ」

「そゆこと。んで、怜クンが居るとまたドラゴンの時みたくあっさり終わるかもしんないからここに拉ら致ちってイチャイチャしてた」

「──いちゃいちゃしてた？」

　一いつ瞬しゆんで加藤の殺気が膨れ上がる。さっきの何処どこか清々しい蝶野との決闘の空気とは全く違ちがう、俺が命の危機を感じるオーラだった。

「そーそー。だーれも居ない密室で男と女が２人きり……どうなるか分かるでしょ？」

「それで何か起きるなら加藤に数学教えてる時も全部当てはまるわ！　何もしてねえ！」

　俺の言葉に納なつ得とくしたのかどうか、加藤はとりあえず殺気を抑おさえてくれた。ついでに刀の柄つかから手を離して欲しい。

「ま、それはおいといて。アタシは１年の中に混ざったスパイで、みんなの邪じや魔ま者もの。ここでカトーが勝たなかったらこの卵が孵かえって今回のボスが出て来て大乱戦。虫兵士もボコボコ大発生して、疲つかれ果てた１年生に襲おそい掛かかってたってスンポーよ」

「ははあ、じゃあコレを壊さないと瑞樹ちゃん達が大変な目にあうんですね」

「つーか、もう孵るケドね？」

「はぁあああ!?　おい、ちょっと待て、丈も堀井も居ないんだぞ、ドラゴン級の相手に勝てるかあ！」

「居れば勝てるとか、怜クン本気で言ってる？」

「あとは加藤と蝶野が居ればドラゴンなら勝てる」

　しかし流石さすがにここでタイミング良く丈と堀井が駆かけつけてくれるような事は無い。

「んー。なら、コレを割ればよかと？」

　加藤が刀に手をかけ、斬り捨てようとした瞬間だった。

「……まあ。アタシ負けたしね、流石にここで『ふはははは、残念だったなもう遅おそい！』とかやるほど恥はじ知しらずじゃないし──しゃーないか」

　立ち上がり、アイテム鞄かばんから見慣れない小こ瓶びんのアイテムを取り出す。加藤を下がらせると、その瓶を明めい滅めつしはじめた卵向けて投げつけた。

　ぶつかり割れると中身がまき散らかされる。そして即そく座ざに手帳からコマンドを入力すると──忍にん術じゆつが発動し、一気に燃え上がった。




　キシュァァァアアアアアア────!!




　中から羽う化か直前だったモンスターの断だん末まつ魔まが響ひびく。その炎ほのおは卵全体に広まった後、周囲に伸のびて居た粘ねん菌きんにも広がり一気に焼き尽つくしていく。

「ふー、これでばっちり」

「……あの、こんな事して、良かと？」

「いいのいいの、ここを見つけたのもたどり着いたのもそっちの自力だし、しかも一対一で戦って負けてんのよアタシ。ここで負けを認めないのも面めん倒どうだし、後は偉えらい人に『コラッこの役立たず！』って言われるだろうけどそれで終わりよ」

　けらけらと笑う蝶野だけど、加藤は不安そうだった。そして笑ったまま蝶野はまた床にペタンとすわりこむ。

「あー、多分中身すっごい弱ってるけど死んでは無いから。出て来たらカトー、さくっとやっちゃって」

　見れば炎の奥でデカイ影かげがうごうごともだえていた。何か映画とかでモンスターが最後に焼き尽くされるシーンみたいで、正直言って怖こわい。

「あ、はい。じゃあ、斬りますね」

　炎の中から這はうように現れる巨きよ大だいなモンスター。それは例に漏もれず昆こん虫ちゆう型で、何かというよりいろんな虫のパーツをあわせたような怪かい物ぶつだった、が。

「──はっ！」

　出てくるなり、その頭を加藤に縦に真っ二つにされた。

　喉のどまで割さかれ、声を上げる事もできず──その大型モンスターは地面に崩れ落ちた。




　戦果・１年Ａ組加藤椎奈、１階のイベントエリア奥に潜ひそむ『女王虫』を撃げき破は。

　これにより用意されていた兵隊虫による大行進は発生する事は無く、１年生は無事に体育祭の競技外で発生したモンスター群を壊かい滅めつさせる事に成功した──。






















　──放課後。

　外を見れば夕日が沈しずむ頃ころに、体育祭は終わり既すでに後夜祭が始まっていた。

「あー、しんどかった。というか改めて人間サイズの虫とかすげえ怖いわ……」

「今更それを言うの!?」

　俺がさらわれている間に拠きよ点てん奪だつ回かいに挑いどんでいた時の話を堀ほり井いから聞いていた際に思わず言ってしまった。

　そのＡ組の最前線に立っていた堀井は、そのまま援えん護ごむなしく戦せん闘とう不能になり復活の間に運ばれていたのだ。今はその堀井を迎むかえに行った帰り道で珍めずらしく俺達は２人だけだった。

　丈じようはというと、代表が集まっての戦後処理。なにせモンスターの落としたドロップだけでも素材、Ｇ円共にかなりの量だし、それに堀井のような戦闘不能者や戦闘で使われた回復薬とかの精算もある。

「あいつ、本音ではそういう後処理を俺に押しつけたかったんじゃなかろうな」

「間ま違ちがい無く理由の一つだと思うわ。赤あか坂さか、そういう勘かん定じよう好きでしょ？　新につ田たは出来るけど面倒だって言う人間だもの」

「違い無い」

　後から聞いた話だと、それぞれのクラスに居た金勘定が好きでしょうがない面子メンツに任せて上手うまい事やったらしい。

「だけど堀井、大だい活かつ躍やくだったらしいじゃないか」

「──まあね。やるって決めたなら半はん端ぱは良くないもの」

　飛び回るモンスターが突とつ進しん攻こう撃げきを仕し掛かけてきたなら、そのままフルスイングしてカウンターを決めてふっとばしたとか。

「あんな大きい的でファールでもいいんだもの、打ち放題だったわ。自分を狙ねらってくる以上コースは分かるし、バッターボックスみたいな制限も無いんだもの」

「……一芸があると強いなあ」

　だがしかし敵の攻撃は空中突進だけじゃないし、堀井の防具は癒し手の軽装だった。他ほかの毒液や針飛ばし、あるいは鱗りん粉ぷんのような攻撃には耐たえられず、最後の方に援護むなしく戦闘不能になったとか。

　だがしかし、その頃には『アイテム・手投げ爆ばく弾だん』を敵に向けてノックする戦法になっており、飛んでいた敵の司令官である女王バチを焦こげ跡あとまみれにして地面に叩たたきおとしたというのだから大活躍と言って良いし、俺にその作戦は思い浮うかばなかった。

　──ちなみに、その様子をＡ組の面子は目ざとく録画しており、チアガール姿でモンスターをばったばったとクリーンヒットしていく様子は無事にブログにアップされ、またも初期の予定とは違った層に温かく迎え入れられ順調にファンを増やしたとかなんとか。

「俺も見たかったなあ」

「わたしの活躍する所？」

　挑ちよう発はつ的に言う堀井に迷わず頷うなずく。

「うん、チアの格好で活躍する堀井が見たかった。応おう援えん合戦は準備してたり蝶ちよう野のにさらわれたりしたから結局見て無いしな」

「……そういうのは加か藤とうか蝶野さんに頼たのみなさい、それで断られたらやってもいいけど」

「え、ダメなら着てくれるんだ？」

「まさか２人が断る訳無いもの」

　……まあ、確かに。頼み方次し第だいだけど本気で頼めば着てくれそうではある。

「というか、わたしも得意な方じゃないけど赤坂って虫苦手なの？」

「正直に言うと虫だけじゃなくてグロいのは全体的に得意じゃない」

　虫の腹とかも苦手なんだけど、今回のモンスターはその辺の何かウゴウゴしてる部分が無くて全体的に甲こう殻かくで覆おおわれてたので何とか、というレベルだし、デカイからその辺の感覚が麻ま痺ひしてた部分もある。

「そういう文句ってわたし達みたいな女子が言うのが先じゃないかしら……」

「ホラーとグロが苦手な男子が居てもいいじゃないか……」

　ちなみに紺こんはその辺得意というかむしろ好きで、ゲームとか映画とかに良く手をだしていた。だが今思い返すとそれに怯おびえる俺を見て楽しんでいたんじゃなかろうか。

「少なくとも、Ｂ組が行ったトコとかバイオベースみたいになってたんだろ、絶対に自分から行きたいとは思わないな」

「またゲームの話？」

「大体あってる」

　その言葉に堀井はため息を吐つく。

「で。そっちは上手くやったのかしら？」

「やったから無事に終わったんだと思ってるけど」

〝加藤椎しい奈な〟はまたも大活躍した。発生前に敵の本ほん拠きよ地ちを発見、強ボスを発生前に単たん騎きで討うち果たすという大成果を上げた事は公式にアナウンスされている。実際、トドメを刺さしたのは加藤だ。

　竜りゆう殺ごろしはこうして、２匹ひき目の戦果を上げたのだ。

「新田が悪い顔で『活躍した分はもぎ取るだけもぎ取って来る』って言ってたけど」

「どうせやるなら、のやけっぱちだな」

「そうね、だけどわたしが聞いてるのはそんな表向きの話じゃなくて。加藤がそんなに目め端はしが利きく訳無いもの、また赤坂が手を引いてたんでしょ」

「まあ、大体は」

「少しはその辺アピールしても罰ばちは当たらないんじゃないの？」

　その辺りは何か難しい。堀井の言う通り、加藤の戦果の中に俺の名前は無い。今回、単騎攻こう略りやくした事もあってますます「ドラゴンの時にもいた仲間Ａ」の名前は薄うすれて行く。

　別に俺は目立つのが嫌きらいって訳じゃない、ゲームの大会で優勝した時なんか有う頂ちよう天てんで勝利を大喜びしたりもするし褒ほめられれば嬉うれしい。

　ただ、後から自分の手て柄がらをアピールするのはどうにもしっくりこない。

「ドラゴンの時だってそうだし、今日も新田を動かしたのだって赤坂なんだから──」

「堀井とか、仲間にちゃんと理解してもらえてるならそれでいいさ」

　──というか、学校側はその辺を見てたから俺を隔かく離りしたっぽいし。そう考えると既に評価はされてるんじゃないだろうか。

「一いつ瞬しゆん、わたしだけに理解されてればいいとか言い出すんじゃないかと思ったわ」

「んん？　いや堀井には分かってて欲しいけどさ」

「それは仲間だから」

「そういう事。役立たずだと思われたら困るから。それに他のトコで話した所で加藤を騙だまして裏から良いように操あやつる悪い男みたいに言われるかもしれない」

　というか実際言われてる。その方が面倒だとも思う。

「加藤がやった事も丈がやった事も、堀井がやったみたいに自分が出来る事をやっただけだろ？　別にあいつらが俺の手柄を奪うばった訳でもないさ」

　堀井はもの言いたげに俺を見る。そして結局それに関しては何も言わない。

「ま、いいわ。わたし達はあんたの事を見くびったりしないし、分かってると思うわ」

「そりゃ良かった。俺が役に立つって思われてるならそうそう捨てられる事も無いな」

　今度こそ堀井は呆あきれた顔をして俺を見る。

「馬ば鹿かな事を。少なくとも加藤はあんたが居なきゃもっとポンコツなんだから、居て貰もらわないと困るわ」

「あいつ、魔ま法ほう攻こう撃げきとかにホント弱いからなー」

　１回食くらって警けい戒かいするまで本当に無警戒だから困る。きっとこれからも何度もいろんな攻撃を食らって文句を言うだろう事は想像出来る。

「そういう事でもなくて。それに今、加藤のオマケみたいに言ったのに怒おこらないの？」

　堀井が本気で言ってるとは思わなかったからマトモに受け取らなかっただけ。けれど。

「そんなホントの事言われて怒ってどうするんだよ。つまらない事で怒ったりしないよ」

「つまり、ゲームをバカにされたりしたら怒る？」

「それで怒るのはつまらない事だよ。その人にとってはその程度の物なんだろ？」

　堀井は、何を言えば良いのか分からないような何とも言えない表情を浮かべる。

「前、加藤が勝手に決けつ闘とうした時は怒ったのに？」

「──そりゃ、あんな事した加藤の事が心配だったからな」

　改めて言うと、死ぬ程ほど恥はずかしい。けれど誤ご魔ま化かしたところで納なつ得とくしやしないだろうし、本人も居ないからこそ言える。

「……もうちょっと自分の事でも怒った方がよかよ？　──なんて加藤は言うと思うわ」

「疲つかれるし面めん倒どうなんだよなー。イライラしても良い事ないし」

　俺がそう言うと、脇わき腹ばらを軽く小こ突づいてくる。

「折角人が心配してんのに」

「諦あきらめてくれ」

　それで諦めた訳じゃないだろうけれど、堀井は仕方なさそうにため息を吐く。

「──で。居ないから聞くんだけど、加藤と蝶野さん、どっちが好みなのよ？」

　散々呆れさせてくれた仕返しだ、といわんばかりに丈みたいな顔で笑う。

「……どうしてそうなる」

「加藤の方が付き合い長いけど、それって何週間かの差だし。それに蝶野さんのアピールも過激だからそれにころっといってないかな、と思って」

「どっちもそういう関係じゃないし友達だと思ってるんだけどなあ」

「ふむ？　ま、アピールはしてなくても過激って意味じゃ加藤も相当だものねえ」

「……堀井相手だから言うんだけど、時々魔が差しそうになるんだよなあ」

　何か今なら触さわってもいいんじゃないかとか、わざと見せてるんじゃないか、とか。そんな訳ないのにそんな事を考える瞬しゆん間かんはある。

「我が慢まん出来なくなったらイタズラじゃなくて先に土下座でもする事ね。そうすればきっと２人とも大たい抵ていの事は許してくれるんじゃないかしら」

「普ふ通つうそこは女子として軽けい蔑べつしたり、止めたりする所じゃないのか……」

「無防備だったり思わせぶりな女の方が悪いわ。それがイヤなら自分で気を付ける事ね」

　是ぜ非ひ加藤に言ってやって欲しいと思ったけど、間違い無くもう言ってる。

「あの、堀井さん。加藤のその辺、もうちょっと何とかなるようにお願いできませんか」

「──何言ってんの？　最近、加藤が無防備なのなんて赤坂相手くらいよ？」

　唐とう突とつにそんなとんでもない爆弾を落としていく。

　堀井も別に俺を困らせて楽しみたくてそんな事を言った訳じゃないのは分かる。つまり、事実なんだろう。

「そんな赤坂に胃の痛くなる話があるんだけど──」

「聞きたく無いけどなんでしょうか」

　今度こそ、堀井はからかうように顎あごに指を当てて俺を見る。

「今、加藤と蝶野さんが何処どこに居るか知ってる？」

「え、ちょっと待って」

　後夜祭の準備とかそっちに交ざってるとか。てっきり堀井が俺を案内してくれてるとばかり思っていた。

「ちょっと赤坂抜ぬきで話がしたいって言ってたから、２人きりにしてあるの。ここまで言えば分かるわよね？」

　笑え顔がおで堀井が俺の手を握にぎって来る。これは何かそういうやわっこくて嬉しいとかいう意味じゃなくて「逃にがさないぞ」という強い意志を感じる。

「後夜祭、見に行こっか？　──色男」

　お前一応アイドルなのに男とそんな事していいのか、とか。そんな言葉は喉のどから出て来なかった。
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　──怜れい也やが瑞みず樹きに連れて行かれ邪じや魔まが入らないようにされていた頃ころ。

　椎奈とアイは校舎の屋上に上がっていた。

　皆みなが後夜祭の為ためにグラウンドに集まっているのもあって、他に誰だれも来ていなかった。

「こんな所に呼び出して、一体何の用ですか」

　しかも怜也が居ない所で話したいと、アイは椎奈だけを呼び出していたのだ。

「何の用も何も、アタシはカトーに負けてどうすればいいかまだ聞いてないっしょ」

「そういえばそうでした」

「何ソレ、張り合いないなー」

　苦笑いを浮かべるアイよりも、椎奈の方が表情は優すぐれなかった。

「いえ、それよりも蝶野さんの事が心配だったんで」

「アタシの？」

「卵を割る時に手を貸してくれたでしょう。あそこまでして大だい丈じよう夫ぶだったんですか」

　火を放って、羽う化か直前のボスを焼き払はらったのはアイだ。その手助けが無ければボスだった『女王虫』は現れ、暴れ回っていただろう。

　話を聞く限り、学園側はそれを予定しており、その学園側に立つアイが止めたのだ。

「わざわざアタシの心配なんてするとか、ほんとお人ひと好よしだなー……もうちょっと裏切られたとか、そう思った方が良いよ？」

「別にわたしは蝶野さんに迷めい惑わくをかけられていませんから。赤坂くんは別ですけど」

「カトーにモンスターけしかけたりとかしたよ？」

「競技の中で、でしょう？」

　他ほかにも多少のイタズラはした。けれども確かにそれ以上の事を椎奈にはしていない。けれどもスパイが居たのにそれで済ませていいのか。

「それで、大丈夫なんですか」

「わっかんない。怒られるとは思うけど、その前にカトーと話しときたかったんだよね──負けたアタシが、何すればいいのかってのもあるし」

　それによって、この後の身の振ふり方が決まる。どの道、怜也には自分の素す性じようは話してしまった。もうこのまま一いつ緒しよに居られるとは思って無い。

　出来れば椎奈と怜也には口止めを頼たのみたい所だったけれど、勝負事に負けた身で言う程恥はじ知しらずじゃなかった。その負け方も一対一だ、文句のつけようが無い。

「困ったなー。ホントはあそこでカトーに勝って、アタシの事を他の人には秘密にしといて欲しかったんだけど」

「え、そんな事だったんですか？　赤坂くんに、その……イタズラするけど止めるなって言ってたじゃないですか」

「……そりゃ言ったけどさー。他の面子メンツにスパイだって言いふらされる方が困るっつーか、教室に居られなくなるし」

　アイは学園側の〝斥候〟であると同時に生徒だった。しかしその素性がばれれば生徒としては除じよ籍せきされ、運営側として過ごすしかなくなる。

「言いふらしたりしませんけど。蝶野さんが困るならなおさら」

「……ホントにー？」

「それで学校から居なくなるかも知れない、なんて分かったらますます言えないし、言った所で何か得するんですか？」

「アタシが残ってたら、またスパイするかもよ。つか、学校の手先なんだから、絶対なんかするって」

「別に蝶野さんが居なくても学校が何かしようとしたら止められないでしょう」

　仕込みがこの学校、そして迷めい宮きゆうを運営している側がやっている事ならアイが居ても居なくても変わらない、椎奈はそう思っていた。

　ナイフで斬きるか、包丁で斬るか、その程度の違ちがいでしかない。

「うっわ、ドライ。アタシなんてその程度って認にん識しきかー」

「そっち側の人としては。ただ、ここで居なくなるとまた仲間を探さないとならないですし。正直、赤坂くんにイタズラするのは見てて面おも白しろくは無いですけど、蝶野さんは……わたしも、嫌いじゃないから」

「……ここでまだ悪い人じゃないとか言っちゃうもんなー」

　怜也も似たような事を言っていた。この２人は本当にどこまで能天気というか、人を悪く言わないのか。

　ただ怜也と違って椎奈は、究極的には斬り捨てれば良い──という持論があるからこその余よ裕ゆうでもあった。

「ま、いいや。とりあえずカトー、勝ったアンタはアタシに何して欲しいの？」

　屋上の柵さくを背に椎奈に向き合う。大迷宮に当たって起きるビル風が、２人を揺ゆらす。

「……あの時は、赤坂くんを裏切らないで欲しい。それだけ守ってくれれば良いと思ってました」

　椎奈の目から見てもアイは怪あやしかった。何か企たくらんで居る、何かを隠かくしている。その上で怜也を裏切らないで欲しい、そう約束してくれれば良かった。

「でも今は事情がちょっと違いますから。ああ──」

　椎奈はどう言えば良いか、何を望めば良いか。その考えがまとまった。

「──わたし達に都合の良いように、上手うまく立ち回って下さい。それでお願いします」

「……何ソレ」

　その言葉にアイはついつい苦笑いがこぼれる。無茶を言うな、とも思う。

「アタシは学校側のスパイで、普通の生徒じゃない。斥候ですらなくて、多分２、３年にも交ざれるニンジャなの。分かってる？」

「つまり、それだけ利用価値があるって事ですよね」

　──加藤椎奈は決してバカではない。そして兵法者としてはシビアだった。

　何が有効利用出来て、どうすれば上手く行くか。その組み立てが出来る。

「ちょ、ちょっと待ってカトー。本気で……言ってるよね、そりゃ」

　椎奈が冗じよう談だんでも何でも無く言って居る事に気づき、アイは思考を回し始める。

「アタシは、この学校というか迷宮絡がらみでしか居場所が無いの。スパイ止やめても、結局どっかで関かかわるしかないの」

「じゃあ止めなければいいんじゃないですか？　わたしも黙だまってますし、赤坂くんも黙っていれば続けられるでしょう」

「……そうやって秘密にしたまま、それでも都合良く立ち回れ、そういう事？」

「〝わたし達にとって一番都合が良い〟って蝶野さんが判断するなら、そういう事になります」

　今度こそアイは椎奈の無茶な要求を理解した。何をしろ、これをしろというんじゃない。秘密をばらすぞと脅おどしてる訳でもない。単に、勝負の結果として要求をしているだけだ。

　しかもその漠ばく然ぜんとした内容については自分で判断しろという無茶ぶりだ。それを、椎奈は勝者として当然の権利だと思っている。

「──んな事言うと、多分アタシ、怜れいクンの事も利用するしカトーの事も利用するよ。それでも良いの？」

　アイは自分でも意地の悪い答えを返したと思った。結果として損にならなければ、こっちの判断でそういうことをするぞ、また今回みたいな事が起きてもいいんだな──と。

「良いよ。それがダメなら、わたしは赤坂くんと一いつ緒しよに戦えなくなっちゃうから」

　それは今回、アイを打ち倒たおすまで椎奈がずっと抱かかえていた気持ちだった。けれどアイは何故なぜそんな事を言うのかさっぱり分からない。

「何で、怜クンと一緒に居られなくなんの？　カトーは普通に一緒でいいじゃん」

「ううん。蝶野さんを斬って……わたしは、なんとか赤坂くんとまだ一緒に居られるようになった。それが出来て本当に良かった」

　アイに嫌いや味みを言ってる訳じゃない。むしろ心底ほっとしたように椎奈はそう言った。

「わたしと赤坂くんは、お互たがいを利用してるから。蝶野さんだって、それで良いと思う」

　──お互いを利用してもいいよ。紺の言葉は椎奈の中に残り続けて居た。

　そして怜也も自覚はしていないだろうけれど、その価値観を持って居たし、椎奈もそんな怜也の考え方を理解してしまっていた。

「わたし達はきっと友達だと思う。だけどあの迷宮の中じゃ、負けたく無い相手なんだ。好きとか嫌きらいとかじゃないし。どっちがどれだけ上手くやれるか、ずっと勝負してる」

　──加藤椎奈は戦士としての赤坂怜也を見くびっていた。しかし、指揮官としての赤坂怜也は認めざるを得なかった。

　剣けん士しとしての自分は、指揮官の期待に応こたえなければならない。

　指揮官として、剣士に対する指示を的確に下さなければならない。

　知ち恵えと武力。本来比べようも無いそれを、怜也と椎奈はお互いの武器として相手と競きそっている──。

　信しん頼らいや信用や愛あい憎ぞうとは違う、自分のプライドの話。むしろ、互いを信頼し始めているからこそ、余計に負けられない、無様な所は見せられなくなっていた。

　剣士として、そして怜也はゲーマーとしてプライドを持っているからこそ、それを曲げられない。お互い、それを理解しあう程ほどには近づいていた。

「赤坂くんは今回もちゃんとやった。陣じん地ちを取り返すのをちゃんと新田くんに任せたし、隠し部屋の事もちゃんと分かってて、わたしがそこにたどり着けたから──あの大きい虫が暴れ回る事にならなかった」

「……ソレ言ったら、カトーがアタシに勝たなきゃ──」

　そこでアイも理解した。だからこそ、そこでやっと怜也に並べたのだと。

　アイを斬るまで、椎奈はただ現れたアリ型に集たかられて倒れただけだった。アイに連れ去られて現場に出なかったのに「上手くやった」怜也とは、貢こう献けんの度合いが違う。

「うん。だから、蝶野さんを斬れたから赤坂くんと一緒に居られる。わたしが斬ったから上手くいったんだぞって、ちゃんと胸張って言える」

　戦士として失望させなかった。お互いが居たからこそ、そう認め合う事が出来る。

　──だから、アイも。自分のやる事をやった上で、自分達を利用してもいいんだと。それは椎奈から見れば、アイを認めて居るからこその提案だった。

「……はぁ、わーった。分かったわよ。絶対、とは言えないけど考えとく。約束はしないし、出来なかったらそんときはそんときで」

「最初に言った通り、出来ない事をしろなんて言う気はないよ」

　とんでもない。出来るギリギリの事をしろ、と言っているんだ。

　ぼけっとしていて判断は全部怜也任せだなんてとんでもない。怜也や丈とは違う意味で、敵に回すとおっかない思考をしてる事を今いま更さら思い知る。

　これから自分はその負けた分の約束を果たす為ために無茶をしないとならない。だから、ちょっとくらい仕返しをしてもいいだろう。

「──カトーは怜クンの側そばに居たいんだ？」

　たっぷりのいやらしさを籠こめてそんな言葉をぶつける。

「え、あ。ハイ──」

「〝なんで〟？」

　改めて、椎奈がどこまで気付いて居るのか分からない部分を言葉でえぐる。椎奈にとってはもう当たり前で、信頼関係でライバルで片付いているのかもしれない。けれど、間ま違ちがいなくそれだけじゃない、アイはそう確信して炙あぶるように言葉を重ねる。

「あとさ、なんでアタシと怜クンがイチャイチャしてるとカトーが不ふ機き嫌げんな顔すんのかなー？　鏡見た事ある？　今度見せたげよっか」

　出任せじゃない。明らかに不機嫌になって自分と怜也の間に割って入ってくる。椎奈はその自覚が無い──まるで小さい子供みたいだと思う。

　本当はそんな相手をちびちびいびりたくは無いのだけど、この場合は今言っておかなければいつ言うのか。

　椎奈も言われて、自覚しはじめたのか少しずつ顔が赤くなっていく。

「んふふふふ♪　はっきり言ってあげる──カトーは、怜クンが自分だけの物になって欲しいんだって」

「そ、そなこと、無いて！　違うて！　ちゃんと、色々考えてて、上手くやるトコがスゴイなって思ってるんだから」

「違わない。コマンダーとしての怜クンじゃなくて。あと剣士としてのカトーじゃなくて、そういうの関係無いトコで、自分だけ見て欲しいって思ってるんだって話」

　そうアイが言った瞬しゆん間かん、ぼんっと音を立てそうな勢いで椎奈の顔が真っ赤になる。

　一瞬、想像した。迷宮も剣士も戦略も関係無い所で、怜也にどうして欲しいか。そしてアイの言う通り「それは良いかも」と納なつ得とくしている部分があった、あってしまった。

　──やり返してやったという微かすかな優ゆう越えつ感と、これはある意味、貸しだった。とっとと気付いてしまえ、という荒あら療りよう治じだ。

　気付かない方が怜也を落としやすかったのは言うまでもない。けれども、これはアイにとって宣戦布告だった。抜ぬけ駆がけみたいな真似まねは出来ない、どうするにしても──この女に負けたく無いと思った。

「──カトー。次は、負けないからね」

　その言葉の意味に椎奈が気付くのは、後になってからだった──。
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　──後夜祭の最後は何故かキャンプファイヤーだった。

「体育祭なのに派手にやるなあ」

　出店は無いけれど、食堂には持ち出し出来るバイキング形式の料理が並んで居たから、学校の好きな所で飯を食う事が出来た。

　勝ったり負けたり、炭酸飲料をぶつけあったり、楽しそうに笑ったり、悔くやしそうにしたり、あるいは金かね勘かん定じようをしたり、文句を言ったり、酒でも入ってるかのように騒さわいだり。

　そんな光景があちこちで見られた。

「何かお祭りみたいなんねぇ」

「物食いながら喋しやべるなよ」

　あの後、ふらりと１人で帰ってきた加藤は腹ぺこでもしゃもしゃと物を食い続けていた。水泳の選手が一日にすごい量の飯を食うというのは見た事があるけど、加藤の場合もそういう事なのか、あるいは胸に栄養が奪うばわれてるのか。

　そして堀井は堀井でチアの方の打ち上げに捉つかまって、あの男勝まさりの女団長に連れ去られていた。

　丈は会議で捉まったまま。そして蝶野は、もしかしたら戻もどって来ないかも知れない。そんな可能性も考えていた。

「蝶野さんおらんと、寂さびしい？」

　やきそばを食べきった加藤がペットボトルのお茶片手にそんな事を聞いてくる。

「居た方が賑にぎやかでいいよなー」

「──ふぅん？　えっちぃから居て欲しいんじゃなくてえ？」

　お前も無自覚に相当だけどな、とは言わない、言えない。

「それもあるけど、こういう時は賑やかな方がいいだろ？」

「……えっちぃのは否定しないんだ」

「男だからな」

　加藤が呆あきれた目をするけれど構わない。男なんだから仕方ない。ただ、何か加藤の様子がいつもと違ちがう気がする。

　物を食う手を休めた時に、ふっと俺を見ている事がある。今もキャンプファイヤーの火に照らされて、じっとこっちを見ていた。

「──加藤？」

　剣けんの鬼おにでも無ければ能天気でも無い、炎ほのおに照らされる大人びた表情に目を奪われた。そして不意に俺の方に近づき頰ほおを手で撫なでてきた。

　──剣を握にぎってきて硬かたくなった皮と、細い指がアンバランスな手。その手が優やさしく俺の顔を撫でる。

　今までに無いその動作に、ドキリとする。落ち着いた加藤の表情に、見とれてしまっていた。何を考えて居るのか分からない、ただ視線を合わせて、逸そらせない。

　そうしてお互いを見つめ合い、俺達は──。

「ちょわああ───！　何良い雰ふん囲い気き出してっかなぁ───！」

「うぉわぁああああ!?」

「きゃぁぁああああああ!?」

　俺の背後に忍しのび寄ってきていた蝶野が、勢いよく後ろから飛びついてくる。そのまま加藤を押し倒しそうになるけれど、何とか抱だき締しめてその場にとどまる。

「ほら離はなれろ離れろ、何チューしそうになってんの！」

「し、しししし、しそうになんて、なってないぃよぉ？」
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　加藤の言葉が怪あやしくなってるけど、蝶野はむっとしたまま俺と加藤を引きはがす。

「ちっ。蝶野さんが来たんじゃ今日はここまでかしら」

　そして物もの陰かげから舌打ちしながら堀井と丈が現れる。

「な、ななななな!?　２人とも見てたんっ!?」

　加藤がキャンプファイヤーの明かりでも分かるくらい真っ赤になってピンと伸のびる。

「何言ってるんだ加藤さん、偶ぐう然ぜんだよ、偶然」

　にこやかに言う丈だけど、全く信じられない。絶対堀井と一緒に隠かくれて見てた。

「ったく、ちょーっと目を離しただけでコレだもんなー」

「な、なななな、なんでそんな、というか、何しに来てん!?」

「何って、酷ひどいナー。後夜祭なんだからそりゃ来るって」

　全く悪びれた様子も無い蝶野。さっき俺達に何をしたのか、全く気にしてないようなそぶりだった。そして加藤を追いやると、躊躇ためらわずに俺の腕うでをとって組んでくる。

「蝶野さんんん？」

「んふふふふ、何かしらカトーさん？」

　まるで所有権を主張するように俺の腕を胸の谷間にはさみこむ蝶野に、加藤がばちばちと火花を飛ばす。

「あの、蝶野？　近すぎない、かな？」

　今までも横に座ってくっついてきた事はあったけど、肩かたが当たるような形だった。こんなにべったりくっつかれてるのは初めてあの迷めい宮きゆうで会った時以来だ。少なくとも、人の居る所で堂々と、あたりまえのようにここまでくっつかれた事は無い。

「ちょっと会わない間に寂しくなっちゃって……♪」

　視線で丈と堀井に助けを求めるけれど、２人はどうでもいいような顔で紙パックのジュースをストローでチューチューしていた。

「で、新田は何か装備新調するの？」

「もうちょっとで精せい霊れいの常時召しよう喚かんの為の術具が買えそうなんだよね。そっちは？」

「んんー。もっとスイングしやすい鈍どん器きとか？　やっぱりメイスだとバランス悪いのよね」

　当初の方向性は何処どこにいったのか、もはやバットを調達した方が早いんじゃないかという事を言い出す堀井。──そして割り切ったら割り切っただけ、ファンが増えていったというのだから世の中よくわからない。

「あ、ああ！　俺もそっち！　装備とか、そういう話したい！」

　けれども蝶野は無言で俺を捕まえて離さないし、加藤もどうやら納得するまでは逃にがしてくれる様子は無い。

　向こう２人は手帳を開くと俺が集めたデータベースを拡ひろげて装備の更こう新しん案を話し合っててすごい楽しそうというか、その為に作ったんだよ、俺が[image: !!!]

　俺達の方を見た辺りの男子の大半に舌打ちされたい訳じゃないんだ！

「──どういうつもりですか、蝶野さん？」

「都合良くしたいようにしろって言ったじゃん。そ・れ・に。こうすんのも怜クンって嫌きらいじゃないし♪　ねー？」

　分かりやすく胸に俺の腕を抱かかえ込む。二の腕から肘ひじまでが柔やわらかく押し潰つぶされて、何かもう何も言えなくなる。そしてその俺達を見て加藤からの冷気が増していく。

「あ、あのな蝶野、人前でこんな──」

「え、じゃあ人の居ないトコ行く？　やだ、怜クンそこまで大だい胆たんだったなんて……」

「なんでまんざらでもないんですかねぇ、赤坂くん？」

　やばい、さっきから加藤の中で俺の評価がストップ安だ。

「こっちはカトーに〝頼たのまれた事〟全部やってきたんだからさー。怜クンとイチャイチャするくらいいーじゃん」

「……む、ぐ。じゃあ、その。問題はないんですか？」

　加藤がそう聞くと、蝶野は一いつ旦たん俺から離れると胸の谷間に挟はさまっていたネックレスを取り出して見せる。先せん端たんについているリングは足かせのようで、チェーンも合わせてますますそうとしか見えないデザインだった。

「──マスター側からテスターに格下げ。ニンジャの技能とかもこの『枷かせの首輪』で完全封ふう印いんされちゃってフツーの斥候になりましたとさ」

「それは──」

　何か言おうとした俺の口を人差し指で押さえてくる。

「アタシがしくじって、その後に選んだ結果だからそれ以上言う必要は無し。謝ったりしたらスゴイ事して黙だまらせるから」

　人前でトンデモナイ事をされそうで、俺はこくこくと頷うなずく。

「とゆー訳で、改めて言っとこうかな──アタシの事、仲間に入れて欲しい」

　その言葉に分かりやすく無視していた堀井と丈もこっちを向く。

「──僕は構わないよ。怜也と加藤さんが良いならって条件付きだけど」

「……ま、いいんじゃないの。加藤と赤坂の問題をこっちに持ち込まなければ」

　そう言う堀井を丈がニマニマとした顔で見て、容よう赦しやなく肘ひじ鉄てつを食くらっていた。遠えん慮りよも無くて仲が良さそうだけど、そこに恋れん愛あいの影かげとかは欠片かけらも見えない。

　そして俺と加藤の言葉を待つ形になる。

「俺は──加藤が良いならいいよ」

「なんでわたしなんっ!?」

「そーだそーだ！　怜クンはアタシの事どうでもいいの!?」

「どうでも良くない。蝶野の事は好きだよ、だけど迷宮に挑いどむのは仲良しとか、そういう事じゃない。俺が１番頼たよってるのは加藤だ、その加藤と蝶野なら俺は加藤と一いつ緒しよに居たいって思ってる」

「……はっきり言うなあ、もう。もうちょっと優しい言い方とか無い？」

「むしろはっきり言わない方がお前に悪いだろ」

　多少不満そうにしながら、加藤の方を見ると俺に対して呆れた顔をしていた。

「わたしが赤坂くんに任せるって言おうと思ってたのに、先に言われたら困る」

「あんた達は……」

　堀井が心底呆れた様子でこっちを見る。その気持ちは分からなくも無い。そして加藤が小さく息を吐はく。

「──蝶野さん。この人、結構無茶言うし、無茶しますよ。それでも良いんですか？」

「そんな怜クンだから一緒に行きたいって言ってんの。遊びでやってんじゃないんでしょ？　だからアタシは〝ここに居たい〟の」

　そう言って俺の腕を取る。その言葉の意味を、きっと加藤は俺以上に理解していた。

　ただ蝶野の言葉に納なつ得とくしたかというと、してないような顔をして一考する加藤。そして呆れた顔をしてため息を吐いた。

「赤坂くんに心配して貰もらいたかったり２人きりになる為ためにわざと罠わなにかかったりせんならいいよ？」

「……シナイヨー？」

「おい蝶野、目逸そらすな!?　こっち見て言え！　つーか何だよそれ！」

「まあまあ、冗じよう談だんだって。大だい丈じよう夫ぶ、そこはちゃーんとやるって。てゆーか、怜クンに嫌われるような事する気無いし──」

　そしてニタリ、と俺から見ても挑ちよう発はつ的な顔で笑って加藤を見る。

「──直すぐに、怜クンに一番信しん頼らいされるオンナになって見せるから♪」

「……は？」

「んふふふふ。迷宮の中ってのもあるけど、怜クンと別に付き合ってる訳じゃないんでしょ？　つまり、パートナーっていうの？　そーゆーのって良いと思わない？　あ、それにさっき怜クンアタシの事好きって言ってくれたしー」

「そ、そういう意味じゃなくてだな!?」

　抱だきついてこようとする蝶野を押さえていると、加藤がプルプルと震ふるえ出す。

「だ、だからってそんな胸押しつけて！　そ、そういうの良くなかとよ!?」

「でもー、折角押しつけるだけあるんだし、有効利用しないと？　あ、ちが。ホリィに言ったんじゃなくて、そもそもそっちは使う理由無いじゃん!?」

　別の所に飛び火しかけた所で速そつ攻こう鎮ちん火かをはかる蝶野と、笑いが堪こらえられなくなり体をくの字に折る丈。そしてその丈を睨にらむ堀井と、何かどんどん広がって行く。

「別にコレだって怜クンがイヤじゃなくてアタシが勝手にやってる事だしー？　見返りを求めない関係っていうの？　それにまで文句言われたく無いし──」

　あ、何か良くない。その空気は俺にも分かってしまった。

「──出来るのにやらない人に文句言われたく無いなー？　ね、怜クン♪」

「そ、そんくらい出来ると!?　むしろ、して欲しいならいくらでも！」

　あ、バカが乗せられた。後に堀井はそう語った。

「お、おい落ち着け加藤!?」

「赤坂くんもそんなデレデレして！　お、おっきいのが好きなら、こっちでよかよね!?」

「……ハハ。やっぱ男って──」

　おい、堀井。そんな目で俺を見る前にルームメイト止めろよ。そんな事も言える空気じゃない。

　そして加藤は空いていた蝶野の反対側に座ると俺の腕を取って、まさか本当に抱え込んで胸に押し当ててくる。

「お、おい加藤!?」

「──ふん。〝怜也くん〟の、エッチぃ」

　耳まで真っ赤にして、うつむいて無理をしてるのが丸わかりで、小声でそんな事を言う。

「おおお？　ふふん、面おも白しろいじゃない。さっきも言ったけど、今度〝は〟負けてあげないからね？」

「は、はあ？　まさか、さっき言ってたのって……」

「ふふん、真っ向勝負で真正面から怜クンをアタシのモノにしてみせるって言ってんのよ」

　今度こそ俺は丈と堀井に助けを求めるけど、２人は空になったジュースのパックをべこべこさせてるだけだった。

「お、おい２人とも、何でこんな──」

「これから一緒のパーティなんだから、何とかしなさいよ色男」

「そもそも、こうなる原因を蒔まいたのはお前なんだからな。良かったな今は僕よりモテてるぞ」

　そして無言でこっちに手帳を向けて写真を撮とろうとする堀井。

「おい、撮ってどうすんだ!?」

「──アンタの幼なじみのトコに送るのよ。幸せそうにやってますって」

「やめろ───!?　紺にこんな所見せたらどんな事になるか───!?」

「──紺って誰だれ？　オンナ？」

　突とつ如じよ、殺気をみなぎらせて俺の腕うでに爪つめを立てる蝶野。

「ここに来るまで怜也と夫ふう婦ふみたいな関係だった相手の事だな」

「丈───!?　誤解するような事言うな、あとその場合嫁よめが俺じゃねーか!?」

「……アタシ、大たい抵ていの趣しゆ味みなら受け入れられるよ？」

「くっ、これは……手て強ごわい……！」

「お前も何言ってんの加藤!?」

　そう言うと加藤も俺の腕に爪を立て──いや、指で握にぎりこんでくる。

「あ、あだだだだ！　何だ加藤──」

「……違ちがう、名前。こっちが、名前で呼ぶんだから……その、わかっとるよね？」

「あ、なにそれ狡ずるい抜ぬけ駆がけ────！　アタシも名前────！」

　腕を組んでいるというより、俺をはさんだとっくみあいのようになる中。

「ぐぁー！　分かった、分かった！　〝椎奈〟も〝アイ〟も少し落ち着け！　何かもう、俺だけ訳わかんねーだろーが！」

　俺を挟んでにらみ合う２人を引きはがそうとする中。

「……赤坂がスゴイモテてるというか、丁度良い勝負の理由になってるだけというのがまた不ふ憫びんというかなんというか」

「でも、今はそうでもそのうちそれが本物の恋こいとか愛になるかもしれないだろ？」

「さっすが、モラトリアムの為に来たロマンチストは言う事が違うわ」

「だろう？　ともあれ。蝶野の事も怜也と加藤さんが納得してるならそれでいいし、これで僕らも５人になったんだ──楽しくなってきたじゃないか」




　Ａ組、１年最強の戦士である加藤椎奈に率いられたと言われる５人。

　──後に語り継つがれる彼ら、彼女らは今は出会い、共に行くと決めただけ。果たしてこれからどうなるのか。偶ぐう然ぜんと必然が入り交じった造られた迷めい宮きゆうの〝シナリオ〟。しかしそこに生きる彼らは紛まぎれも無く〝リアル〟で、この先は誰にも分からなかった。







　あとがき




　お久しぶりです、森もり崎さき亮りよう人とです。




　メイキュー！　も無事『＃２』をお届けする事となりました。ひとえに＃１をご購こう入にゆう頂きました皆みな様さまのおかげです、本当にありがとうございます。

　また本作２巻目を手にとって下さりありがとうございます。

　人工ダンジョンという地味──もとい、不思議要素から少し離はなれた〝後ろで誰だれかが作って居る〟事が大前提のダンジョンを舞ぶ台たいにした彼らの話をもう少し続けられて感謝しております。

　２巻も引き続き、ビデオゲームに限らずテーブルトークなども含ふくむゲームへのリスペクトとオマージュが含まれております。

　分からなくても問題はないと思われますが、分かった方が「あ、アレだ！」と気付く宝探しのような楽しさを感じて頂ければ幸いです。




　さて。僕らの世界では１巻から２巻までの間に１学期分の時間が進んでしまいましたが、怜れい也や達は２巻の段階でまだ４月末。ゴールデンウィーク前、春の体育祭を迎むかえる頃ころとなっております。

　当然、普ふ通つうの体育祭をやる訳の無い迷めい宮きゆう学園。それがどうなったかというと──本書でご確認頂ければと思います。




　今回もちょっと中身の話を少し。

　今回は前回以上に章タイトルをゲーム寄りにしてみました。えーと、大体……うん、何年前のゲームだとかどうとかそういうのは止やめましょう、発売年数を鑑かんがみますと怜也が生まれる前の物があるとか、そんな……。

　はい、そういう訳でして。（時代の流れから全力で目を逸そらして）




　表紙、今回の表紙ですよ。

　希望のぞみ先生には今回も可愛かわいらしいイラストを上げて頂いてありがたい限りです。あの表情！　瑞みず樹きにもがんばって頂きたいものですが、その為ためにアイに是ぜ非ひとも彼らを引っ搔かき回して貰もらいたいです。




　その蝶ちよう野のアイ、満を持しての５人目のパーティメンバーとして登場した彼女。本当は１巻段階で合流してる予定だったんですが、何せほら。彼女が混ざるとやること増えるというか、担当さんに「へぇ？　デビューから上下巻構成ですか、ふふふふふ」なんて言われて「あ、いや。そんなまさか、はははは」なんて事になりかねない（※森崎のイメージで実際に言われた訳ではありません）事もあり、ドラゴン退治の時はちょっと離れた所で見ていて貰いました。

　そんなアイは一体何者なのか。

　これまでの法則からして、ピンと来る方は名前を見ただけで分かってしまうのではないでしょうか。

　そう、むかしむかしあるゲームにそんな感じの名前の武器があってじゃな……。




　デザインについても、要望を聞きいれて下さってありがとうございます。

　ほら、ファミコン時代に漫まん画がとかでステータス画面が載のってたのあったじゃない、ですか？（年ねん齢れいを考えての震ふるえ声）

　あんな感じでやりたいってお願いして作って頂きました。いやしかし、今回コレ出来たんだから、もっとマップ画面とか──あ、いや何でも無いです。




　さて最後になりますが、謝辞を。

　担当編集のＩ様、そして新担当のＯ様、友人達や今までお世話になった各方面の皆様、今まで発売されてきた全すべてのゲーム、そして本書をお買い上げ下さいました読者の皆様に感謝を。

　皆様、本当にありがとうございました。




　編集部様が『もう１コイン』入れて下さった時に＃３でお会いしましょう。




　──もし続くなら、もっとこう、アレな装備とかこういう装備とか、ネコミミとか、そのな？　あ、海!?　水ステージとか行っちゃいますかね！
















カバー・口絵・本文イラスト／希望つばめ

カバーデザイン／小沼早苗（coil）
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